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はじめに

平成22年度筑波大学大学院図書館情報メディア研究科図書館情報メディア専攻博士前期

課程修了者の修士学位論文梗概集を刊行いたしました。本梗概集には研究科の多様で先端

的な研究の成果が集結しています。研究科長として、論文完成に至るまでの大学院生各位

の努力を讃えるとともに、指導教員、副指導教員や査読者を始めとする論文作成に関わら

れた教員各位および学生の研究活動を支えられた支援室の職員の方々に感謝申し上げます。

図書館情報メディア研究科は、「情報メディアによる社会の知識共有とその仕組みに係る

研究を発展させ、新しい時代に向かって社会をリードできる人材を養成すること」を使命

としてかかげ、「社会における知識・情報の共有や、その仕組みとしての図書館や情報ネッ

トワーク」を対象にした、人文学、社会科学、理工学等の多様なアプローチからの総合的・

複合的な教育研究を行っています。そのような多面性を実現するため、情報メディアマネ

ージメント分野、情報メディア社会分野、情報メディアシステム分野、情報メディア開発

分野の四つの教育研究領域を設置し、また修士の学位も図書館情報学、情報学、学術のい

ずれかを付与できることとなっています。ちなみに本年度における本研究科の修士学位取

得者 35名を、教育研究領域別にみると情報メディアマネージメント分野 12名、情報メデ

ィア社会分野7名、情報メディアシステム分野2名、そしで情報メディア開発分野が 14名

であり、学位の種類別では、修士（図書館情報学）が 14名、修士（情報学）が 18名、修

士（学術）が 3名です。

博士前期課程の修了者は、公的機関や企業等で図書館情報メディアに係る専門家として

実務に携わるもの、将来この領域の先駆的な研究者になるべく博士後期課程に進学するも

のなどさまざまです。どのような職であれ、修了者各位が本研究科で学んだ事や修士論文

を完成させるまでの研究生活の中で得た知見を活かし、知識情報社会のフロンティアとし

て活躍されることを期待します。

この修士学位論文梗概集は一論文当り 2ページという分量を設定しています。研究内容

によっては不十分かも知れませんが、学会等の講演予稿集程度の分量であり、研究の骨格

を知るには十分と考えます。本研究科の教員・学生はもとより、本研究科とそこでの研究

教育に興味と関心をお持ちの多方面の方々にお読みいただき、図書館情報メディア研究の

発展にご支援いただければ幸いです。

2011年3月

図書館情報メディア研究科長 植松貞夫
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三島由紀夫研究

―三島事件とメディアの反応雑誌特集の変遷から（『新潮』、『国文学』を中心に）—*

1. はじめに

作家三島由紀夫はノーベル賞候補にもなった戦

後日本を代表する作家である。 1970(昭和 45)年

11月25日、自ら組織した「楯の会」メンバー4人とと

もに、陸上自衛隊市ヶ谷駐屯地を訪れ、突如、ク

ーデターを呼びかける「檄文」の配布と演説を行っ

たが失敗に終わり、直後に割腹勿lj頸という衝撃的

な自決を遂げた。この日の出来事は、 40年経った

今もなお同時代を生きた人々を中心に強烈な印象

を残している。

本研究は、「三島事件を社会（人々）はどう受け

止めたか」という問題意識を中心におきながら、主

に文芸雑誌『新潮』（新潮社）における三島由紀夫

特集についてその変遷を追うことで、時代とともに

事件に対するメディアの反応がどう変化していった

のかを考察するものである。当該雑誌を調査対象

として選定した理由としては、没後 40年の今日ま

でに、複数回、ほぼ定期的（没後20、30周年）に特

集を組んでおり、また、同一筆者が複数回にわたり

執筆をしていることが挙げられる。

方法としては、各号特集の読み込みを行い、各

論者が事件や著作に現れた三島の言動について、

どのような観点により考察を行っていたのかを分析

し、時代とともに、事件に対して人々 （メディア）の反

応がどのように変化していったのか明らかにする。

三島研究全般に関して言えば、膨大な数の先行

研究が存在しているが、著作自体の研究や作家論

ではなく、雑誌メディアを対象とした本研究と類似

の目的を持つ先行研究は、調査した範囲において

確認されなかった。この点から、本研究は三島研

究において、新しい観点を提示できるものだと捉え、

そこに研究意義があると考える。

*"A Research on Yukio Mishima -The Mishima 

Incident and the Reaction in Media -Since the 

Change in the Feature (Focusing on "Shincho" 

and "Kokubungaku") -" by Hayato SASAKI 

佐々木勇人（学籍番号 200821655)

研究指導教員：黒古一夫

副研究指導教員：綿抜豊昭

2. 論文構成

本論は序章から終章まで、 400字詰め原稿用紙

で約334枚とし、正文の部分を4章で構成している。

序章で研究背景・目的・方法・研究意義の概略を

示し、終章では、 第1章～第 4章までにおいて考

察された特集記事の年代ごとの変遷とその傾向に

関する時代背景について考察している。正文の 4

章は、没後 1年目 (1章、 2章）、没後18、20年目 (3

章）、没後 30年目 (4章）で構成され、『新潮』各号

に関して、それぞれ3~4の考察点に基づいて節を

構成している。正文第1~4章までの概略は以下の

とおりである。

3. 没後 1年

『新潮』昭和46年 1月臨時増刊号は、三島事件

の直後に執筆が行われ、林房雄、村松剛、武田泰

淳、中村光夫、江藤淳、林健太郎をはじめとする三

島と交流のあった諭者たちが独自の観点を通して、

それぞれ同情的立場や、否定的な立場を取りなが

ら「なぜ、三島由紀夫は行動を起こしたのか」という

事件の動機への考察を行っている。

翌年の昭和 46年 1月に刊行された『新潮』昭和

46年2月号特集においては、事件後 1ヶ月間にお

けるマスメディアや文壇界の反応への言及が目立

っている。このうち、「三島由紀夫の死」という括りで

の総勢 28名の回想・感想が組まれているが、うち

三島と直接的に交流のあった 11名が、「今は語り

たくない」と述べ、また「何でも語ろうとする周囲を批

判」する意見や立場を表明している。周囲やマスメ

ディアが事件をあくまで「文学的範疇」にとどめよう

としているという指摘もなされている。

4. 没後 2~17年

第1章、 2章で取り上げた昭和46年の2号から、

第 3章で取り上げた昭和 63年 1月号までの期間

-1-



において、特集は没後 2年目の昭和 47年 11月号

における小特集以外は組まれず、数本の記事が不

定期に掲載されるのみであった。特に、没後2年目

から 10年目までの間には 7年にわたる空白期間

(1973,-...__,1979年）があり、『新潮』誌における三島由

紀夫の扱いがこの期間において急速に縮小してい

たことが明らかである。

5 没後 18、20年

記事の量均な減少とは別に、『新潮』昭和63年1

月号、平成2年 12月号両特集においては、それま

でと異なる、新たな傾向が現れ始める。一つ目は、

「肉体と言語」「神の間題」といった新たな観点の模

索である。養老孟司、吉本隆明らは、三島における

「肉体と言語」の関連性に着目し、その行動と作品

中から抽出される三島思想との関連性を考察して

いる。また、文芸評論家の富岡幸一郎と芥川賞作

家の木崎さと子の観点として、三島の天皇論、芸術

論という要素から、三島における「神の問題」という

テーマが新たに見出されている。二つ目の傾向と

しては、島田雅彦、浅田彰の対談で明らかになっ

た、「時代と三島」視点の登場であり、三つ目は、海

外における「ミシマ研究」を逆輸入していく傾向で

ある。

没後 18、20年において全体として現れてきた傾

向としては、三島の主義主張における政治的な側

面から徐々に離れ、“三島文学の思想”の考察へと

変化していったことである。

6 没後30年

全体的には事件そのものへの言及が激減し、個

別の作品論や、作品中に見られる三島思想のいく

つかを個々に論じるスタイルが非常に多くなった。

作品論などの個別要素を総じて、どのような大きな

テーマや観点でもって考察しているのか、各々の

論者の立場・切り口が明確に示されておらず、三

島の思想と事件の関係を捉えるマクロな視点から、

思想そのものを作品論という“部品”から解釈すると

いうミクロなアプローチに完全に切り替わったので

ある。

7. まとめ一特集の変遷と時代背景―

文壇の人々をはじめとした日本のメディアは三島

事件という“死に方”と作家三島由紀夫という“人

間＇の 2つの関連性に対して、政治や思想、時代と

いった大きな視野で捉えるマクロな視点でのアプロ

ーチから、主観的な切り口や立場を持たず、作品

論というミクロなアプローチで取り組むようになり、三

島事件という問題を文学の問題としてその範疇に

収めてしまうようになった。本研究はこの傾向を明

らかにしたが、この傾向は、三島の死をひとつのタ

ーニングポイントとして、 70年直後の極左テロの頻

発と衰退及び新右翼（民族派）の台頭と活発化、 80

年代のニューアカデミズムブームを経て、「絶対」か

ら「相対」へとシフトした日本の“知”の構造の変化と

重なっていたと考えられる。

8 課題

本研究では、時代ごとの変遷に着目するために

調査対象として、主に『新潮』誌を選定したが、そも

そも『新潮』誌と同様に多くの三島由紀夫特集を組

む『国文学』などの他雑誌との相違点、あるいは

『新潮』編集部における時代ごとの編集方針の変

遷といった点まで言及することができなかったため、

『新潮』誌特集の変遷だからこそ見えてくる点につ

いての考察に不足があった。単に執筆者の世代交

代だけではなく、特集内容に変化が生じた背景に

は本研究で指摘したように時代的要因であったと

いうことについて強調しきれなかった面がある。また、

没後 2年,..___,,17年の期間において、特集数が激減

する「空白期間」が存在したことについて、さらなる

考察を行い、最終章で述べた時代背景との因果関

係をより明確に示す必要がある。

文献（主なもの）

[l]『新潮』昭和4-6年 1月臨時増刊号ほか，新潮

社，1971""--' 

[2] 三島由紀夫，『三島由紀夫全集』，新潮社，2000

,,..___,2004 

[3] 井上隆史，佐藤秀明，松本徹編，三島由紀夫事

典，勉誠出版，2000

[4] 安藤武（編著），三島由紀夫全文献目録，夏目
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Blogや Twitterに書かれた疑問を収集・提供するWebサイトの構築＊

1 はじめに

近年， BlogやTwitterのようなWeb日記の利用者

が増加してきている。この日記には著者の考えや

意見など様々な事が書かれるが，本研究ではその

中の日常的な疑問，特に「内容は分かるがタイトル

が思い出せない」という疑問の書かれた日記記事

に注目する。このような記事が誰かから回答を得る

為には，その記事が回答を知っている人の目にと

まる必要がある。だが，個々の Web日記の記事を

読む人の数は限られているため，疑問の多くは回

答が得られないまま終わってしまう。

そこで本研究では Blogや Twitterに書かれた上

記のような疑問を収集し，広く回答を呼び掛ける

Webサイトを構築する。本サイトによって疑問の書

かれた記事が回答を知る人の目にとまるようになり，

回答が与えられるようになることを目指す。

本研究の意義として以下の 2点が挙げられる。

(1) 日記著者の疑問を解消できる， (2) 日記著者と

回答者は同じ問題関心を持っている可能性が高く，

回答を通じて新たな交流が生まれるかもしれない。

2 本サイトの有用性に関する予備的調査

本研究が構築を進めるサイトに関しては以下の3

つの問題が憂慮される。即ち， (1)疑問の書かれ

た記事の収集が収集困難なほど稀である， (2)疑

問の書かれた記事は回答のためのヒントが少なく，

回答を行う事は困難である， (3)疑問を書いた日記

著者は，見知らぬ者からの回答を気味悪く感じ感

謝することがない，という 3点である。これらの問題

を検証する為に以下の調査を行った。・

(l)Googleブログ検索， Yahoo!ブログ検索で「本

タイ杓レ思い出せない」，「本題名思い出せな

い」をキーワードとして各検索結果の上位200記事

*"))eveloJ;>ing: a Website'叫richCollects皿 d
Sho;¥,v・s Questions P.6-sted in珈 gsand'Twi杖er"

bySy血 suke岬

荒井俊介（学籍番号 200921723)

研究指導教員：辻慶太

副研究指導教員：芳鐘冬樹

の中に疑問の書かれた Blog記事が何記事含まれ

ているかを調べる， (2)'上で得られた疑問を Q&A

サイトとデジタルレファレンスサービスに質問し回答

可能性を調べる， (3)上で得られた回答を疑問の

書かれた記事にコメントとして書き込み日記著者の

反応を確認する。

この結果， (1)疑問の書かれた記事は全 800記

事中 16記事発見出来た。 (2)上で得られた 16記

事の中の回答の出ていなかった 13記事に関して

質問を行い， Q&Aサイトでは 6記事，デジタルレフ

ァレンスサービスでは 8記事で回答を得る事が出

来た， (3)上で得られた 8記事の回答に関してコメ

ント欄へ書き込みを行い， 5記事で日記著者から感

謝のコメントを得る事が出来た。また感謝のコメント

の無かった3記事はBlogの更新が止まっていたた

め，この回答を見ていない可能性が高い。

3 疑問の収集・

予備的調査において疑問の書かれた記事は 800

記事中 16記事にとどまった。Web全体を考えれば

相当数存在すると考えられるが，その収集には多く

のコストがかかる事が予想される。そこで本研究で

は疑問の書かれた記事を以下の 2ステップによっ

て収集する。即ち(1)特徴的な表現による検索， (2)

テキスト自動分類による抽出，の 2つである。

3. 1特徴的な表現による検索

本研究において特徴的な表現とは，疑問の書か

れた記事に多く現れるがそれ以外の記事にはあま

り現れない単語列を指す。このような単語列をキー

ワードとしてサーチェンジンで検索を行えば検索

結果の中に疑問の書かれた記事だけを多く含める

事ができるであろう。

特徴的な表現を導出するため，学習用コーパス

として Twitter,Blogのそれぞれに関して，疑問の

書かれた記事100個，それ以外の記事100個を用

いた。このユーパズを形態素解析ソフト Mecabで分

解し，コーパス内に現れる単語列の相対出現頻度
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の差によって特徴的な表現を導出する。

この方法の効率を確かめる為に，導出された特

徴的な表現を用いてサーチエンジン(Blogに関し

ては Googleプログ検索と Yahoo¥ブログ検索，

Twitterに関しては Twitter検索を用いる。）で検索

を行い，検索結果の上位100記事の中に疑間の書

かれた記事が何記事含まれているかを調べた。

3. 2テキスト自動分類による抽出

疑間の書かれた記事とそれ以外の記事を機械的

に分類する事が出来れば2つの記事が混ざった記

事集合から疑間の書かれた記事だけを収集する事

が出来る。このような問題を解く手法としてテキスト

自動分類がある。本研究では決定木，ブースティ

ング， NaiveBayes, SVMの4つのテキスト自動分類

手法を用いて分類を行い，性能を比較した。この

分類にはデータマイニングツールWekaを用いた。

学習用コーパスには， Blogに関しては疑問の書

かれた記事とそれ以外の記事をそれぞれ 150個ず

つ， Twitterに関してはそれぞれ800個ずつ用いた。

このコーパスを形態素解析ソフト Mecabで分解し，

(1) 1単語を素性とした場合， (2)2単語列を素性と

した場合， (3)3単語列を素性とした場合，の 3つの

場合の分類性能を調べた。

本研究では疑間の書かれた記事とそれ以外の記

事の分類における F値を導出し，その加重平均を

評価尺度として用いた。 F値には 10回交差検定を

行った上でその平均値を用いた。

4. 実験結果とWebサイトの構築

4. 1特徴的な表現による検索

導出した特徴的な表現の中で最も精度が良かっ

たのは， Twitterに関しては「タイトルが思い出せな

い」で， 100記事中 13記事， Blogに関しても「タイト

ルが思い出せない」で， Googleブログ検索では 16

記事， Yahoo!ブログ検索では 19記事であった。

2節の予備的調査において，「本タイトル思い

出せない」を検索ワードとして用いた場合， Google

ブログ検索， Yahoo!ブログ検索のいずれを用いて

も，検索結果の上位 100記事中に 2記事しか疑問

の書かれた記事を発見する事が出来なかった事を

考えると，「タイトルが思い出せない」という表現を

用いる事で疑問の書かれた記事の収集効率を向

上させる事が出来たと言える。

4. 2テキスト自動分類による抽出

Twitterに関して最も性能の良かった分類手法は

素性として1単語を用い，決定木によって分類を行

った場合であり，その性能は，精度 94.8%,再現率

94.3%, F値 0.941であった。また， Blogに関して最

も性能の良かった分類手法は素性として 1単語を

用い，ブースティングによって分類を行った場合で

あり，その性能は，精度 94.3%,再現率 94.3%,F値

0.943であった。

これらの分類手法を用いる事で，高い精度で疑

問の書かれた記事だけを抽出する事が可能になっ

た。

4. 3 構築した Webサイトの有用性

最後に，収集した疑問の書かれた記事を Webサ

イトに提示し，回答を呼び掛ける事でどの程度回

答が行われ，感謝が返されるかを調査した。

Twitterに関して 31記事， Blogに関して30記事

を提示し， Twitter上で多くのフォロワーを持つ知

人に宣伝を依頼する形で呼び掛けを行ったところ，

Twitterでは 5記事， Blogでは 6記事に回答が行

われた。また Twitterに関しては 5件全て， Blogに

関しては2件に対して感謝のコメントが返された。こ

のとき Blogにおいて感謝のコメントが返されなかっ

た記事は，書かれた時期が古い記事であった。

5 おわりに

本研究に関して以下の 2つの結果が得られた。

(1)提案手法によって疑問の書かれた記事の収集

コストを大幅に軽減する事が可能である， (2)本

Webサイトによって疑問の書かれた記事へ回答者

を誘導する事が可能である。また運用を工夫する

事で回答率は高まる事が予測できる。

文献

[1]永田昌明，平博順 (2001)."テキスト分類：

「学習理論の見本市」．”情報処理， 42(1),

pp. 32-37 

[2]安形輝，池内淳，石田栄美，宮田洋輔，上田

修一 (2009)."学術論文に特化した検索エ

ンジンの開発一機械学習による英語論文の

自動判定ー." 2009年日本図書館情報学

会研究大会発表要綱
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新しい学習スタイルを創出する協働型ユビキタス環境の構築＊

1. はじめに

近年、スマートフォンや電子書籍端末等の新し

いデバイスが社会に普及し、ユビキタス環境が実

現しつつあるQ 人々が情報ヘアクセスする際に利

用する端末は今後も多様化すると考えられ、将来

的には一人の人間が複数のデバイスを持ち、日常

生活の場面に応じて使い分けることが想定される。

そのような未来では、教育や研究などの場面で

人々が行う学習スタイルも、変革することが予測さ

れる。

本研究では、多様なデバイスが遍在するユビキ

タス環境において、効果的な学習環境とはどのよう

なものかを検酎し、そのような環境を実現するため

に必要なシステムの設計および実装手法を考察し

た。特に、教材や論文などの資料を読み理解する

ことで学習を行う行動に着目し、多様なデバイスを

通して資料を読むことを支援するシステムを構築し、

実証した。

2 関連研究

紙媒体で提供されてきた資料をデバイスで閲覧

する際の表示能力の不適応について、いくつかの

先行研究で指摘がなされている。三根ら[l]や矢口

ら[2Jは、電子ジャーナルや電子書籍を用いた研

究・教育活動の実証研究を行い、現在のデバイス

は人間の資料の読み方へ不適応な点があり、実用

に耐えないと指摘している。

また、教育システムの観点では、複数のデバイス

を組み合わせて教育活用する実践が、これまでに

行われている[3]。しかし、過去の多くの実践では、

PC/PDA/携帯電話といった限定的なデバイスに

個々に対応する手法がとられており、今後増加しう

＊咆1,1ilding.co11aboratiye u駈iquitousenviromnent 

to g¢ii~ 皿tenew learning styles" by Haro面ONO
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研究指導教員：宇陀則彦
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る多様なデバイスに汎用的に対応可能な手法は提

案されていない。

本研究では、デバイスにおける資料の読み方へ

の不適応性を解消しつつ、デバイスの差異に依存

せず一元的に利用できることが、ユビキタス環境で

の学習支援に必要であると考え、システムの設計

を行った。

3. システムの設計

本研究では、ユビキタス環境における学習環境と

して、資料を読むことによる学習の支援に必要なシ

ステムの要件を、下記の通り定義した。

(1) デバイスに依存せずに、一元的な方法で円滑

に資料ヘアクセスできること。また、読んでいる

複数の資料を学習状態として保存し、どのデバ

イスから再びアクセスしても、自動的に学習状

態を復元できること。

(2)画面の大きさや表示の性能は、デバイスによっ

て大きく異なる。あるデバイスで快適に閲覧でき

る資料であっても、表示性能が異なる別のデバ

イスで閲覧した場合快適とは限らない。デバイ

スの表示能力に適応し、快適に閲覧できる表

示方法を提供できること。

4. 手法の提案

4.1提案手法の概要

本研究では、これらの要件を満たす学習環境シ

ステムを開発するため、サーバ上に仮想的な学習

空間を構築し、各デバイスから遠隔的にその空間

内を操作•閲覧する、「仮想学習空間の生中継」と

いう手法を提案した。

4・.2仮想学習空間の生中継

本手法は、ネットワーク上の仮想空間に「学習空

間Jを生成し、学習空間の様子を真上から眺めるよ

うな視点の映像を、リアルタイムにデバイスヘ配信
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する手法である。本手法の特徴は、複数の資料を

並べて開いた学習状態を仮想空間上で持続的に

保存しつつも、資料のファイル送信を行う従来の手

法とは異なり、資料のレンダリングイメージを映像と

して送信するため、ファイルの形式やデバイスの対

応状況に依存せず表示が可能な点である。

4.3カメラワークの再現によるデバイス適応表示

本手法は、デバイスの表示性能に応じて、学習

空間を撮影するカメラワークを自動的に変更する

機構をもつ。資料を提示する範囲やズームのレベ

ルを柔軟に変更することで、複数のデバイスに対し

て最適化された表示状態を提供できる。

5 構築システムと動作実証

5.1システムの概要と適用技術

本研究では、提案手法を用いたユビキタス学習

環境の実現システムとして、「RemoteLearning 

Space」を開発した。実際に各種デバイスから本シ

ステムを利用した場合の動作の様子を、右図に示

した。適用技術として、動的コンテンツを標準的に

扱える国際規格 HTMし5[4]と、 Webブラウザ・サー

バ間で持続的コネクションを維持できる標準規格

WebSocket[5]を用いることで、デバイスの種類に依

存することなく動作可能なシステムを実現した。

5.2システムの構成と動作

本システムは HTTPに基づいたクライアントサー

バシステムであり、各デバイスの Webブラウザから

サーバヘアクセスすることで利用可能である。各デ

バイスの Webブラウザからの接続があると、サーバ

は自動的にデバイスの種別を判別し、最適なカメラ

ワークを自動選択し、撮影映像を送出する。デバイ

スからの操作命令により、仮想学習空間内で資料

を開く・移動する等を遠隔操作でき、資料を開いた

学習状態は自動的に保存される。よって、途中で

デバイスの電源を切ったり通信を切断したりしても、

同じ学習状態を復元できる。

6 まとめ

本研究は、ユビキタス環境での学習スタイルとし

て、多様なデバイスを同時に持ち使い分けながら

資料を読砂ことを想定し、快適に資料を読むことに

よる学習と、デバイスに依存しない一元的利用を両

立する、新たな手法を提案した。また、その実装技

術として標準規格の HTML5とWebSocketが有効

であることを主張し、実際のシステム開発を通して

実証した。今後の課題として、他の既存システムと

の機能・性能の比較評価を行うことや、剌用者の二

ーズ調査および本システムの利用効果測定を行う

ことが挙げられる。

図本システムを複数デバイスから利用した様子

文献

[l]三根慎二．学術論文の読みと電子ジャーナJレ

の表示形式．三田図書館・情報学会研究大会
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[2]矢口博之，植村八潮．教育利用から見た読書
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公共図書館の選書に関する考察

ー図書館流通センター、出版社、公共図書館へのインタビューを中心に—*

1 研究背景と目的

公共図書館の選書を巡っては、出版流通分野

をはじめとする図書館外部を視野に入れた検討が

不十分である。筆者は、公共図書館内部の選書だ

けでなく、図書館に書籍が入る前に行なわれてい

る外部機関での選定に着目し、研究を行なった。

本研究では外部機関の一例として図書館流通

センター(TRC)を取り上げ、「TRCが図書館に書

籍を送り出すまでの実態や意図、および TRCと出

版社との関係、公共図書館のTRCへの意識を明ら

かにして、公共図書館における選書の前段階を解

明する」ことを研究目的とした。

2 研究方法

2.1 調査対象と調査方法

本研究では、 TRC、中小出版社、公共図書館を

調査対象にしたインタビュー調査と、 TRCが発行

する『週刊新刊全点案内』（以下、『新刊案内』）を

対象にしたデータ比較調査を実施した。

2.2仮説の設定

筆者は、 2008年度群馬大学社会情報学部卒業

研究で公共図書館の選書に関する調査を行ない、

当時調査対象とした公共図書館の 90%がTRCの

サービスを選書に利用しているという結果を得た。

その結果から民間企業の TRCが独占とも言える形

で公共図書館の選書に影響を与えていることは、

選書における主体性を確保しているといえるのかと

いう疑問を持った。

その疑問をもとに、本研究の主要仮説を設定し

た（表参照）。四つの主要仮説のうち、仮説④を最

終的に明らかにする主要仮説、仮説①から③を、

仮説④に付随する従属的な主要仮説とした。

* "A Consideration on Book Selection at Public 

Libraries : Based on the Interviews for TRC Library 

Service, the Publishers, and the Public Libraries " by 

Tomomi KINOSHITA 

木下朋美 （学籍番号 200921730) 

研究指導教員：後藤嘉宏

表．本研究の主要仮説

① TRCの提供する選書カタログ『新刊案内』の書誌情報

は公平に掲載されているか。

②公共図書館にとって、中小出版社や地方出版社の出

版物を入手するのに、 TRCは他の取次や書店ルート

よりも良いルートとなっているか。

③ TRCは公共図書館にとって作業効率を上げる財やサ

ービスを提供しているか。

④公共図書館および司書は選書における主体性を確保

できているか。

3. 調査結果と考察

3.1 TRCへの調査

TRCへの調査は、主要仮説①に対応している。

インタビュー調査では、、『新刊案内』および TRC

MARCを作成する工程や意図が把握でき、 TRC

はあくまで図書館の選書業務をサポートする、便利

にするという意図で TRCMARCや『新刊案内』を

作成・提供していることが明らかになった。

しかし、インタビュー調査では主要仮説①を検証

するための十分な回答を得ることができなかった。

そこでインタビュー調査を補足するため、『新刊案

内』を対象にしたデータ比較調査を行なった。

データ比較調査は、まずAmazon.co.jpから2008

年度に出版された全書籍データを取得後、等間隔

抽出法で 1,073件を抽出した。次にサンプルを、

『新刊案内』と同じTRCMARCをもとに作成されて

いるオンライン書店ビーケーワンで全点検索した。

そしてビーケーワンでヒットするかどうかを確認し、ヒ

ット率やヒットしなかった書籍の傾向を分析した。

その結果、ヒット率は 85.5%であった。ヒットしな

かった書籍は、問題集・成人向けコミック等、図書

館が購入しないものがほとんどであった。また、全

体的な出版社の傾向については、出版社の規模

や所在地による差は見られなかった。

TRCへの上述二つの調査結果からは、広告料

や人事交流の有無による、出版社ごとの『新刊案

内』への掲載の差は見られなかった。このことから
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TRCは出版社によって差を付けることなく、対象と

なる書籍については全点、 TRCMARCを作成し、

『新刊案内』へ掲載している傾向が強いと考察し

た。

3.2 中小出版社への調査

中小出版社へのインタビュー調査は、主要仮説

②に対応している。都内に本社を置く A、Bの2社

に対してインタビュー調査を実施した。その結果、

中小出版社は、 TRCに対しては非常に良い印象

を持っていることが明らかになった。その理由として、

販路の確保が可能であることと、返品率の低さが挙

げられる。

販路の確保については、 TRCに新刊書籍の情

報を送ることで、 TRCのサービスを利用している日

本の 80%の公共図書館への情報提供が可能とな

ることが、中小出版社にとっては大きなメリットであ

ると理解されていることが把握できた。

他方、『新刊案内』や TRCにおいての扱われ方

という点では、大手出版社と比べて扱いに不公平

感はないと認識していることが明らかになった。中

小出版社側は、『新刊案内』に自社の書籍情報が

どう掲載されたかよりも、自社や他社の書籍がどう

売れたかを重視している傾向があった。ここでも、

大手出版社との差は感じていなかった。

これらのことから、中小出版社はTRCとの関係と

いう点では大手出版社との扱いの差は感じていな

い。そこで、 TRCは大手出版社と中小出版社とで

扱いに差をつけていないと想定される。さらに返品

率の低さから、中小出版社は他の流通ルートよりも

書籍販売で恩恵を受けていると考察した。

3.3 公共図書館への調査

公共図書館へのインタビュー調査は主要仮説の

②および③に対応している。 TRCの『新刊案内』を

使って選書をしているX県内 6館の公共図書館に

対してインタビュー調査を実施した

調査から、（雇用形態を問わず）選書担当者の

経験年数の長さや勤務継続可能性の高さによって、

『新刊案内』の使い方や選書の主体性の確保の度

合いに差が出てくる傾向が見られた。

また、公共図書館は出版社の規模ではなく、こ

れまでの実績を重視する傾向が強く見られた。

さらに、『新刊案内』や TRCのサービスに対して、

「新鮮な情報が手に入る」、「幅広いジャンル、多彩

な情報の中から選べる」、「すぐに配架ができる」な

どのメリットが挙げられた。 TRCのサービスは、 1冊

の『新刊案内』から様々なジャン）レの書籍を選択で

き、発注した書籍が装備済みで送られてくるという

特徴を持つ。これは予算や人員が削減されている

環境の中で、公共図書館にとって便利な存在であ

るのだろう。

ただし、その一方でTRCのツー）レを選書に役立

てつつも、それらに依存しがちだとの懸念を抱く公

共図書館も存在した。

4. 結論と今後の課題

本研究から、 TRCは書籍を公平に『新刊案内』

に掲載している傾向が強く、図書館に対して業務

のサポートをするという意識で業務を行なっている

といえる（主要仮説①）。そして、 TRCやそのサービ

スは、中小出版社には販路の確保という点で、公

共図書館には業務効率化という点で役立つ存在

であることが明らかになった（主要仮説②③）。

主要仮説④「公共図書館および司書は選書に

おける主体性を確保できているか」については、

『新刊案内』を活用しながらも、選書の主体性を確

保できていると認識している図書館もあることが確

認できた。しかし、実際の選書の主体性について

は、『新刊案内』の使い方以外にも他の要因（司書

や図書館員の経験年数や勤務継続可能性など）

が介在することが明らかになった。今回は、どの要

因がどの程度影響を与えているか完全には解明で

きず、主要仮説④はさらなる検討の余地がある。

また、本研究では公共図書館の外部や実地調

査を重視したが、今後は図書館の存在意義や図

書館専門職の倫理、選書を巡る知的自由の問題

など、図書館内部の選書に関わる理念的な問題も

念頭に置いて検討を行なう必要もあるだろう。

文献

[1] 尾下千秋．変わる出版流通と図書館．日本エディ

タースクール出版部， 1999,136p. 

[2]察星慧図書館サービスと出版流通の課題～図書

館流通は変わってきたのか～．現代の図書館

2007, vol.45, no.1, p.3-10. 

[3] 山本昭和．公立図書館図書選択論の理論的発展．

図書館界.2001, vol.53, no.3, p.332-336. 
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中小規模の理工医学系国立大学における電子ジャーナルの利用動向調査＊

1. 研究背景と目的

2000年以降国立大学では電子ジャーナルの

導入が進められ、定着してきた。ビッグ・ディ

ールと呼ばれる大型パッケージ契約方式により、

中小規模の理工医学系大学図書館でも提供され

る電子ジャーナル数は大きく増加した。しかし、

毎年の値上がりが避けられず、大学の予算が減

少する中で、この方式での契約は限界となりつ

つある[1]。また、中小理工医学系大学図書館に

おいては、文献需要が高いにも関わらず：大型

パッケージから外れるタイトルはコア・ジャー

ナルであっても価格の面から契約を解除する動

きがある[2]。その一方で、パッケージの中には

利用されないタイトルも多く存在する。現状は

研究者の謡要に合った形での提供ができていな

いと推測される。

研究者に対する電子ジャーナルの利用状況調

査については、大規模大学を対象として行われ

たものがある[3]が、中小規模大学の研究者は対

象に含まれていない。本研究では、中小理工医

学系大学の研究者に対し電子ジャーナルの利用

状況調査を行い、併せて、対象大学の図書館に

電子ジャーナルの契約状況調査とインタビュー

調査を行った。研究者の需要と図書館からの提

供の実態について明らかにし、課題を明示し、

解決策を検討することを目的とする。

z. ビッグ・ディール
国立大学 86大学の大半はビッグ・ディール

による電子ジャーナル契約を結び、大型のパッ

ケージによる導入を行っている。電了ジャーナ

ル経費が図書館資料費において占める割合は上

昇を続けている。

* "A Survey of trends in e-journal usage of 

researchers in Science, Technology and Medicine 

field at smaB-and middle-sized national universities 

fa Japan" by Kayoko SAGISAKA 

匂坂佳代子（学籍番号 200921735)

研究指導教員 ：逸村裕

副研究指導教員：谷口祥一

しかし、大型パッケージに含まれるタイトル

が全て利用されているという訳ではなく、未利

用のタイトルも多数存在する。

3 調査方法

3.1調査対象

文部科学省国立大学法人評価委員会「国立大

学法人の財務分析上の分類」により、「Bグルー

プ」及び「Dグループ」の大学を対象とした。

その中で、「Bグループ」より 6大学 (A大学、

B大学、 C大学、 D大学、 E大学、 F大学）、「D

グループ」より 3大学 (G大学、 H大学、 I大

学）の図書館から協力の回答を得ることができ

た。このため、上記9大学を対象大学とした。

3.2調査方法

対象大学の研究者に対して研究者宛調査票を

配布し、同書に記載されている URLよりウェ

ブ・アンケートを行った。調査期間は2010年7

月1日から 8月13日とした後、 9月10日まで

延長した。

また、対象大学の図書館に対して調査依頼書

を配布し、 8月13日を期限として調査票を送付

した後、 9月22日を期限として、追加の調査シ

ートを送付し、電子ジャーナルの契約状況に関

する調査を行った。更に、 C大学と G大学の図

書館員に対して、電子ジャーナルの契約状況に

関するインタビュー調査を 12月上旬に行った。

4. 研究者に対する調査の回答状況

対象者数は 3,246人、回答総数は250人であ

った。回答率は7.7%である。

5 研究者に対する調査結果
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5.1 電子ジャーナルの利用状況

電了ジャーナルの利用状況について、「ほぼ

毎日利用している」「週に 1~2 回程度利用して

いる」と回答した割合は80%を超えた。

5.2論文入手の状況：電子ジャーナル、印刷体雑

誌以外からの論文入手の方法

電子ジャーナルでも印刷体雑誌でも文献を入

手できなかった時の方法について調査した結果、

「他大学の知人に依頼して入手する」に回答し

た割合は 30%であり、大規模大学の知人に依頼

すると回答した割合は全体の 20%を超えた。

5.3電子ジャーナルの契約状況に関して

「現在所属している大学が契約している電了—

ジャーナルのタイトル数や内容で、困っている

と感じたことはありますか？」という質問を行

った結果、「ある」にチェックした回答者は全体

の80%を超えた。

5.4私費による購読

私費による購読を行っているとの回答 33

人の中から、一例を以下に示す。

・Jow11al of the Atnerican Chemical Society : ACS 

(American Chemical Society) (C大?-'-1-. 子）

・Autophagy : Landes Bioscience (G大学）

6 回書館に対する調査結果

質間紙調査の結果、調査対象の大学で提供さ

れるタイトル数は、いずれも平均タイトル数を

下回った。また、電了ジャーナル経費はいずれ

の大学においても上昇していた。

インタビュー調査の結果、 C大学においては

パッケージ維持を優先させる方針のため、単発

のタイトルを中止としたこともある、との回答

があった。 G大学においては、パッケージ解体

を検討した結果、パッケージの方が有利なため

維持することとした、との回答があった。

7. 考察と結論

研究者に対する調査の結果、電了ジャーナル

の需要は高く、文献入手に困ったことがあると

感じたことのある割合は高かった。そして、研

究者が私費や研究費で必要なジャーナルを購読

する例があった他、他大学の知人に依頼して文

献入手を図る割合も高くあった。

図書館に対する調査の結果、提供するタイト

Jレ数は全国の国立大学平均を大きく下回ったと

ころもあった。現在のビッグ・ディール方式で

の契約は予算面から維持できなくなりつつある

との回答や、パッケージを維持するためにパッ

ケージに含まれない学会誌等を中止する方向で

あるとの回答があり、研究者の需嬰に合わせた

提供ができない状況である結果が示された。

今回調査を行った大学図書館が提供する電子

ジャーナルは、研究者の需要との間にずれが生

じていた。図書館は需要に合った形での提供を

望んではいるが、現状での修正は難しい状況で

あった。このことが原因となり、研究者の私費

購読や他大学の知人への依頼という利用行動が

あると考えられた。

ビッグ・ディール後の電子ジャーナル提供は、

各大学による柔軟なタイトル選択、抑えた価格

設定、恒常的な値上げの停止が必要と思われる。

オープン・アクセスも今後の学術情報流通にお

いて重要な要素である。大学図書館、研究者、

関係者は連携を深めて、学術情報基盤の再構築

に向かわねばならない。

文献

[1] 日本学術会議科学者委員会学術誌問題検討

分科会提言 学術誌問題の解決に向けて：

「包括的学術誌コンソーシアム」の創設．

20l0,27p.http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/ 

pdf/kohyo-21-tlOl-1.pdf, (参照 2010-8-18)

[2]研究費配分に関する敦育研究環境検討委員

会．“研究経費の競争原理強化による教育研

究環境の変化 (Ill)図書館アンケートによる

雑誌購読状況”．日本物理学会誌.2010, vol.65, 

no.I, p.49-51. 

[3]学術図書研究委員会．学術情報の取得動向

と電了ジャーナルの利用度に関する調査（電

了ジャーナル等の利用動向調査 2007). 2008, 

62p.http://www.screal.org/apache2-default/ 

Publications/SCREAL_REPORT jpn8.pdf, 

（参照 2010・8-24)
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Shizuku2.0: Community Oriented Reading Support System 

1. Introduction 

The relationship between the libra1y and the 

community has a great influence on the design of 

the library automation system. The recent 

movement toward Learning Commons and 

Librmy 2. 0 has increased the importance of the 

community in the libra1-y. It is necessary that library 

engineers consider the community of library users 

when they develop a new library automation system. 

In this stt.1dy, we propose c.ooperative reading, 

which・is a reading support technique that al}ows 

librnry users to help each other. We also developed 

a system named Shizuku2.0: Community Oriented 

Reading Support System. To achieve cooperative 

reading, it is necessary for a user to discover others 

with similar interests. Therefore, we develop and 

evaluate a recommendation function that 

recommends similar users using Nippon Decimal 

Classification (NDC) Tree Profiling. 

2. Research Question 

The following two research questions were 

addressed: Is the user recommendation using NDC 

Tree Profiling effective in fin.ding sjmiJar users? 

Which parameter of NDC Tree Profiling method 1s 

the most effective expression of users'intere;ts? 

3. Method 

Mao TS'UNEKA WA (Student Number 200921740) 

Supervisor: Norihiko UDA 

Asst. Supervisor: Atsushi MA TSU MURA 

efficiently and mutually. The system has following 

three functions. 

Reading Stream - a function that semi 

automatically records users'reading history 

and distributes it to other users 

User Recommendatw n - a function that 

recommends similar readers to users, in order 

to facilitat~formation of the reader community 

Watch List -a function that allows one to gather 

other、readers'reading streams on Shizuku2.0 

by registering recommended users 

3.2 N DC Tree Profiling 

We also designed and developed NDC Tree 

Profiling, which enables the creation of library user 

profiles, for the purposes of the user 

recommendation mechanism. 

Concretely, NDC Tree Profiling extracts NDC 

codes included in the reading stream of each user 

and constructs a hierarchical structure based on the 

data, constituting a user profile. For instance, when 

a user has three NDC codes: 410.02, 421, 913.02 

and 914, NDC tree is shown as Figure 2. 

Shizuku2.0 recommends similar users by 

calculating the similarity of these hierarchical 

structures. 

To verity the effect of the user 

3. l Sbizukt1Z.. O recommendation mechanism, we performed an 

We developed、theShizuku2.0 system (Figure experiment with 37 student users to calculate recall 

1) to support the creation of a library user and precision. 

community in which users help each other 
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Figure 1 : Shizuku2.0 

914 

Figure 2: An Example of NDC Tree 

4. Findings 

We found that the recommendation using NDC 

Tree Profiling is more effective than a random 

recommendation. However, we also recognized that 

there is room for improvement relative to a past 

information recommendation technique. Moreover, 

we found the second level of the NDC code could 

be the most effective expression of users'interests. 

In the discussion of the optimization of parameters, 

parameters, we propose a new way of implementing 

the NOC Tree, based on the second division of 

NOC, which is expected to improve creation of user 

profiles. 
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静岡県の「市町村子ども読書活動推進計画」における公共図書館のサービス＊

1. 研究の背景と目的

「子どもの読書活動の推進に関する法律」(200l) 

では，総合的かつ計画的な読書推進を図るため，

国，都道府県市町村の三者がそれぞれ計画を作

るという構図が示されている。国の基本計画は，家

庭・地域学校の3つを柱とした読書推進を提示し

ている。市町村の推進計画では，地域の公共図書

館により踏み込んだサービスを求めており，公共図

書館のサービスも今後変化していくことが予測され

る。しかし，このような変化について検討された先

行研究は現在見られない。

そこで，本研究では，静岡県における県および

市町(23市 12町）の子ども読書活動推進計画の全

体像，計画の長所・短所，計画の評価，計画の実

施体制を明らかにするとともに，計画策定後の公共

図書館サービスの現状を明らかにし，計画策定に

よる成果と課題を考察することを目的とした。

2 研究方法

本研究では，文献調査1推進計画の内容分析，

質問紙調査，聞き取り調査を実施した。

3 .. 研究結果

3.1 文献調査（調査1)

子どもの読書活動の推進に関する法律が制定さ

れる以前は読書という個人的な活動を法制化す

ることへの懸念が多く挙げられた。しかし，その後

国都道府県市町村で計画が策定され，｀文字・

活字文化振興法も制定された。読書推進は法的な

根拠に基づく活動になったことで積極的に進めら

れるようになったが，予算化は難しい状況にある。

静岡県の公共図書館の職員は行政職の異動で

囮書館勤務となる例がほとんどである。県立中

央図書館にも司書職は少なく，小中高校の教員

* "Publtic Libr-叩 Services-in'the M¥lnieipal Plans 
佃 thePr.omotion of Cnildr.en's-Rea直ngAeitivities 
in Shizuoka Prefecture" by Tomotni BYODO 

兵藤友美（学籍番号 200921745)

研究指導教員：平久江祐司

副研究指導教員：大庭一郎

が窓口に勤務している。これは公共図書館に専

門職員を配置していないという点でl問題点と言

えるが，図書館勤務を経験した教員が学校に戻

るという点ではメリットにもなっている。

3.2推進計画の内容分析（調査2)

内容分析0)対象は，静岡県の推進計画2点と市

町の推進計画 34点の計36点である。市町の推進

計画は，非常に似通っているものが何点か見られ

た。重点的な目標では国や県と全く異なる目標を

掲げているのは2市町(5.9%)である。重点的な施策

では，全ての市町が国や県の施策に基づいて設

定している。数値目標を掲げている自治体は21市

町(61.8%)である。一方，年次計画や取組事例は，

3市(8.8%)と5市(14.7%)が掲げているのみであるc

公立図書館と司書に関する記述では，記述量の

多い項目は，公克図書館における「関係機関等

との連携」と「図書資料等の腺備・充実」であ

り， 33市町(97.1%)に記されている。一方，公立

図書館間の連携における「子どものレファレン

ス事例のデータベース化」や学校図書館と公立

図書館の連携における「先進的な連携事例の紹

介」の項目は，記されていない。国や県の計画

に記されていることは，市町においても記述が多く

なる傾向にあり，全体的に独自性は高くない。

3.a質問紙調査（調査3)
調査票は，教育委員会用と公共図書館用の2種

類を作成し，有効回答率はそれぞれ 91.4%と

88.6%であった。教育委員会側と公共図書館側の

回答からは，概ね同様の結果が得られた。現在，

30市町(85.7%)で公共図書館の職員が読書推進を

担当しており，読書推進は図書館に一任されてい

る場合が多い。推進計画の長所は「事業内容が明

確化された」ことであり，短所は「新たな事業展開が

ない」ことが最も多かった。また，読書推進におい

て困っている点としては，推進計画について話し合

う機会が持てないことが挙げられている。これに関

しては， 20市町(62.5%)が推進計画について定期
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的に話し合う機会を設けておらず，読書推進にお

ける課題と言える。現在，多くの公共図書館では，

読書推進事業として，読み聞かせ，資料・情報

の収集・提供，ボランティアの参加促進，学校

との連携強化の活動に取り組んでいる。読み

間かせや学校等との連携強化の取組は，計画策

定後に多くの自治体で強化されている。

3.4聞き取り調査（調査4)

調査対象は，静岡県教育委員会および静岡県

立中央図書館，静岡市立中央図書館，浜松市立

中央図書館の読書推進担当者計6名である。

静岡県の読書推進事業が活発な背景には，静

同県の教育長や歴代の担当者，静岡県職員の人

交流が見られた。読書推進事業が全体的に進

められるようになったのは，トップダウンの要素が大

きいが〉それを受けて関係機関が連携して活動で

きる体制が整っていたことも要因と言える。静岡県

も県内の各市町も実質的に担当者が一人で活動

しており，日々の業務に追われて読書推進を展開

するには限界がある。担当者の熱意が欠けている

のではなく，そのための体制が整っていないのであ

る。予算と人手不足に苦労しながらも，関係各課と

の連携によって読書推進を進めている自治体もあ

るが，財政的に厳しい自治体では，結局マンパワ

ーの嬰素が大きくなってしまうところが課題である。

4 まとめ

［法体系］

・子どもの読書推進に関する新たな法的根拠が確

立され，計画策定が促された（調査1)。

［推進計画］

・推進計両は）全体的に県の計画は国の計画を踏

襲し，市町の計画は県の計画を踏襲しており，

似通っている（調査1,2, 3, 4)。

［実施体制］

・推進計画には定期的な会議を設けるという記述

があり， 3割の自治体で話し合いの機会が設定さ

れている（調査2,3, 4)。

・30の自治体で公共図書館の職員が読書推進を

担当しており約4割の自治体では公共図書館

に事務局が設置されている（調査2,3, 4)。

［推進計画の長所］

•長所としで関係機関との交流ができたこと，事業

内容が明確化されたこと，周囲の理鮨度が向上

したことが挙げら汎る（調査3,4)。

［推進計画の短所］

・短所として，新たな事業展開がないこと，地域によ

る格差があること，予算や人手が不足しているこ

とが挙げられる（調査1,3, 4)。

［公共図書館サービス］

・児童サービスは，公共図書館サービスの中で重

視される割合が高く，計画策定によって最も多く

変化が見られたサービスである（調査3)。

・全体的に推進計画に記述されているほど，実除

の事業は進められていない。ただし，計画中に

記述量の多い項目と多くの自治体で実施されて

いる事業は，ほぼ共通している（闊査2,3)。

5 結論

子どもの読書活動を推進する観点から， 2012年

4月から司書資格の要件である「児童サービス」の

単位数が増加する。公共図書館の職員は，この意

図を理解して積極的に読書を推進することが必要

である。今後は，多岐にわたる公共図髯館サービ

スの再構成を行ない，学校教育支援まで視野に入

れた児童サービスを拡充することが求められる。

推進計画を実効性あるものにするためには関

係機関が相互に連絡を敗り合って，推進計画の評

価・改善を行なうための体制づくりが重要である。

6 今後の課題

今回は調査対象を静岡県に限定したが）他の都

道府県市町村の調査や，地域の公共図書蝕以外

の家庭や学校等の観点からの分析も必嬰であると

考えられる。今後の課題としたい。

文献

[l]松岡要．“子どもの読書活動推進法，子どもの

読書活動推進基本計画，文字・活字文化振

興法”．子どもの読書環境と図書館．日本図

書館研究会編集委員会編．大阪，日本図書

館研究会， 2006.5,p.23-5 l. 

[2]篠原由美子．子どもの読書をめぐる法と政策

（図書館界 60巻記念企画構造的転換期に

ある図書館の法制度と政策（第4回））．図書

館界.2009. l, vol.60, no.5, p.322-333 
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固書館利用者に見る高齢者の情報選択と検索傾向＊

～鎌ヶ谷市立中央図書館での調査を基に～

1 . はじめに

高齢者の増加とともに公共固書館利用者に

おける高齢者の割合も大きくなり、高齢者サ

ービスの整備が急務である。しかし、現在の

日本の公共図書館では、高齢者サービスに関

するガイドラインがなく、サービスを考える

上で必要な、高齢者のニーズに関する研究も

乏しいのが現状である。本研究ではこのよう

な現状に焦点を当てた。

2. 目的

日本の公共図書館では、必要性を感じつつ

も高齢者対策をもたない図書館が多い。高齢

者サービスを充実していくためには、高齢者

の社会的位置づけ、囮書館へのニーズを明ら

かにし、図書館の役割を考察することが必要

ではないかと考えた。そのため、本研究の目

的を、高齢者の興味のある情報や図書館の利

用に関する時徴を示すこと、また、その特徴

と高齢者の社会的位置づけを基に固書館が担

うべき役割を考察することとした。

•"Info1mation Choice and the Search Tendency 

of a Senior Citizen as a Library User -Based on 

the questionnaire in the Kamagaya Public 

Library-" by Tatsuo FUJIWARA 

藤原達生（学籍番号 200921746)

指導教員：歳森敦

副指導教員：松林麻実子

3. 研究方法

3. 1文献調査

図書館の高齢者へのサービスに関する既存

の研究を整理し、公的機関のデータなどを対

象として文献調査を実施した。

3. 2質問紙調査

千葉県の鎌ヶ谷市中央図書館で来館者調査

を実施した。高齢者への情報提供を積極的に

行っていること、高齢者の図書館利用も多い

自治体であることを理由に調査を依頼した。

4. 調査結果

4. 1文献調査の結果

高齢者の社会的位置づけとして、社会の支

え手としての期待が大きくなったことが明ら

かとなった。また、高齢者の特徴として、高

齢者と捉える年齢の上昇、自立志向が高くな

っていること、活字離れが緩やかで、パソコ

ンの利用は少ないこと、そして生きがいを感

じるために、生涯学習や健康維持に取り組ん

でいることなどが挙げられる。

4. 2質問紙調査の結果

4. 2. 1利用目的

固書館の利用目的では、「館内で本・雑誌・

新聞を読む」利用者が多いことが高齢者の特

徴である。高齢になるにつれ、自分の時間を

過ごすために来館し、読みたいものを探すと

いう利用方法を好むようになり、利用頻度も
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増加すると推測される。

4. 2. 2 探索方法の印象

本棚での探索は自分の探しているものに気

付くことや思わぬ発見を目的とした探索、パ

ソコンや職員を利用した探索は特定の資料の

探索方法と認識されている。

高齢者は、本棚での探索に集中する傾向が

見られ、また職員の利用が高齢になるほど増

加し、パソコンの利用が減少する。

4. 2. 3 健康情報への情報要求の特性

健康に関する本を探索する場合、パソコン

や職員の利用が低下し、本棚だけの利用に集

中する傾向が見られる。ただし、パソコン利

用が単に減少するだけであることに対して、

職員利用はやめる人がいる一方でパソコンや

本棚利用から職員のみの利用に転じる人が観

察された。職員だけを利用するようになった

人は「何を本当に探しているか気づく」 「思

わぬ発見がある」に強い印象を持つなど、職

員と本棚に類似した印象を持っていることが

確認された。

こうした傾向は利用者共通のものであった。

そのため、健康に関する本の探索は年齢に関

係なく、特定のキーワードから探すパソコン

による探索が行い難く、利用者は何が自分に

とって必要な資料なのかを、見つけ出そうと

して本棚や職員を利用していると推測する。

4. 2. 4 趣味に見られる特徴

趣味を行う理由として健康をあげた高齢者

が60%を超えた。また、趣味の活動に関して

も図書館を利用することが多く、「少しある」

も含め約 90%が利用している事を確認した。

5. まとめ

高齢になるにつれ「館内で本・雑誌・新聞

を閲覧する」利用者が増える、また、この層

は和用頻度が高い傾向を確認した。高齢者の

増加と共にこうした刹用が増加するのではな

いかと推測される。

高齢利用者の多くは、趣味のために図書館

を利用し、趣味の活動を行う理由では、健康

維持が特徴として表れた。図書館からもサー

クル活動や社会参加に関する情報を紹介する

ことで、高齢者の健康維持や社会参加はより

活発なものになっていくと思われる。

高齢者は、思わぬ発見や自分の探している

ものに気づくことを期待して、本棚を利用し

た探索方法を好む傾向がある。高齢者が情報

を探索しやすくするために、配架方法や書架

の配置、高さ、コーナーなどを設けるなどの

工夫が効果的であろう。

健康に関する本の探索は、世代に関わらず

ニーズが漠然としており、本棚や職員を利用

して自分の本当に探しているものを見つける、

という探索方法が望まれていることが推察さ

れる。健康コーナー設置、健康情報の相談を

行うなどの取り組みは、広いニーズに応えて

いくことになるのではないだろうか。

参考文献

[l]金 恵成 「高齢者の生活の変化と学習

課題」．大阪観光大学紀要， 2008, 第 8号，

p. 15 -23 

[2]堀薫夫「高齢者の図書館利用と読書活動

をめぐる問題」．現代の図書館 2006,44 (3), 

p. 133-139 

[3]大橋ーニ「高齢者と図書館」．図書館界，

1989, 40 (5), p. 228-235 
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公共図書館における利用規則—規定要因と利用に与える影響の分析＊

1. はじめに

公立図書館の利用規則は，資料の利用可能性

のコントロールや利用者満足度への影響など，

図書館サービスの提供において重要な位置付け

になるものと考えられる。しかしながら， 日本

においては公立図書館利用規則の全国的な実態

を把握するための調査が十分に行われていると

は言えず，また利用規則を扱った研究の数も多

くはない。

そのような点を踏まえ，本研究においては，

日本の公立固書館における利用規則の全国的な

実態調査および，それらの利用規則が 1) いか

なる要因によって規定されるのか， 2)利用にど

のような影幽を与えるのか，という 2点を考察

した。

2. 調査の対象と手法

調査対象は『日本の図書館 2009』l)の名簿に

掲載されている公立図書館 3,153館である。デ

ータを収集するための手法にはそれぞれの図書

館が公開しているウェブサイトを用いた。主な

調査項目として設定したのは， 1)ウェブサイ

ト•利用規則記載の有無， 2) 利用登録条件， 3)

貸出条件， 4)貸出の制限， 5)延滞時の処置であ

る。

* " Rules on use of public libraries -

determining factors and effect on use" by 

Kenji YAMAGUCHI 

山口謙二（学籍番号 200921747) 

研究指導教員：池内淳

研究副指導教員：歳森敦

なお，複数館をもつ同一自治体で図書館ウェ

ブサイトを 1つしか設けていない場合，特別な

記載がない限りそこにある利用規則を全館共通

のものとみなした。

3. 調査結果

1) ウェブサイト・利用規則記載の有無

調査した 3,153館のうち，図書館のウェブサ

イトをもっていてなおかつ利用規則に関しての

記載があったのは全体の 92.9%にあたる 2,929

館であった。本研究においてはこれらの館の利

用規則データを収集した。

2)利用登録条件

利用登録対象ではその図書館がある自治体内

への在住・在勤・在学を条件としている館の比

率がもっとも高かったが (36.0%), 近隣自治体

や広域利用協定参加自治体など，当該自治体外

の人間が利用登録可能な館を合わせるとその比

率は半数を超えるという結果だった (53.6%)。

利用登録期限については記載があった館のう

ち3年を更新期限としている場合が最も多く

(38. 9%), 次いで 5年としている館が多かった

(22. 4%)。

3)貸出条件

一般資料では貸出上限点数が 10点 (47.9%), 

貸出上限期間が 2週間 (92.7%)という条件を設

けている館の比率がもっとも高く，全国的にみ

てこれらの貸出条件が標準的なものであるとい

える。特に貸出上限期間についてはその傾向が
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強し＼

視聴覚資料に関しては全体的に一般資料より

も制限が強く，貸出上限点数が 2点 (28.2%)・3 

点 (25.5%), 貸出上限期間は 2週間 (59.5%) • 

1週間 (34.3%) という条件にしている館の比率

が高かった。

4)貸出の制限および延滞時の処置

貸出の制限に関しては記載があった館が 100

館程度だったが，それらのうちのほとんどは年

齢による制限だった。

延滞時の処置に関しては大部分が貸出の一時

的な停止という内容であった。

4. 分析

4. 1利用規則の規定要因

刹用規則のうち，貸出条件と開館日数・時間

を中心に『日本の図書館』の統計を中心とした

データと突き合わせて， どのような規定要因が

存在するかを調べた。その結果一定の傾向がみ

られたものを以下に挙げる。

1)館長が司書資格を有している館ではそうで

ない館よりも一般資料の貸出上限点数を多

くする傾向がみられた。

2)職員の司書資格者率が高い館ではそうでな

い館よりも一般資料の貸出上限点数を多く

する傾向がみられた。

3)指定管理者導入を導入している館では，そう

でない館よりも一般資料の貸出上限点数を

多くする傾向がみられた。また，開館日数お

よび開館時間に関しても，導入館のほうが増

やす傾向がみられた。

5)視聴覚資料所蔵タイトル数が多い館ではそ

うでない館と比べ，視聴覚資料の貸出上限点

数を増やす傾向がみられた。また，貸出上限

期間に関しても長くする傾向がみられた。

6)都道府県立図書館では貸出上限点数を標準

的な 10点よりも少なくする館の比率が高い

という傾向がみられた。また，特別区の図書

館において貸出上限点数が高く設定すると

いう傾向がみられた。

7) 同一都道府県内にある全公立図書館に占め

る，貸出上限点数を設けていない館の比率を

調べて比較したところ，都道府県ごとに比率

が大きく遍っていた。北海道・栃木県・滋賀

県・岡山県などの一部の自治体を除き，多く

は比率が極めて低く， 0%の県も 16ヶ所存在

した。

4.2利用規則が利用に与える影響

利用規則が利用に与える影鬱を分析するため，

貸出数と蔵書回転率を指標とし，貸出条件が与

える影響について調べた。

一般資料の貸出上限点数と来館者 1人あたり

貸出数とのクロス集計を行った結果，貸出上限

点数が多いほど来館者 1人あたり貸出数も増え

る傾向がみられた。

貸出数を蔵書冊数で割って求められる蔵書回

転率に関しては、貸出上限点数や貸出上限期間

を緩和すれば利用者の満足度が向上して利用が

促進され蔵書回転率が高まるという仮説と、逆

に貸出上限点数や貸出上限期間にある程度制限

を加えることにより多くの利用者が資料を利用

できる可能性を高めることで蔵書回転率が高ま

るという仮説が考えられるが、一般資料の貸出

上限点数・期間とのクロス集計においては蔵書

回転率への影馨はみられなかった。

文献

[l] 日本図書館協会図書館調査委員会． 日本の

図書館：統計と名簿 2009. 日本図書館協

会， 2010, 598p. 
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図書館分類法へのオントロジーマッピング手法の適用可能性＊

1. 研究背景・目的

近年，オントロジー工学， SemanticWeb等の研

究領域で，「オントロジーマッピング(Ontology

Mapping)」が研究されている [l]。これは，オントロ

ジーのクラス間の対応関係を発見すること，また発

見手法の開発を目的としている。対応関係とは，そ

れらが同じであるまたは類似しているという関係で

ある。

オントロジーは様々に定義されているが，それら

の中には図書館分類法もオントロジーとみなせるよ

うな定義も存在する。このことから，オントロジーマ

ッピング手法は図書館分類法間のマッピングにも

適用できると考えられる。そこで本研究では，オント

ロジーマッピング手法の図書館分類法への適用可

能性を検証した。

図書館分類法として日本十進分類法と国立国

会図書館分類表を取り上げ，両者の間のマッピン

グに市瀬らが開発したオントロジーマッピングシス

テムHICALで用いられた手法（以下， HICALの手

法）[2]を適用する実験を行った。

2. オントロジーマッピング手法

2.1 HICALの手法

I-IICALの手法の基本的なアイデアは，異なるオ

ントロジーの 2つのクラスが同一のインスタンスを多

く含むならば，それらのクラスは似ている，つまり対

応関係にあると判定する，というものである。本研

究では，オントロジーが図書館分類法，インスタン

スが既に図書館分類法で分類された書誌データ

にあたる。

マッピングは2つの図書館分類法の最上位のクラ

スからその下位のクラスを順次判定してゆくことで

行われる。クラス同士が対応関係にあるか判定し，

* "Application of Ontology Mapping Techniques 

to Library Classifications" by Masamichi WADA 

和田匡路（学籍番号 200921749) 

研究指導教員：緑川信之

副研究指導教員：谷口祥一

それらが対応関係にあればその下位のクラスも対

応関係にある可能性が存在すると考える。逆に上

位のクラス同士が対応関係になければ，その下位

のクラス同士も対応関係にないと考える。以降，マ

ッピングの具体的な流れを示す。

まず， 2つの図書館分類法の最上位のクラス同

士が対応関係にあるか否かの判定を行う。対応関

係にあると判定された場合は，そのペアを記録す

るとともに，次に対応関係にあるか判定する候補を

作成する。対応関係にあると判定したペアの下位

クラス間も判定するために，次のように候補を作成

する。対応関係にあるクラス A,Bに対して作成する

候補は次の 3つによりできる全てのペアである。た

だし，「A(B)の子」とは「A(B)の一つ下のクラス」を

指す。

・AとBの子のペア

・Aの子と Bのペア

・Aの子と Bの子のペア

これらの候補も同様に対応関係にあるか判定し，

対応関係にあると判定されたら新たな候補を作成

する。作成される全ての候補が判定され，新たに

候補が作成されなくなったら，記録していた対応関

係にあるペアを出力し，マッピングを終了する。

対応関係にあるか否かの判定は，クラスが含んで

いる書誌データの数を元に， K統計量を用いて行

われる。ただし，図書館分類法の階層構造を利用

し，あるクラスより下位のクラスに位置づけられたイ

ンスタンスは，すべてそのクラスに位置づけられた

ものとして判定する。これを本研究では「まとめ上

げ」と呼ぶ。

2.2改変手法

HICALの手法では，そのアルゴリズム故に下位

クラス間ほどマッピングされない可能性が高いと考

えられる。そこで，下位クラス間のマッピングを行う，

HICALの手法の改変手法を考案し，これも適用可
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能か検証することにした。改変手法は次のようにマ

ッピングを行う。

I) 2つの図書館分類怯の分類記号が記載された書

誌データを収集する。

II)個々の書誌データで共出現した 2つの分類記

号の組み合わせを抽出する。

III)拇出した分類記号の組み合わせが示すクラス

同士のペアを，全て対応関係にあるか否か判

定する。判定方法は HICALの手法と同じく K

統計量を用いるが，「まとめ上げ」の処理は行

わない。

3 実験結果

日本十進分類法と国立国会図書館分類表のマッ

ピングを， J-BISCDVD版(2009)の書誌データを用

いて行った。

2つの図書館分類法の全クラス間のマッピングを

行うのは困難である。そこで，『図書館情報学ハン

ドプック第 2版』を参考に， NOCの「007(情報科

学）」と「010(図書館．図書館学）」とその下位クラス

を，図書館情報学を扱ったクラスであるとみなし，

それらを含む書誌データのみを用いた。

3.1 HICALの手法の結果

285ペアが対応関係にあると判定された。この中

には，実際に書誌データが分類されるような NOC

の本表と補助表を合成したクラスも含まれている。

対応関係にあると判定された NDLCのクラスは「U

（学術一般）」又は「M(科学技術一般）」とその下位

クラスのみであった。

3.2 改変手法の結果

87ペアが対応関係にあると判定された。対応関

係にあると判定された NDLCのクラスは「U」「M」以

外に，「D(産業）」「F(教育）」の下位クラスも存在し

た。

85ペア中， HICALの手法による 285ペアと一致

したペアは 69ペアであった。

3.3 手作業によるマッピングとの比較

2つの手法によるマッピング結果がどのようなもの

かはわからない。一方で，人間が手作業でマッピン

グをするといったこともこれまでには行われてきた。

そこで， NOCの図書館情報学の領域を扱ったクラ

スを手作業により NDLCのクラスにマッピングした

(181ペア）。これと各手法の結果を比較した（手作

業では NOCの本表＋補助表のクラスはマッピング

していない。比較する結果からもそれらのクラスを

含むマッピング結果は除外して比較を行った）。

l)HICALの手法との比較

HICALの手法で対応関係にあると判定された

197ペアのうち， 3割程度(64ペア）が手作業の結果

と一致した。

2)改変手法との比較

改変手法で対応関係にあると判定された 64ペア

のうち， 6割程度(38ペア）が手作業の結果と一致し

た。

3) HI CALの手法十改変手法との比較

2つの手法の結果をまとめた213ペアのうち， 3割

程度(70ペア）が手作業の結果と一致した。

4. 考察・結論

4.1 HICALの手法について

対応関係にある多数のペアを得たことから，手法

を適用することはできたと考えられる。ただし，対応

関係にあるペアのうち，手作業のマッピング結果と

一致したのは 3割程度だった。

手作業と一致しなかったペアには，手作業では

発見が難しいと思われるもの，手作業のマッピング

次第によっては，手作業と一致したと考えられる対

応関係が含まれた。このことから，手作業でマッヒ°

ングするときの支援などとして活用できると考えられ

る。

4.2改変手法について

対応関係にあるペアは得たものの，その数は少

なかった。しかし， HICALの手法とは異なる方法で

マッピングを行い，手作業のマッピング結果と一致

する割合は高かった。このことから，他の手法によ

るマッピングの補助として活用できると考えられる。

文献

[1] Euzenat, Jerome.; Shvaiko, Pavel. Ontology 

Matching. Springer-Verlag, 2007, 333p. 

[2] 市瀬龍太郎ほか．階層的知識間の調整規則

の学習人工知能学会論文誌 2002,vol. 17, 

no. 3, p. 230-238. 
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有害図書指定情報データベースの構築および有害図書指定の傾向調査＊

1. はじめに

本研究では，青少年保護育成に関する条例を

根拠とする有害図書規制の問題点を議論し，そ

の上で関連資料の入手が困難であることを示す。

そうした関連資料の入手を容易にし，さらなる

議論に資するために，有害図書類として指定さ

れた出版物の情報を収録したデータベースを提

案し構築する。

1.1 有害図書規制の概要と問題点

有害図書規制は，昭和 30年頃から現在に至

るまで，およそ 50年もの間全国で行われてい

る[I]。 しかし，そうした規制には主に以下の 3

点のような問題点がある。すなわち， (1)表現

の自由や知る権利の観点から違憲である可能性

がある点， (2)青少年の健全な育成という目的

に対する有効性に疑問が残る点， (3)制度の徹

底が非常に困難である点の 3点である。これら

の問題点は根本的な解決が難しいため，有害囮

書規制はしばしば議論の対象となっている[2]。

2. 関連研究

安光(2002)は，有害図書規制に関して，山口

県において個別指定された有害図書の種類と件

数を調査し，包括指定の問題点を論じた[3]。ま

た，安光(2006)では，完全自殺マニュアルの公

共図書館における提供の実態を明らかにした

[4]。しかし，山口県以外の都道府県や全国の状

況，および，『完全自殺マニュアル』以外の図書

館における提供状況を調査した研究はほとんど

存在しない。有害図書データベースを作成する

ことで，都道府県別の有害図書規制状況の精査

や，全国の状況を調査することが可能になる。

* "Developing a Harmful Books Database to Clarify 
the Tendencies of Harm印IBooks Designation" 
by Akemi KIKAWADA 

木）ii田朱美（学籍番号 200821648) 

研究指導教員：辻慶太

副研究指導教員：逸村裕

3. 有害図書情報の入手可能性に関する調査

近年，有害図書規制を強化する動きがあり，

市民がそうした動きを評価し，監視する必要性

が生じている。市民が有害図書規制に関する問

題提起や意思決定を行ったり，研究者が日本に

おける出版規制についての織論の一環として有

害図書規制に関する研究を行ったりするために

は，豊富かつ入手可能性が高い情報源が提供さ

れることが望ましい。ところが，有害圏書規制

に関する情報は，関連する過去からの行政資料

が自治体の規則により数年で破棄される，全国

で指定された有害図書の書誌情報をまとめた過

去からの資料は散逸しているなど，入手可能性

が高いとはいえない。本研究では，有害固書情

報の入手可能性を調査する際に以下の 4種の情

報源にアプローチした：

(1)都道府県公報 (Web, 紙媒体）

(2)都道府県青少年課の Webサイト

(3)都道府県庁の青少年課からの提供

(4) 『都道府県条例による有害指定一覧表』

以下，それぞれについて述べる。

3.1都道府県公報

都道府県が，公報によって有害因書を公示し

た時点で，当該図書への規制が開始される。公

報の入手可能性は，都道府県の Web活用の普及

に伴い高くなってきてはいる。だが Webで公開

される公報は近年のものが多く，有害図書規制

が初めて行われた当時にまで遡って公開するケ

ースは少ない。

2011年現在，茨城県，三重県，大阪府は，そ

れまで発行した公報をほぼ全て Web上で公開

しているが，そのほかの都道府県が公開する広

報は，直近 3ヶ月~10年分程度に限られる。
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Webに掲載されているものより古い公報は，

国立国会図書館が昭和 24年からのものを紙媒

体で所蔵している。紙媒体だと，全文検索が不

可能で目録も作られていない場合が多く，有害

図書指定状況を 1ページ 1ページめくつて探し

出すのは難しし‘。

3.2都道府県の Webサイト

指定した有害図書を Web上に公開している

都道府県もあり，その数は 16である。条例制

定当初からの有害図書を全て公開している都道

府県はなく， 16都道府県全てが直近 3,._.....,10年程

度の指定図書のみを公開していた。

3.3都道府県庁の青少年課からの提供

各都道府県の担当者に有害図書リストの開示

を求めたところ，条例制定当初から現在までの

有害図書を網羅したリストの提供があったのは

東京都のみであった。一部リストのみの提供が

あったのは 18府県である。

3.4『都道府県条例による有害指定一覧表』

肉閣府は，全国の有害図書指定状況に関して

まとめた冊子である『都道府県条例による有害

指定一覧表』を作成している。しかし，それは

国立国会図書館では所蔵しておらず，大学図書

館でも所蔵していない。さらに，発行元である

内閣府でも， 1970年から 2010年までに作成し

た一覧表のうち 3分の 1程度を紛失しており，

かなり散逸している。一般の入手可能性が高く，

検索が可能で，かつ完全な有害図書の一覧の作

成は末だ行われていない。

4. データベースの概要

本研究で構築したデータベースは，東京都の

有害図書データ 4,055件をテストデータとして

入力し， www.harmfulbooks.ipで公開した（図

1)。プラウザを介して検索できるようにするこ

とで，有害図書指定状況を国民に周知するほか，

WebAPIを整備することで外部サイトとの連携

を容易にする。

本データベースは，都道府県等指定に関する

情報のほか，図書を特定できる識別子（書誌 ID

や ISBN, 雑誌コード等）を持ち，著者などに

関する情報は，必要に応じて外部データベース

(NDL-OPAC, Amazon.co.jpなど）から入手

する。

囮 1: 「harrnfulbooks.jp」トップページ

5. まとめ

有害図書に関する情報を網羅したデータベー

スの実現に向けて，有害図書規制情報の公開状

況を調査した。さらに，データベースシステム

を構築し，公開した。

今後はより過去に遡ったデータ入手およびそ

れらの収録作業及びデータベースの改善を行い，

有害図書データを全て網羅したデータベースを

作成・公開する。そして多くの研究者の利便十生

を高め，有害図書規制に関するさまざまな量的

調査を行うことをめざす。

注・文献

[l)長野県は有害図書規制を行っていないが，

一部市町村が有害I図書規制を行っている。

[2] 日本図書館協会図書館の自由委員会(2009)

『図書館の自由ニューズレター集成 2: 

2001-2005』日本図書館協会， 216p.など

[3]安光裕子(2002)「有害図書規制の現状と課
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[4]安光裕子(2006)「図書館における有害指定
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企業活動で必要とされる情報能力に関する研究＊

Lはじめに

大学教育において、社会人、職業人として

の情報リテラシーに焦点を合わせた教育は、

教育目標の一部として常に取り上げられては

いるが、実態としては、スキルや情報技術が

多く取りあげられており、問題発見や解決な

どの基本的な能力としての情報リテラシーの

教育についてはあまり取り組まれていない。

本研究は、企業現場で実際にどのような惰

報能力が必要とされているかを明らかにする

ことによって、大学における情報教育のあり

方を検討することを目的とした。以下の 3つ

のアプローチを用いた。 1)資料調査により、

企業等を中心として、社会人・職業人に対す

る能力観を把握する。 2)質問紙調査により、

情報能力に関する企業人の認識を明らかにす

るO 3)質問紙調査により、企業活動におけ

る情報能力のあり方に関する学生のイメージ

を明らかにする。

2企業等の能力観についての資料調査

近年、職業人の能力指標や情報リテラシー

などに関する、多くの提言や調査が行われて

きた。これらの提言や能力指標を収集し、能

力を働かせる場面・状況を基礎として「個人

基礎能力」、「職業人としての態度・個人的能

カ」、「協働に関わる態度・能力」の 3区分に

よって、企業人、あるいは職業人に関連する

能力項目を整理した。

さらに、情報リテラシー基準を用いて、情

報リテラ、ン一（以下、情報能力）に相当する

能力項目がどのように取り上げられているか

を検討した6 その結果、情報能力は他の諸能

力と区別して取りあげられているわけではな

く、また必ずしもバランスよく取りあげられ

ているわけではないことが明らかとなった。

3. 情報能力に関する質問紙調査の方法

情報能力に関する企業人の認識を明らかに

するために、大企業の人事部門担当者を対象

として、人事的な視点から企業活動における

情報能力に関する意見を収集した＾東証一部、

* "A Study on the Information Literacy 
for Business Activities" by Lei XU 

許箭（学籍番号 200821683) 

研究指導教員：石井啓豊

二部上楊企業を対象として、計 100社の人事

担当者の回答を得た。主な質問事項は以下の

4項目とした。

① （情報の必要性）企業がどのような情報を

必要としているか

② （職務成果関連性）業務で成果を上げるこ

とに関連する情報能力は何か

③ （新人の能力評価）大卒の新規採用者（総

合職）の情報能力に対する評価はどのような

ものか

④ （大学教育の必要性）情報能力をどの程度

教育することを大学に期待しているか

②～④で用いた情報能力として、これまで

の情報リテラシー研究や職業人能力観調査の

結果等を踏まえて、以下の 3タイプ9項目を

設定した。

A. 技術・スキル的な能力要素として、ソフ

ト・システムを使いこなす能力（ソフト利用）、

業務に必要な情報処理環境の構成能力（情報

環境）、信頼できる必要情報を探索、発見する

能力（情報探索）、 ITを用いて関係者に提供、

共有する能力（情報共有）

B. 人間関係、想像力や思考力などと関連す
る情報能力要素として、必要な情報をイメー

ジする能力（必要情報）、情報の分析・問題解

決能力（分析・問題解決）、人的ネットワーク

による情報収集能力 (network)
C. 情報獲得のための管理的能力として、情

報入手と利用の費用対効果を評価して行動す

る能力（費用対効果）、情報獲得や分祈活動で

チームを指揮する能力（チーム指揮）

また、学部レベルの学生が企業における情

報能力について持つイメージを、企業人に対

する調査と原則として同じ調査項目を用いて

調査した。筑波大学情報学群知識情報・図書

館学類の 2,3年生 164名を対象とした。

4. 企業が求めている情報能力と学生のイメー

ン

4. 1情報の必要性

企業でよく必要とされている情報には一般

的な情報源からの情報だけではなく、network
による情報も含まれている。また、専門的な

情報、分析などを要するような情報もやや必

要とされている。一方、信頼性が低い情報源
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からの情報や、コストがかかるような情報の

必要性は低いことが分った。

学生は、新聞等、取引相手等以外について

は、全体として実際以上に情報の必要性が高

いというイメージを持っていた。

4. 2業務成果に関連する情報能力

企業人では、 Bのタイプの能力が業務成果

に最も関連していた。 Aの技術的な要素とし

ては、システム利用だけが上位にあり、情報

探索、情報環境などの関連性は低かった。 C

の要素も相対的に低い位置にあった。

学生は、いずれの能力も同じように関連性が高

いというイメージを持っており、情報能力間の差

別化が十分ではなかった。しかし、相対的な順位

をみると、企業の認識とおおむね一致していると

いえる。

4. 3総合職新人の情報能力評価

企業では、総合職新人はソフト利用のような

技術的な能力がやや高いが、業務成果をあげる

のに最も必要とされたBの情報能力やCは不

十分なレベルと評価されていることが分った。

4. 4大学教育の必要性

大学教育への企業のニーズはいずれもあ

る程度、高いものであった。おおざっばな傾

向としては、情報探索の必要性がやや高めで

あり、 Cの管理的能力では必要性は低い傾向

にあった。それ以外のものはこの中間にある。

学生の大学教育へのニーズは、企業人と比

較して、特に networkに対するニーズにおい

て低い点が目立ったが、基礎的なレベルまで

のニーズとしてみると、いずれも比較的高い

必要性があるという結果であった。

5. 大学教育の必要性と取り組み

企業調査の②職務成果関連性、③新人の能

力評価、④大学教育の必要性の設問の結果を

用いて、大学教育においてどの情報能力を取

りあげる必要があるかを推定した。

これら3設問のクロス集計とそのコレスポ

ンデンス分析（図 1)の結果から、大学教育

の改善の方向についての主要な傾向は次の 5

点に整理できた。

(1) ソフト利用について、「新人の能カレベル

は十分であり、大学教育では現状の高次レベ

ルの教育を維持する」

(2)情報環境については、各項目で回答が分

かれており、「現状維持の教育でよい」

(3) 情報探索と情報共有は、「業務関連性が高

く、高いレベルまでの教育の改善が必要、な

いしは現状維持」

(4) Bの必要情報、 network、分析・問題解決

では、「業務関連性が高く、新人（卒業生）の

能カレベルは不十分で、大学教育では高次レ

ベルの教育に向けて改善する」

(5) Cの費用対効果、チーム指揮については、

「業務関連性が高く、新人（卒業生）の能力

レベルは不十分であるが、大学教育では現状

維持ないしは基礎レベルの教育に向けて改善

する」

「―
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図l. 教育目標としての情報能力の位置

6. まとめ
本研究の最も重要な成果は以下の点である。

すなわち、人間関係、想像力や思考力などと

関連する情報能力要素（必要な情報をイメー

ジする能力、情報の分析・問題解決能力、人

的 networkによる情報収集能力）が最も業務

成果に関連が高く、この点についての大卒新

人の能力評価は概して厳しく、大学教育にお

いて業務成果を上げるに足るレベルの能力養

成が期待されている。一方、スキル・技術的

側面では大学教育がある程度評価されている。

情報獲得過程の管理的能力では大学教育への

期待は低く、せいぜい基礎レベルの改善が期

待されている程度といえる。

文献

[l]木村栄宏，粕川正光：大学のキャリア教

育における情報リテラシー科目の役割，国際

情報研究（日本国際情報学会誌） • 2007, 第 4
号， p.25-36. 

[2]岩脇千裕：大学卒業者採用において重視

する行動特性（コンピテンシー）に関する調

査ー企業ヒアリング調査結果報告. JILPT調

査シリーズ 2009, No. 56. I39p. 
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公共図書館におけるレファレンスサービス担当組織と自治体職員の認知度＊

1 はじめに

1.1 研究の背景

1963年に『中小都市における公共図書館の運

営』（日本図書館協会）が発表され，日本の図書館

界に大きなインパクトを与える。この中では，「相談

奉仕（レファレンスサービス）」についても言及され

ているが，その扱いは消極的であった叫

また， 1970年に発表された『市民の図書館』（日

本図書館協会）では，図書館の基本的な機能を

“資料提供”とし，そのための方法として“貸出し”と

“レファレンス”があり，貸出しが十分に行なわれる

ことによって，レファレンスの要求が生まれ，拡大す

ると主張した[2]。

このため当時の公立図書館は，貸出しを伸ばす

ことを最優先課題とし，レファレンスサービスに対す

る取り組みが遅れる結果を招いた。

2006年3月に文部科学省から発表された『こ

れからの図書館像』 [3]では，今後の公立図書館

の在り方として，地域のさまざまな課題解決を

支援する相談・情報提供機能の強化がうたわれ，

具体的な取り組みとして， レファレンスサービ

ス（資料の利用相談）や調査研究の支援，時事

情報の提供等があげられている。特に住民の生

活，仕事，行政学校，産業など各分野の課題

解決を支援するためには，相談・情報提供の機

能の強化が必要であり，これからの因書館サー

ビスに求められる新しい視点として位置づけら

れている。この報告書では，公立図書館がレフ

アレンスサービスを積極的に展開することによ

って地域の課題解決に役立つ情報基盤施設にな

ると指摘している。

しかし，現在の日本では，レファレンス・サービ

* "Departlnent of reference service in public 
libraries and recognition level of the local 

government officers for reference service" 

by Seiichi SAITO 

齊藤誠一（学籍番号 200721530)

研究指導教員：薬袋秀樹

副研究指導教員：池内淳

スは市民に十分認知されていない。多くの市民が

公立図書館を利用するようになっているが，資料の

貸出が利用の中心で，レファレンスサービスの認知

度は低く，また，担当組織を設置している公立図書

館も少ない。

1.2 研究の目的

本研究の目的は，公立医書館におけるレファレ

ンスサービスを行う担当組織の意義を検証し，その

有効性と課題を分析することである。

1.3 本研究の構成

本研究は5章から成る。第 1章では，研究の

背景，研究の目的，研究の方法，先行研究を整

理した。第 2章では日本の公立図書館における

レファレンスサービスの歴史と現状を考察す

るとともに，戦後の公立図書館の運営に大きな

影響を与えた『中小都市における公共図書館の

運営』を中心にその前後に出版されたレファレ

ンスサービスに関する教科書や専門書等が，そ

の担当組織をどのように捉えているかを分析

し，組織として機能するための要件を抽出した。

第3章では，独立した担当組織でレファレンス

サービスを行っている立川市中央図書館調査

資料係を取り上げ，関係文献の調査とインタビ

ュー調査を行い，担当組織の存在意義と課題に

ついて整理した。第4章では，公立図書館にお

ける専門的職員の配置がなかなか進まない理

由として，自治体職員が図書館に対して持つイ

メージが大きく影響しているのではないか，ま

た組織的なレファレンスサービスを行った場

合その認知度は高まるのかという疑問にもと

づき，自治体職員の図書館に対する認知度につ

いて質問紙調査を行った。調査の対象は，立川

市，調布市， 日野市，多摩市及び西東京市の 5

市の職員とし，比較検討を行った。

第5章では，前章までの研究結果をまとめ，
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そこから推諭できることを考察した。

2. 研究の経過と結果

第一段階の文献調査では， レファレンスサー

ビスを行う担当組織の要件として次の点を抽

出した。①組織（係）として，事務分掌等がは

っきりしていること。②レファレンスサービス

を行う責任者が存在すること。③専任のレファ

レンスサービス担当者が配置されていること。

④運営方針やスタッフマニュアルがあること。

⑤職員の研修体制が確立していること。⑤他部

門との連携が可能であること。

レファレンスサービスを組織的に行うには，

最低限上記の要件を満たす必要があると考え

られる。

第二段階の聞き取り調査では，立川市中央図

書館の調査資料係の職員であるA職員（図書館勤

務年数29年）及びB職員(I図書館勤務年数 16年）

の2氏に対して，また中央図書館の準備担当であ

ったC職員（教育委員会事務局所属，図書館勤務

年数26年）にあらかじめ用意した質問をもとに半構

造化インタビュー[4]を行った。その結果，レファレ

ンスサービスの担当組緑の存在意義として，①

図書館員がレファレンスサービスに専念でき

る。②住民に対するレファレンスサービスのP

Rができる。③組織としての位置づけによる責

任あるサービス体制を確保できる。④行政への

政策立案支援サービスの窓口としての役割を

果たすことができる。⑤地域の課題解決を支援

する体制が明確になる。⑤レファレンス・ライ

ブラリアンを育成することができる。という点

が明らかになった。

立川市中央図書館の調査資料係は，第一段階

で行った組織の要件を満たしており， レファレ

ンスサービスを行う担当組織として，その意義

は高いという結果であった。しかし，実際に認

知度は高まっているのかという疑問が生じた。

この点を踏まえ，第三段階として「市職員を

対象とする図書館に関する意識調査」を行った。

これは，当該調査資料係が行政の政策立案支援

を積極的に行っているため， レファレンスサー

ビスの認知度が測定できると考えたためであ

る。

その結果，自治体職員が抱く図書館に対する

最も強いイメージは，「本の貸し出しを行う施

設」というものであった。

ただ，当該調査資料係では， 1997年から自治

体職員への政策立案支援を積極的行ってきて

いる。その結果としてレファレンスサービスや

司書の認知度は高い数値を示した。また，この

調査の中で， 日野市が図書館の分館として庁内

に設置している市政図書室の存在は， レファレ

ンスサービスに対する認知度を高めるという

結果を示した。庁内にある分館が， 自治体職員

の図書館に対する意識を変えることに役立つ

ことも確認できた。

3. 考察

『市民の図書館』(1970)では，レファレンスサー

ビスは，貸出を伸ばす中で必然的に生まれてくると

主張している。このため，長い間，貸出中心のサ

ービスが展開され，レファレンスサービスに対する

組織的な対応の遅れを招いた。しかし，今回の調

査で，組織としての要件を満たした担当組織がレフ

ァレンスサービスを行った場合，認知度が高まると

いう結果がでた。つまり，レファレンスサービスは，

必然的に生まれるものではなく，意識的な展開と貴

任のある体制のもとで実施することが必要であると

考えられる。したがって，地域の課題解決に役立

つ図書館を目指すには，担当組織を設置してレフ

ァレンスサービスを行うことが有効であると考えられ

る。

文献
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利用履歴の活用に対する図書館利用者の意識一新たな図書館サービスに向けて一・

1 はじめに

近年，個人の履歴を用いて利用者の属性や

嗜好を反映させる Webサービスが誕生し，インタ

ーネット利用者の間で使用されている。この流れ

を受け，図書館界でも利用履歴を活用したサー

ビスに関する議論や実装が行われ，一部では導

入事例も見られるようになった。しかし，個人情報

の取り扱いに慎重だった歴史的背景からあまり

普及していない。

図書館利用者はどう考えているのだろうか。現

在でも，図書館利用者から過去に自分が借りた

本についての問い合わせが頻繁に寄せられてい

るという。また，個々人に特化したサービスを図書

館でも利用したいと思う利用者が増加している可

能性も考えられる。しかし，これまで図書館の自

由に関する議論や利用履歴の活用に関する議

論は，図書館内部の論理や視点から行われ，当

事者のひとつである利用者の意向はほとんど考

慮されていない。利用履歴保存に対する図書館

利用者の意識調査も，履歴を活用した新たな図

書館サービスの提供という観点からは実施されて

いないのが現状である。

本研究は，図書館が利用履歴を保存・活用す

ることに対する利用者の意識を明らかにすること

を目的とした。

2 調査方法

2008年 12月に複数の市区立図書館（東日本

*"Library Users Attitude to the Use of Library 

Circulation Data: For Providing Library Users 

with New Personalized Services" by Takayuki 

SAURA 

佐浦敬之（学籍番号 200721531)

指導教員：緑川信之

の地方都市］，西日本の地方都市 I, 東京近郊

2)の来館者に対して， 2008年 8月に Yahoo!リサ

ーチ・モニターに登録している全国のインターネ

ット利用者に対して，それぞれ質問紙調査を実

施した。図書館来館者からは 299名（回収率

70.9%), インターネット利用者からは 400名（回

収率 100%)から回答を得た。

質問紙調査では，主に利用者が資料を借りた

際に生じる貸出記録の活用について質問したが，

検索記録，コメント，レビューなどのユーザが生成

するデータの活用についても質問した。質問紙

調査の回答結果を，過去に発生した利用履歴が

関わる事例，現時点で検討・提供されている利

用履歴を活用したサービス，プライバシーや個人

情報の保護に関する議論などと照らし合わせて，

新たな図書館サービスを行う上での課題を考察

した。

3. 調査結果と考察

3.1 利用履歴を活用した図書館サービスの利用

意向

自分の貸出記録の確認，自分の貸出記録を

元にしたレコメンデーション，検索キーワードのサ

ジェストなどの図書館サービスでは，各個人に特

化したWebサービスの利用経験を持つ固書館利

用者だけでなく，一般の図書館利用者や普段図

書館を利用しないインターネット利用者からも「使

いたい」という回答が多く挙げられた。その一方で

仮想本棚への登録・公開，レビュー執筆・公開な

どのような自分の記録を他人に公開する図書館

サービスでは，「使いたいと思わない」と回答した

者が過半数を超えた。調査対象によってサービ~

スの利用意向に違いが出たことから， Webサービ
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スや読書との親和性などが回答傾向に影響した

ものと考えられる。

3.2 利用履歴保存を容認する理由

サービス提供のために利用履歴を保存するこ

とに対して，調査対象にかかわらず「容認できる」

と回答した者は7割以上だった。特に，図書館の

和用頻度が高いインターネット利用者でその傾

向が強く表れた。容認する理由として，「挙げられ

ているサービスがあったら便利」「挙げられている

サービスに魅力がある」などが挙げられ，図書館

サービスが向上するならば，利用履歴が保存さ

れてもよいと考える者が多いことがわかった。また，

「貸出記録が流出しても気にならない」「貸出記

録は秘密にしておくほどのものとは思えない」など

も比較的多く挙げられ，従来の図書館利用者像

とは一致しない傾向もみられた。

3.3 利用履歴保存を容認しない理由

利用履歴の保存を「容認できない」と回答した

者は 3割以下だった。その理由として，「貸出記

録は重要なプライバシーであり他人には秘密に

しておきたい」「貸出記録が流出して悪用されな

いか不安」など，従来から想定されてきた図書館

利用者と一致する回答が多く挙げられた。また，

「挙げられているサービスに魅力がない」「図書館

サービスに関心がない」「図書館でやらなくてもい

い」など，サービスに対して否定的な見方を示す

回答も挙げられた。

3.4 図書館が利用履歴を収集・保存する際に求

められる条件

調査対象にかかわらず，履歴保存の可否にか

かわらず「履歴の保存やサービスを利用するかど

うか自分で選択できる」「法令で定められた場合

を除き利用履歴を本人に無断で第三者に公開

しない」などが多く選択された。利用履歴を保存・

活用する場合には，利用者の意思を明示的に確

認するオプトイン方式が望ましいと考えられる。ま

た，「履歴から個人が特定されない」「個人情報と

履歴が分けて保存・管理される」などの項目も多

く選択された。特に，インターネット利用者で履歴

保存を容認する回答者ほど，多く選択する傾向

が見られた。利用履歴と個人情報が安易に結び

つかないようにすることが求められていると考えら

れる。

4. おわりに

図書館が個々の判用者に特化した図書館サ

ービスを提供すること，そのために利用履歴を保

存・活用することに対しては，「利用履歴の保存

やサービスの利用について利用者の意思を明示

的に確認する」「個人情報と利用履歴が安易に

結びつかないようにする」などの条件付きで，多く

の図書館利用者に受け入れられるものと考えら

れる。従来の慣例や思考に囚われずに，インタ

ーネット上で利用履歴を用いたサービスが広く展

開されている現状と，図書館利用者もそのような

サービスを図書館に求めているという現実に即し

て，柔軟かつ的確な対応を検討することが，これ

からの図書館界には求められるだろう。
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インストラクショナルデザインに基づく研修教材の開発支援手法＊

教材のモジュール化による共有と再利用の促進

高橋雅裕（学籍番号： 20052 I 36 I) 
研究指導教員：杉本重雄

副研究指導教員：阪口 哲男

1はじめに の設定を行い、学習内容の決定を行っていく。到

筆者は、研修事業を専門とする企業に所属し、 I 達目標の設定後、学習内容を精雀する事で、学習

T関連の研修に関する内容企画・開発に従事して 内容を抜け漏れなく洗い出し、学習順序を決定す

きた。研修内容の企画・立案から研修の提供まで る事ができる利点がある。現在、多くの企業研修に

の連の流れは、インストラクショナルデザインに おいて、 ADDIEモデルが活用されている。

基づいて行われるのが一般的である[l]。現在、テ

キスト開発作業を効率よく行う事ができていない問

題がある。その理由は、既存のテキストの中から再

利用したい個所を探し出すのが難しい事、テキスト

のフォーマットや保存する際の粒度が作成者によ

って異なっているため、再利用する際に加工が必

要となる事である。本研究では、教材の共有及び

再利用支援の手法について考察し提案した。

2. インストラクショナルデザイン

インストラクショナルデザイン（以下：ID)は，研修

の効果・効率・魅力を高めるためのシステム的なア

プローチに関する方法論であり、教育活動に

「PDCA(計画ー実行ー検証ー行動）サイクル」を取り

入れたものといえる[2]。インストラクショナルデザイ

ンの代表的なモデルに ADDIEモデルがある。人

材開発向けに特化したモデルが ADDIEモデルで

ある。 ADDIEモデルとは、 Analysis(分析）、

Design(設計）、 Develop(開発）、 Implement(実施）、

Evaluate(評価）の頭文字をとったものである。

ADDIEモデルでは、受講者の分析や、到達目標

*"A Development Support of Instructional 
Materials based on Instructional Design -
Enhancing Sharing and Reuse of Instructional 

Materials" by Masahiro TAKAHASHI 

図1 ADDIEモデル

3.IDに基づいた教材開発における問題点

IDに基づいた教材開発を行う際、既存教材の共

有について問題点がある。既存教材の蓄積粒度は、

テキストの章単位や研修単位であり、ファイルの中

から再利用したい個所を見つけ出さなければなら

ない。そのため、再利用時に大きな作業時間がか

かってしまっている。 IDの開発工程に特化した形

式で、既存の研修教材を蓄積し、再利用していく

事が望ましいといえる。

4本研究に関連する取り組み

教材の共有と再利用を実現するための仕組みと

して、メタデータを用いた手法が提案されている[3]。

代表的な手法として、学習オブジェクトの共有と再

利用を促進することを目的とした LOM(Learning

Object Metadata)がある。その他に、 e—ラーニングに

おけるコンテンツの共通化のための標準規格
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SCORM (Sharable Content Object Reference としては、知識・技術単位で教材を蓄積し、学

Model)等がある。これらの標準化規格を利用した 習項目はそれらの集合体として表現する事で、

事例として OCW(OpenCorseWare)や MERLOT等 効果的に教材を蓄積する。

がある。

5教材開発への適用

先行事例では既存の学習オブジェクトの共有方

法として LOMを用いていた。 LOMを用いる事で、

メタデータを用いたキーワード検索や、カテゴリ検

索が可能となる。しかし、インストラクショナルデザイ

ンに基づいた教材開発過程での、既存教材の共

有を考慮した場合、学習目標について記述するエ

レメントが別途必要であるが、 LOMをベースとした

メタデータスキーマを用い、既存教材にメタデータ

を付与する事で解決可能である。インストラクショナ

ルデザインに基づき教材開発を行う際、インストラク

ショナルデザインの設計段階で作成される学習項

目やそれらを形成する前提知識・技術毎に教材を

作成する。そのため、既存の教材はそれらに沿っ

た粒度で蓄積されている事が必要である。

6教材の共有・再利用方法の提案

ィンストラクショナルデザインを用いた教材

の開発を行う際、教育モジュール毎に教材を作

成する。すなわち、教材は、 IDを用いて設計さ

れた研修にあてはめられる事を考慮すれば、予

め教育モジュール単位で蓄積されている事が望

ましいといえる。教材のモジュール化は、 IDの

設計段階で作成する到達目標、学習項目、前提

となる知識・技術を用いて行う。この時、習得

する知識・技術と対応する内容を持つ教材が1

つのモジュールとなる。また、学習項目は複数

のモジュールから構成される要素とする。概要

を図 2に示す。設計を行った後、既存教材の再

利用を考慮すると、知識・技術単位での再利用、

学習項目単位での再利用がある。この時、知識・

技術に該当する教材と学習項目に該当する教材

をそれぞれ蓄積するのは非効率的である。実態

00 

ピロ
ピ

7まとめ

コンシューマ向け製品で利用可能な直能を
十分に活用し、無緑LANを構染できる

/,,,,,,,,,,,,--

図2教材のモジュール化

本研究では、ネットワーク技術研修においては、

OSI基本参照モデルの概念を用いてモジュール化

が可能である事がわかった。しかし、他分野(Web

アプリケーション技術、サーバ技術、データベース

技術、ミドルウェア技術等）についての検証はでき

ていない。今後、これらの分野の教材がモジュール

化可能であるか検討する必要がある。特に、 Web

アプリケーション技術等に代表されるプログラミング

技術教育については、モジュール化の可否や、対

応すべき事項について検討する必要がある。
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[l) Gagne RM、Wager WW、GolasKC、インストラ

クショナルデザインの原理．京都，北大路書房，
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Webコンテンツを対象としたラッピング言語の設計と利用に関する研究＊

1. はじめに

近年， Webコンテンツを通じた情報発信が広く普

及したことに伴い，大量のWebコンテンツの管理や

再利用が重要な問題となっている．これまで， Web

コンテンツの効率的な再利用を実現するための方法

のひとつとして， ラッビング技術に関する様々な研

究が行われてきた．ラッビング技術とは，ある形式

のデータから他の形式のデータヘの変換処理を行う

ための技術であり，ラッビングを行うソフトウェア

はラッパーと呼ばれる．

ラッパーを構築するアプローチの一つに，ラッピ

ング言語を用いてラッパーを記述するというアプ

ローチ [l,2]がある．ラッピング言語とは，ラッ

パーの処理を具体的に記述したラッビング規則を記

述するための専用の言語である．

本研究では，既存のラッビング言語ではサポート

されていなかった (1)ラッピング規則の逆写像， (2)

抽象的なラッピング規則，という 2つの機能を実

現するラッピング言語iWrapletおよびWraplet/A

を提案する．これらの言語は，澤らの提案したラッ

ピング言語Wrapl叫l]をベースとして設計した．
また，本研究では，新たな機能を実現した 2つ

のラッピング言語について，機能を実現するための

構文および処理アルゴリズムの検討を行い，実際の

Webコンテンツを対象として評価を行った．

2. ラッピング規則の逆写像の実現

第一のラッビング言語は，ラッピング規則の逆写

像を実現したラッビング言語iWrapletである．

ラッパーによるデータ変換は，異なるデータ間の

写像としてモデル化できるが，既存のラッピング言

語では一方向の写像の実現だけに焦点が当てられて

おり，その逆写像については実現されていなかった．

iWrapletは， HTML形式のデータ hから XML

形式のデータ xへの写像を与えるラッピング規則

f :H→Xを記述すると，その逆写像f―i:X→ 
H(XML形式のデータから HTML形式のデータの

復元）を自動的に計算できるように設計を行った．

ラッビング言語の逆写像の応用としては， HTML

* "A Study on Design and Utilization of Wrap-
ping Languages for Web Contents" by Yuuta 
ISHII 

石井悠太（学籍番号 200921725)

研究指導教員：森嶋厚行

副研究指導教員：鈴木伸崇

逆写f象(XQuery) 戸

図 1 iWrapletを用いたラッビングおよび復元

(C)逆写(t

図 2 逆写像の生成

形式のデータだけからなる静的な Webサイトから，

バックエンドの DBから Webコンテンツの生成を

行う動的な Webサイトヘの再構築などがある．

図 1に， iWrapletを用いて記述したラッピング

規則 (iWraplet式）を用いたラッピングおよび逆写

像（本研究では XQueryを用いて逆写像を記述）に

よるデータの復元のイメージを示す．

逆写像はテンプレート部および問合せ部から構成

される．テンプレート部は元の HTML形式のデー

タから XML形式のデータの値として抽出した内容

を除いた， HTML形式のデータである．問合せ部

はラッビング結果の XML形式のデータを読み込ん

で，元の HTML形式のデータのタグを付与する．

逆写像を求める基本的なアイデアを図 2に示す．

逆写像の生成は， iWraplet式の入れ子構造の外側か

ら順に HTML形式のデータとのパターンマッチを

行い，マッチしたパターンに応じて問合せ部と置換

する事を再帰的に繰り返すことによって行われる．

iWrapletでは，逆写像の自動生成を実現するため

に， Wrapletに対して次の 2つの制限を課した. (1) 

XML形式のデータの要素の値は元の HTML形式

のデータのいずれかの要素の連続した部分文字列で

なくてはならない， (2)元の HTML形式データに

現れる同一の文字列がXMLデータに複数現れては
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図3 Wraplet/ Aを用いたラッピングの手順

ならない． これらの制限により，逆写像の自動計算

が可能になり， i'Nrapletの表現力の範囲内で，低コ

ストでの Webサイトの再構築などが可能となる．

評価本研究室に所属する学生 3名の Webページ

を対象として， iWrapletを用いた Webサイトの再

梢築にかかるコストを評価した．評価の結果， DB

に格納するデータの粒度に応じて 3行から 11行の

iWraplet式を記述することで ¥A/ebサイトの再構築

が可能であるという結果が得られた． したがって，

提案言語を用いればWebサイトの再構築コストを

大輻に削減できる可能性があると推測できる．

3. 抽象的なラッピング規則の実現

第二のラッピング言語は，抽象的なラッピング規

則を実現したラッピング言語Wraplet/Aである．

既存のラッピング言語では，完全に具体的なラッ

ピング規則しか書けないため，次のような問題が生

じていた．すなわち， (1)ユーザーは正規表現や対

象データの構造の把握などに関する完全な知識が必

要， (2)記述したラッピング規則が対象データの詳

細な構造（タグの入れ子構造や区切り文字等）に依

存しているため，記述したラッピング規則の再利用

が困難． という問題である．

Wraplet/Aは，具体的なラッピング規則だけで

なく，詳細な構造を省略した抽象的なラッピング

規則を記述することができるように設計を行っ

た.Wraplet/Aを用いて記述したラッピング規則

を Wraplet/A式と呼ぶ．また，具体的なラッピ

ング規則のみからなる ¥A/raplet/A式を具体的な

Wraplet/A式と呼び，具体的なラッピング規則と

抽象的なラッピング規則の混在した Wraplet/A式

を拍象的な Wraplet/A式と呼ぶ

Wraplet/ Aを用いることで，抽出対象のデータ

の出現回数，出現順序，区切り文字列の 3点に関

して省略した抽象的なラッピング規則が記述可能で

ある． これらのtlil象的な規則が記述できることによ

り，上記で挙げた，既存のラッピング言語の間題を

緩和する事が期待できる．

Wraplet/Aの処理系は具体的な規則と抽象的な

規則が混在したラッピング規則を処理しなければ

ならず，その実現方法は自明ではない．本研究では

GNFA(各状態遷移が任意の正規表現に対応する非

表 1 実験結果
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決定性有限オートマトン）[3]を用いた Wraplet/A

の処理系を提案した．

Wraplet/Aを用いたラッピングの手順（図 3)に

ついて説明する. (1)利用者が，ラッピング対象と

なる HTI¥!IL形式のデータ hに対する Wraplet/A.

式 eを記述し， eとhをシステムに入力する. (2) 

入力された eが抽象的であった場合，システムは利

用者にインタラクティブに問合せを行いながら，具

体化した Wraplet/A式 e'を作成する．ただし，最

初の入力 eが既に具体的であった場合は， e'=eと

なり何もしない． また， Wraplet/A式に含まれる抽

象的なラッピング規則が多いほど，インタラクショ

ンの回数やシステムの処理時間が増加する. (3)具

体化された Wraplet/A式 e'とHTML形式のデー

夕hがラッピングエンジンに渡され， ラッピング結

果 X を出力する．

評価実際のいくつかの種類の Webページを対象

として， ラッピング要求を仮定し，仮定した要求に

基づいて抽象的な Wraplet/A式を記述し，記述し

た式から具体的な Wraplet/A式に変換可能か評価

した．表 1に実験結果を示す．今回実験した多くの

Webページに関しては，仮定した要求に基づいた仙

象的な Wraplet/A式を具体的な式 Wraplet/A式

に変換可能なことが確認できた．

4. まとめ

本研究では，既存のラッピング言語ではサポート

されていなかった機能を実現した新たな 2つのラッ

ピング言語を提案した．具体的には， 2つのラッビ

ング言語について，機能を実現するための梱文およ

び処理アルゴリズムの検討を行い，実際の Webコ

ンテンツを対象として評価を行った．
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人と計算機が共に書き込める Wikiの実現に関する研究＊
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研究指導教員：森嶋厚行

副研究指導教員：阪口哲男

1. はじめに

計算機は，計算の高速性や正確性などにおいて人

を大きく越える能力を持ち，現代社会にとって不可

欠のものとなっている．その一方，計算機よりも人

の方が得意な知的処理も数多く存在する． したがっ

て，人・計算機のそれぞれ得意な処理を組み合わせ

ることで，より良い処理ができる可能性があると考

えられる・

本論文では，人と計算機の得意分野を共に生かし

た処理が可能であるツールとして，人と計算機が共

に薔き込める Wiki(以下 CyWikiと呼ぶ）の提案

を行う．図 1はCyWikiの概要図である.CyWiki 

は， Wikiページに計算機による処理を指示するた

めのコマンド入カフォーム（図 1の(a))を付加する

ことにより人が書き込むだけでなく，計算機が内

容を嘗き込める仕組みを付加した Wikiである．入

カフォームに人がコマンドを入力して実行すると，

計算機はコマンドを処理し，処理結果を Wikiペー

ジに書き込む．人は，その計算機によって書き込ま

れた処理結果を更新（修正・追加・削除）すること

が可能である．

CyWikiのコマンドは，入力として他のWikiベー

ジをとることにより，多段の処理が可能である．図

2は，コマンドの多段処理を行っている例である．

図2では，まず「search」というコマンドで， Wiki

ページ lにコマンド処理の結果を番き込む．そし

て， Wikiページ 1とWikiページ 2に善き込ま

れた内容を入力として，「merge」というコマンド

を利用し Wikiページ3に書き込むこのように，
f searchJの結果を利用して「merge」の処理を行う

というコマンドの多段処理が可能である．

本論文では.CyWikiを実現するために生じる問

題の中で，特に計算機による適切な更新を実現する

際の問題に取り組む．これは，計算機が Wikiペー

ジを更新する際に，コマンドの再実行だけでは，人

による更新を上書きしてしまうという問題である．

具体的には，この問題に対するアプローチとし

て， dataprovenance [1]を用いた手法を提案す

る.data provenanceとは，データの計算結果に対

• "A Study on a ¥1/iki System that Can Be 
Edited by People and Computers" by Hiroto 

ITO 

図 1 CyWiki vl概要
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図2 コマンドの多段処理の例

して，その結果をもたらした元となるデータの集ま

りである（以下， dataprovenanceをprovenance

と呼ぶ）．提案手法の手順は次の通りである. (1)計

算機による更新が行われたときに，その更新データ

のprovenanceを確認する.(2)以前に人によって

修正されたデータの provenanceと一致する場合に

はその修正をもう一度反映させる．

本提案手法は，先行研究である hlog[2]の手法を

拡張したものである．拡張を行う理由と拡張肉容は

次の通りである.(1) Wikiページはリレーンョンと

は異なるため，本手法ではWikiページを木構造（入

れ子リレーション）としてモデル化し，リレーンョン

にマッピングする（以下拡張 1と呼ぶ） • (2) Wiki 

ページの更新はリレーションの更新に比べて柔軟

性が高く provenanceの発見が困難であるため，本

手法では provenanceの部分一致の情報を用いて正

しい provenanceの発見を支援する（以下拡張 2と

呼ぶ）．

2 提案手法

図3は，提案手法の概要である．本論文では，次

(!)ような処理の手順でWikiページでの更新の問題

に対応する．

1. Wikiページをリレーションに変換（図 3(a)). 

2. 変換したリレーンョンに対して， provenance

を用いた手法を適用し，人による修正された

データを反映．（図 3(6)) 

3. リレーションを Wikiページに変換（図 3(c)) 
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図 5 部分一致を利用した provenanceの発見

図 4 ¥Vikiページとリレーションの相互変換

本提案手法では，図 3O) (a)(c)においい次に説

明する拡張 1を行い， (b)の provenanceを用しヽ た

手法を適用するときにおいて，次に説明する拡張 2

を行う

3 本提案でおこなった拡張

拡張 1Wikiページとリレーションの相互変換．ま

ず， ¥71/ikiページからリレーンョンに変換する場合

は， Wikiページを Treeとしてモテル化し，その

Ti・eeをUnnest演箇 [3]を利用してリレーションに

変換するまた，リレーンョンから Wikiページへ

変換する場合は， Nest演算 [3]を利用してリレー

ンョンを Treeに変換する

図 4は， ¥Vikiページとリレーンョンの相互変換

の例である．この例を利用して， Wikiページから

リレーンョンヘ変換する方法を説明する．図 4の

Wikiページ W は， itemizeに従った階層構造を

Treeにモデル化すると，図 4の Tになる．このと

き，図 4のTのノードには，兄弟の番号をふる．そ

して，図 4のTをUnnest演籐でリレーションヘ変

換すると，図 4O) Rになる（図 4の (a)). このと

き，ノードの兄弟に振られた番号と J ノードの値の

ペアを， Rの値とする．

拡張 2部分一致を利用した provenanceの発見

拡張 2では， provenanceを， タプルの部分一致を

利用して発見する．ここで， タプルの部分一致を次

0)ように定義する

定義 1: タプル rERがタプル tETと部分的に一

致するとは， rとtが次の条件を満たすときのこと

を指す

況Eschcm.a(R.)ヨ底schcma(T)(r[a]= t[b]) 
図 5は，タプル．℃ EXに部分一致するタプル

を，リレーション Aから発見する例である． タプル

al =(2010, DB, A先生） EAは， タプル :r:の値で

ある DBは含ま九ているが， B先生は含まれていな

し＼ため，部分一致しない．タプル a2=(2010, DB, 

B先生） EAは， タプル Xの値である DB,B先生
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図 6 実装した Cy¥Vikiのプロトタイプ

が共に含まれているため，部分一致する

4 プロトタイプの実装

提案手法を組み込んだ CyWikiのプロトタイプン

ステムの実装を行った．実装した CyWikiのプロト

タイプは， MediaWikiをベースに作成した．そし

て， ¥Vikiページに HTMLで実装したコマンドを入

カ可能なフォームと実行ボタン，更新ボタンを付与

し，計籐機の処理や更新を指示できるようにした

また，コマンドの処理系と提案手法の実装を Java

とMySQLで行った．図 6は，実装した Cy¥Viki

のプロトタイプのスナップンョットで灰る

5 まとめ

本論文では，人と計算機の得意分野を共に生かし

た処理が可能であるツールとして，人と計籐廣が共

に書き込める Wikiである CyWikiの提案を行っ

応そして， Cy¥Vikiを実現するために生じる問題

の中で，特に計算機による適切な更新を実現する際

の間姐に取り組んだ具体的には，この問題に対す

るアプローチとして， dataprovenanceを用いた

手法を提案した．この手法は，同様の間題を RDB

データを対象として取り組んだ hlogの手法を拡張

したものである．また，本論文では，提案手法を組

み込んだ CyWikio)プロトタイプシステムの設計と

実装を行った．

文献
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文献データベースを用いた薬理活性に関する知識発見

-Chemical Abstracts の索引語を対象として—*

小河邦雄（学籍番号 200921727)

研究指導教員：岩澤まり子

副研究指導教員：芳鐘冬樹

1 . 研究の背景と目的

新しい医薬品が完成するまでには 10年以上の期

間が必要であるため、最初の研究テーマの設定には

慎重な判断が必要とされる。そのため、調査会社が、

論文や特許から注目情報を収集し、独自に作成した

創槃データベースを使用し、調査をすることが多い。

しかし、これらの情報だけに依存することは、同じ

情報を見て研究方針を設定することになり、同一テ

ーマに集中するなどのリスクがある。

このような問題を避けるためには、自ら情報を収

集し、独自の視点に立って解析することが必要であ

る。従来は、疾病の原因である標的分子の情報抽出

と解析に関する研究には医学データベースの

MEDLIN£ が使用されてきた！）。本研究では化学文献

データベースの ChemicalAbstracts(以下 CAと略

す）が未知の標的分子をさぐる調査に適していると

いう仮説をたて、 CAの索引を対象として、標的分子

の薬理作用の情報を抽出し、解析する方法を提案す

る。そのため、

①創薬調査対象として CAの優位性の検証

②索引の特徴解析と抽出手法の検討

③辞書フィルタリングによる最新情報の提示

について検討する。

2基礎検討

2.1創薬調査対象として CAの優位性

創薬テーマで重要な情報は研究初期情報であるた

め、数種類の薬理活性について MEDLINEおよび CA

を検索して年代別の収録状況を比較した。その結果、

研究初期の年代では、 MEDLJNEの論文を CAはすべ

て収録していた。さらに各年代で 3-4割の CA独自

の論文が検索された（図 1)。以上の結果から、薬理

活性の研究初期の調査は CAが有用であると判断し

た。

2.2 CA索引からの薬理活性用語の抽出

CAの索引は、統制語と説明句から構成されている。

説明句は独自のアルゴリズムで倒置されている場

合もあるが、自然語に近く、表記のゆれが認められ

るものの、論文中の記載が比較的正しく反映されて

いると考えられる。そのため、この部分を解析対象

とすることにより、新しい薬理活性用語を抽出でき

Ph armacolog1cal knowledge discovery from 
literature database: using index terms of Chemical 
Abstracts" by Kunio OGAWA 

る可能性がある。これらの用語は機能語と呼ばれる

of、by、in、withなどで結び付けられて全体の意味

を構成しており、これらの表記の特徴を利用して、

薬理活性に関する記述を抽出するためのスクリプ

トの作成を行った。
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図 IHistamine H4薬理活性の年代毎の重複件数

3. 提案手法

全体の処理の流れを図 2に示す。CAを疾病名など
で検索して、タイトルと索引情報を出力する。索引

からの薬理活性情報の抽出は2ステップで行う。ス
テップ1は、薬理活性の作用形態を表す inhibitor

などを基点として正規表現で抽出する処理をする

ためであり、新規なキーワードヘの対応も期待でき

る。ステップ2は既存の薬理活性キーワードからな
るキーワード辞書によってマッチングし、該当する

薬理活性と薬剤数を付加して抽出することにより、

抽出後に薬理活性名での名寄せや新しい情報を区

別することができる。以下に処理を具体的に記す。

璽9吟
(l検索

．
 

'.3、:抽出（ステップ 1)

吟 ----
.-~ 渭ebインターフェース

呻 □疇

,-~, 索!ll分割

吟
匿囀＇開／，＇鳥層 l
匿—
匿帆，薗H

;4)フィルタリング（ステップ2)

守疇園一

図2処理の流れ
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3.1 薬理活性キーワードの抽出（ステップ1)

疾病の標的であるタンパクの阻害を表す

antagonist、inhibitorや促進を示す agonistをキ

ーとしてマッチングする。索引の説明句の部分で

"as 000 antagonist"などと記載されているが、
記載パターンが同じ薬理作用でも複数あるので、表

記の特徴を分類し、それぞれに対応したスクリプト

をperIで作成した。

3.2薬理活性辞書による抽出（ステップ 2)

既存薬理活性の辞書は、治験薬データベースなど

既存の辞書を参考に、約 2500種の薬理活性梢報に

関する全 6000件の同義語を含むものを作成した。
この辞書でステップ 1の結果を検索し、ヒットした

際は、薬理活性と該当する薬剤数を付加した。

3.3既知情報によるフィルタリング方法

ステップ 1の結果からステップ2の辞書によっ

てマッチングしたものを自動的に除去するフィル

タリングエンジンを perlで作成した。ア）レゴリズ

ムは、ステップ1の索引毎のマッチング結果に連番

を付与して Perlの連想配列に格納し、ステップ2

のフィルタリングでマッチングした索引を配列か

ら削除して、最後に全体を一つにした。結果はタブ

区切りのテキストファイルで得られ、そのまま

Excelの統計的解析、開発した Web解析システムを

用いた検索や絞り込みなどの分析、PubMedやGoogle

へのタイトル検索が可能となるようにした。
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図3Web解析システム画面

3.4 Web解析システム

本研究で作成した薬理活性リストには書誌情報

が無いため、論文タイトルによる PubMedとGoogle

の自動検索ボタンを持つ Webシステムを作成した。

このシステムで薬理活性リストを直接取り込み、ソ

ートや検索による絞込み、グラフ表示も行うことが

できるようにした（図 3)。

4. 評価

3種類の市販医薬品の薬理活性で検索した結果を

本手法で処理し、薬理活性情報を抽出して有用性を

検証した。ステップ 1の抽出を行った結果、抽出対

象から約 100%の論文が得られた。このため、ステ
ップ 1における薬理活性キーワードの抽出法は妥

当であると判断した。

また、抽出された情報をステップ2の辞書でマッ
チング処理を行った結果、 8割以上の論文で既存薬

理活性情報が認められた。新規薬理活性を得るため

に、既存の薬理活性情報をフィルタリングで除いた

結果は表記のゆれやノイズ語が含まれるので、スク

リプトで整形するクレンジング処理を行った。その

結果、薬理活性情報数は

Iudilast 2912 -> 38 (1.3%) 

Levetiracetam 3397→ 218(6.4%) 

Tetrabenazine 7209→ 50 (6.9%) 

と減少させることができ、本方法の有用、性を確認する

ことができた。

5. 結論

本研究では、 CAの非特許情報の索引を対象に新規

薬理活性情報を抽出し、注目する論文へ導く方法を

提案した。データセットに CAのタイトルと索引情

報のみを使用することで、大量の情報を処理するこ

とが可能になった。実際の書誌事項の確認は、タイ

トルから PubMedやGoogleを自動検索する機能を有

する Webインターフェースを作成したことで可能と

なり、現実的な調査解析システムとすることができ

た。本研究における索引からの情報抽出は、抽出対

象とする索引の構造を分析し、それらに対応した正

規表現を用いて抽出し、既知情報を付加して差別化

することに特徴があり、新規情報やトレンド情報の

解析など独自の薬理活性調査が可能である。これら

のスクリプトを実験によって検証し、自作したこと

により、主題に応じた柔軟な応用が可能となった。

また、その結果を Web解析システムで提供したこと

により、容易に解析が可能となった。

6. 考察

本研究の情報抽出手法では既存情報を収載する

辞書を充実するとともに、本手法を使用した事例学

習によるスクリプトヘのフィードバックを行い、情

報抽出のステップにおける漏れを少なくする必要

がある。また、抽出する知識についても、「薬理活

性」以外の薬剤の安全性などに対する本手法の適応

拡大について検討し、汎用性を高める必要がある。

参考文献

[ l]福田賢一郎，他．医学生物学文献からの専門用語

の抽出に向けて：タンパク質名の自動抽出情報処

理学会論文誌.1998, VO I. 39, no8, p. 242 l-2430. 
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日本目録規則の ApplicationProfile化とその問題点の分析

一目録規則の相互利用性の高度化を目指して＊．

1. はじめに

近年、 IT技術の発展により、人々が利用できる情

報量が飛躍的に増大している。これらを有効に活

用しようとするとき、情報に対してメタデータを付与

して整理する事が有用である。そのため、用途に

応じた様々なメタデータスキーマが定められている。

しかし、ある特定のメタデータスキーマに従って書

かれたメタデータは、異なるメタデータスキーマで

書かれたメタデータと相互利用することは難しい。

このようなメタデータの相互利用性の問題を解決

する方法として、近年、 ApplicationProfile[ 1]という

メタデータ作成の枠組みが提案されている。これ

は新しい用途のためにメタデータスキーマを作成

する際、既存のスキーマを再利用する事でメタ

データの相互利用性の向上をはかるものである。

しかしながら ApplicationProfileは提案されてから

日が浅く、実用例も少ない。そのため、さらなる検

証が求められている。

一方、図書館におけるメタデータスキーマである

日本目録規則（以下 NCRと略す）では従来からメ

タデータの相互利用性の問題に取り組んできた。

l図書館の資料は図書を含めた多様なものであり、

資料ごとに必要なメタデータは異なる。そこで、標

準的な規則（記述総則）を定め、それに基づきなが

ら特定の資料（図書など）の規則を作成するという

スタイルをとっている。これにより、目録の全体的な

調和をはかりながら、資料にあわせた記述も行える

ようにしている。

本研究では、 NCRとApplicationProfileの類似

点があることに着目した。そして、旧来からメタデー

* "Expressing the Nippon Cataloging Rules as 

Application Profiles and the lessons leaned -toward 

higher interoperability of Cataloging Rules" by Naoki 

KAWAMUKAI 

川向直樹（学籍番号 200921729)

研究指導教員：杉本重雄

副研究指導教員：永森光晴

表 1NCRとApplicationProfileの類似点

NCR Application Profile 

記述総則と他の資料 メタデータスキーマの

固有の規則の関係 再利用

記述対象 DSPにおける

記述エリア Description Template 

記述事項 DSPにおける

Statement Template 

水準（記述の精粗） DSPにおける

出現回数の制約

タの相互利用性を考慮している NCR を

Application Profileを用いてとらえ直すことで、

Application Profileの問題点を分析した。

2.NCRのApplicationProfile化

2.1 NCRとApplicationProfileの類似点

本研究では、まず、 NCRにおける「記述総則に

基づいた特定の資料の規則」の関係が、

Application Profileにおける「メタデータスキーマの

再利用」の関係と類似している点に着目した。

また、両者のメタデータの構造にも類似点がある

と考えた。 ApplicationProfileではメタデータの構

造的制約を DescriptionSet Profile (DSP)という

データモデルで表現する。これは、記述対象（本な

ど）を表す DescriptionTemplateとその属性（タイト

ル、著者など）などを表す StatementTemplateから

なるものである。一方、 NCRの記述総則では、「本

タイトル」などの記述事項が 29個あり、それらが 8

つのグループ（記述エリア）に分けられている。本

研究では、記述エリアと DescriptionTemplate、記

述事項と StatementTemplateがそれぞれ対応する

と考えた。
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また、 NCRでは各記述事項の記述の精粗を図

書館の規模や方針に応じて 3つの水準から選訳

可能となっている。これは、 DSP における

Description Templateや StatementTemplateの出

現回数の制約であると考えた。

これらの類似点をまとめたものが表 lである。

2.2 NCRのApplicationProfile化

本研究で指摘したNCRとApplicationProfileの

類似点に基づき、 NCRのApplicationProfile化を

3つのステップで行った。この結果として作成され

たApplicationProfileは固lの通りである。

図 1NCRのApplicationProfile化

(1)記述総則のメタデータスキーマを RDF/OWL

を用いて記述： まず、記述対象を owl:Classとし

て定義した。また、記述事項は文字列のみをもっ

ものとして単純化し、 ow1 :DatatypePropertyとして定

義した。記述エリアは、それ自身を表現する

owl:Classと、記述対象と記述エリアを結び付ける

ow 1: Obj ectPropertyの2種類で表現した。このよう

に定義することで、後述のように NCRの構造を反

映した DSPの作成が容易となった。

(2)各資料に必要な語彙を追加したメタデータ

スキーマを別途作成：資料ごとのメタデータ語彙

では、記述総則のメタデータ語彙を原則的に再利

用した。資料ごとの記述対象は記述総則の記述対

象のサブクラスとして定義した。また、記述総則で

は定義されていない、資料固有の記述事項を別途

定義した。

(3)各資料種別と記述総則のメタデータスキー

マを組み合わせて DSPを作成： 各資料の記述

規則につき、水準ごとに DSPを作成した。記述対

象と記述エリアを DescriptionTemplateととらえ、

個々の記述事項を StatementTemplateとすること

にした。これにより、 NCRの構造を大きく変更する

事なく ApplicationProfileに変換することができ

た。

3 考察

NCRは記述の精粗を表す水準などの選択肢を

提供しており、柔軟性のあるメタデータスキーマと

して設計されている。しかし、 DSPでは柔軟性を表

現する方法がない。そのため、今回は水準ごとに

DSPを作成する必要があった。また、図書などの

記述規則は、記述総則に基づく箇所が多いのだ

が、 DSPではDSP自身の再利用を表現できないた

め、個別に DSPを作成する必要がある。そのため、

DSPの類似箇所が意図的なものなのか、偶然なも

のなのかを把握しにくくなっている。

これらの問題点を解決するため、本研究では

DSPにモジュールの概念を導入し、 DSPの部分的

再利用などを記述する方法を提案した。

4 おわりに

本研究では、 ApplicationProfileとNCRの類似

点を指摘し、 NCRの ApplicationProfile化を行っ

た。これにより、 DSPがDSP自身を再利用できない

という間題点を明らかにし、その解決策を提案し

た。

また、現在、国際標準書誌記述(ISBD)や書誌レ

コードの機能要件(FRBR)などの RDF化も進めら

れており[2]、今後はこれらの語彙との関連も考慮

する必要があると考えられる。

文献

[l] M. Nilsson, T. Baker, and P. Johnston. The 

Singapore Framework for Dublin Core 

Application Profiles. DCMI Recommended 

Resource, 2008. http://dublincore.org/ 

documents/singapore-framework/. 

[2] G. Dunsire, M. Willer. Initiatives to make 

standard library metadata models and structures 

available to the Semantic Web. In IFLA2010, 

Gothenburg, Sweden, 2010. 
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多人数の食事状況を認識する会食コミュニケーション支援システム＊

1. はじめに

食事とは人が生きていく上で、必要不可欠な行

為である。食事は、栄養摂取だけでなく、親交を深

める社会的交流の場としての役割も呆たしている。

社会的交流の場としては、飲み会やコンパ等があ

る。これは、会社や学校など組織内での人間関係

を円滑に構築する役割や新しい出会いを提供する

役割を果たしている。この時の間題点は、参加者

同士が親密でない場合、話題の欠如等により円滑

なコミュニケーションが困難になる可能性があると

いうことである[1]。

本研究では、この問題点に注目し、多人数の会

食場面に対し、コミュニケーションを支援する事を

目的とした。会食場面のコミュニケーション状況を

認識し、それに応じた支援を行うシステムを設計、

開発する。具体的なコミュニケーション状況とは、

会話に参加しているかどうかを認識し、会話に参加

していない人を検出する。会話に参加していない

人を検出した時に、プロジェクタにより話題を提供

する事で、コミュニケーション支援を実現する。

2. 会話に参加していない人の特徴の調査

提案システムでは、会食時の会話状況を認識し、

その中で会話に参加していない人を認識する。そ

の為には、会話に参加していない人の状況を知る

必要がある。そこで、会食場面をビデオ観察し、会

話に参加していない人の状況を調べた。

2.1 対象データ

会話に参加していない人が存在するように、 4人

以上の多人数の食事場面を設定した。また、歓迎

会の場面とし、参加者同士があまり親密でない

* A table talk support system that recognizes 

realtime diners'behavior by Yuriko KOURAI 

高麗友理子（学籍番号 200921731)

研究指導教員：井上智雄

場面とした。対象データは、 2時間の会食場面を記

録したビデオデータのうち、 8人が矩形のテープル

を囲み着席し、自己紹介やゲームと言った部分を

除いた約 50分間とした。

2.2会話参加不参加の判断

会話に参加していない人と参加している人をビデ

オ観察により判断した。その方法は、独立した 4人

の観察者がビデオを観察し、各食事参加者が会話

に加わっているか、いないかを直感的に判断した。

そして、会話に参加していない人の特徴を知る為

に、会話に参加していないと判断された人を取り出

した。比較の為に、参加していると判断された人に

ついても取り出した。

2.3データを取り出す

ビデオ観察して、 4人の観察者が判断した結果

から観察者 4人のうち 2人以上の判断が一致して

いる部分を会話に参加していない部分として、取り

出す。 4人それぞれの判断一致率の平均は 53.3%

であった。この様に判断されたデータはのべ 24人、

合計 1316.9秒である。比較の為に、参加している

人についても同様に取り出した。

2.4発話に関する分析

2.3で取り出した 1316.9秒に対して、食事者毎に

発話の開始時間と発話の終了時間をラベリングし

た。

その結果、会話に参加していないと判断された

食事者は、発話を行っていなかった。会話に参加

していると判断された食事者の発話時間は、平均 l

分あたり約 5.4秒、発話回数は平均 l分あたり約

2.5回であった。

会話に参加していない食事者に、発話が見られ

ない事から、発話がない時は会話に参加していな

い可能性があると考えた。

2.5頭の向きに関する分析

発話同様、 1316.9秒に対して、食事者毎に発話

者の方を向き始めた時間と発話者の方を向かなく

なった時間をラベリングした。
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その結果、会話に参加していない食事者が発話

者の方に頭を向けた時間の平均は 1分あたり約

5.7秒であった。会話に参加している食事者が発話

者の方に頭を向けた時間は平均 1分あたり約 26.7

秒であった。

会話に参加していない食事者と会話に参加して

いる食事者が発話者の方に頭を向ける時間に差

があるかを、 F 検定（片側検定）により調べた。

F(23,23)=8.8、p<0.01となり、 2つの分散には有意

差がある事が認められた。この事から、会話に参加

していない人は発話者の方に頭を向けない事がわ

かった。

2.6食事行動に関する分析

発話、頭の向き同様、 1316.9秒に対して、食事者

毎に食べ物または飲み物を口に入れた時間をラベ

リングした。

その結果、会話に参加していない食事者は平均

1分あたり約 2.4回、食事行動を行った。会話に参

認識する。頭の向きはマーカ付の帽子により認識

し、食事者の行動は頭上のカメラにより認識する。

食事行動の認識部分は、先行研究の FDT[2]を参

考にしている。ここでは、 4人の食事場面を想定し

ている。

食事フラグ、発話フラグ、郎の向さフラグ

図 lシステム構成

加している食事者は平均 1分あたり約0.8回、食事 4. まとめ

行動を行った。

会話に参加していない食事者と会話に参加して

いる食事者の食事行動の回数に差があるかを、 F

検定（片側検定）により調べた。 F(23,23)=4.78、

p<0.01となり、 2つの分散には有意差があると認め

られた。この事から、会話に参加していない人が食

事行動を多く行う事がわかった。

2.7まとめ

分析結果から、会話に参加していない人の特徴

が3つわかった。

I)発話は行わない

2)発話者の方に頭を向けない

3)食事行動を多く行う

これらを認識できるよう、システムを設計した。

3. 提案システム

2章の分析結果を受け、会話に参加していない

人を判断する為の 3要素を認識できるよう会食に

おける支援システムを図 lの様に設計した。テーブ

ルがあり、参加者の状況を認識し、それに応じ、プ

ロジェクタから話題を表示する。参加者の状況は、

食事者毎にクライアント PCl台、 USBカメラ l台、

ピンマイク 1台を用意する。発話はヒ゜ンマイクから

本研究では、まず会話に参加していない人を認

識する為に、多人数の会食場面を観察し、会話に

参加していない人の 3つの特徴を得た。その結果

に基づき、会食参加者の会話への参加状況を自

動認識する。会話への参加が滞っている参加者を

検出した場合には、参加を自然に促すよう、会話

のきっかけとなるような話題をテープル上に表示す

るシステムを設計・開発した。本研究では、提案シ

ステムにより、食事状況を認識し、コミュニケーショ

ンを支援する事が目的である。実際に、提案システ

ムにより、コミュニケーションを支援する事が出来た

かを評価する事が今後の課題である。

参考文献

[1]畑中美穂， “発言抑制行動に至る意思決定

過程：発言抑制行動決定時の意識内容に基づく"'

社会心理学研究， Vol.21,No.3, pp.187-200, 

2006. 

[2]大塚雄一郎，高麗友理子，井上智雄，会食状

況認識によるテーブル型リアルタイム料理推薦

システムの開発，情報処理学会研究報告，
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モバイル科学ミュージアムガイドの電子ワークシートと地図提示に関するユーザスタディ＊

］．はじめに

近年，創造性教育や理科離れ対策の拠点として

科学ミュージアムに対する社会的ニーズが高まっ

ている．我々は，科学ミュージアムの実展示をより

魅力的にすることを目的として研究を行っている．

本論文では，実展示体験を促すことで実展示が本

来有している魅力への気付きを支援することにより

本目的に寄与することを目指しているさらに，実

展示を中心とした科学ミュージアムによる学習効果

を高めたいと考えている．産業技術総合研究所を

中心とするグループでは，この目的に向けて，科学

ミュージアムガイドシステムの開発と評価を通して，

屋内環境におけるユーザの状況に応じた情報提

示サービスについて， 2007年から2010年の4年間

研究を進めてきた[1][2][3][4].

本論文では，科学技術館の展示を魅力的にす

るという目的として開発された，従来の紙媒体での

ワークシートに相当する電子ワークシートの作成・

公開•閲覧機能や屋内ナビ機能を有する， iPhone

と歩行者デッドレコニングシステムを利用したモバ

イル科学ミュージアムガイドシステムの評価を行っ

た

七田洸ー（学籍番号 200921736)

研究指導教員：西岡貞一

2.1システム概要

本実験の被験者は，図！で示すセンサモジュー

ルとバッテリーをベルトなどを用いて腰部に装着し，

iPhoneを把持するか首にかけた状態で実験に参

加する．

本システムは，利用者の動作をセンサモジュー

ル内のセンサ類を用いて計測することで，屋外だ

けでなく屋内においても詳細な位置や方位を測位

し，その測位結果から推薦ルートや位置，向きに応

じたコンテンツ提示を実現している．

図 1センサモジュール（右）と iPhone(中央）

2.2電子ワークシート

本実験では展示を魅力的にするコンテンツとし

て、電子ワークシートを提案したこれは，科学技

術館の説明員が作成していたワークシートを携帯

端末上で再現したものである内容は，その展示

が“どのようなものであるか”を考えさせるものになっ

2. モバイル科学ミュージアムガイド ている．つまり，電子ワークシートを見ただけではそ

この章では、実験に利用したシステムの概 の展示が何を示しているかわからず，実際に実展

要とその機能の一つを述べる． 示を見ることで意味がでてくるという内容になって

* "User Study on E-Workseets and Map 

Presentation for Mobile Science-Museum 

Guide" by Kouichi SHICHIDA 

いる．

また，この電子ワークシートは本ガイドシステム上

で作成することができる．この作成機能の目的は大

きく二つあり，一つは，電子ワークシート数を増加さ
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せること，もう一つはシステム利用者の学習・コミュ

ニケーションの促進にある．

3 実験概要

本実験は，参加体験型展示が多いという特徴を

持つ科学技術館(5階建て，各階 2500,,..__,2700面）

において行った．期間は 2010年 2月 22日から 3

月 7日までの計 14日間に渡って実施した．

本実験の被験者は 3階に設置された受付で実験

を開始し，その後ガイドシステムを利用して館内を

自由に回り，一時間以内に再び受付まで戻ってく

る．そして，体験終了後にアンケートに回答し，最

後に，体験履歴印刷システムで作成したワークシ

ートを配布した．

4 結果と考察

本研究では，科学ミュージアムの実展示をより魅

力的にすることを目的として開発された，従来の紙

媒体でのワークシートに相当する電子ワークシート

の作成・公開•閲覧機能や屋内ナビ機能を有する

モバイルガイドシステムの評価を行った．評価は実

際の科学ミュージアム（科学技術館、北の丸公園）

で行い，説明員や来館者にシステムを試用いただ

しヽた．

その結果，電子ワークシートによるミュージアム

内の展示の体験を促す効果や，・電子ワークシート

の作成・公開機能などの有効性を確認した．作成

に関しては，電子ワークシートとはどんなものである

か・どう作成すればいいかといった説明や作成環

境の整備を行うことにより，来館者に対してより作成

が可能性を示していると確認できた．

屋内ナビゲーションに関しては，関連電子ワーク

シート機能など目的地の設定やナビゲーション機

能は好評を確認した．しかし，ナビゲーションの案

内の提示方法や操作方法に課題があることも確認

できた．

ハンドヘルド端末に関しては，端末自体の大き

さ・重量はガイドシステムとして適当であるという結

果を得たしかし，体全体を通して体験する展示の

場合においてはハンドヘルド端末が邪魔になるこ

ともあり，今後は安全性の検討を含めた研究をさら

に重ねる必要がある．
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楽曲構造解析による変奏曲の分析＊

MIDI楽曲からのストリーム分離および変奏からの主題の抽出

1 はじめに

変奏曲とは、「主題」と複数曲の「変奏」か

らなる一連の楽曲形式である。変奏は主題に

対して様々なタイプの改変を施して作曲され

る。改変の技法としては、主題への装飾音の

付与やリズム・テンポの変更といった単純なも

のから、対旋律の追加や調の変更などの高度

なものまで様々である。しかしどの変奏も、そ

の元となる主題に対する改変であるため、変

奏と主題の間には、楽曲構造的な類似性が存

在することは明らかである。そこで本研究で

は、変奏からその元となった主題を認識する

システムの構築を目指し、主題と変奏間の関

係を解明することを目的とする。

本研究では、同一楽曲内における音列パター

ン分析と、主題・変奏間の類似性の分析の 2

つの楽曲構造解析を行った。またその前処理

として、同一トラックに全ての音が格納され

ている楽曲をパートごとに分離するストリー

ム分離のアルゴリズムを考案した。

2 ストリーム分離 [1]

全ての音が同一のトラックに記録されてい

るMIDIデータを、音高および音長の情報を

用いて高音域および低音域の 2つのストリー

ムに分類するためのアルゴリズムを考案した。

これにより、高音域に含まれる旋律と、低音

域に含まれる伴奏のそれぞれについて分析を

行うことができる。

2.1 分離のアルゴリズム

MIDIデータを読み込み、音長に基くデー

タ構造「直列・並列形式」 [2]に変換する。変

換した楽曲データを先頭から順に、高音域・

低音域ストリームと比較し、音高の近いスト

リームに音を追加していく。その際、同一の

• "Analysis of Variations Based on Music Struc-
ture - Stream Separation of MIDI Data and Extrac-
tion of Theme from Variation" by Yuri SHIM OZAKI 

下寄ゆり（学籍番号： 200921737) 

研究指導教員：平賀譲

直列形式に含まれる音は音高に関わらず同じ

ストリームに格納し、並列形式に含まれる音

は一音ずつ各ストリームと比較し、近いスト

リームに追加していく。

2.2 結果

モーツァルトによるきらきら星変奏曲、ア

レグレットの 6つの変奏曲、サリエリの 6つ

の変奏曲の 3つの変奏曲の、主題と変奏を合

わせた計27曲についてストリーム分離を行っ

た。高音域・低音域それぞれについて、分離し

た結果を各楽曲の正解データと比較し、精度

と再現率の調和平均による F値で評価した。

きらきら星変奏曲の結果（抜粋）を表 1に示

す。使用した 27曲について F値が0.8以上、

特に24曲について、 F値が0.9以上となった。

3 音列パターン分析

楽曲を構成する音列パターンを、小節単位

で調べ、分類する。ここでは半音階・全音階・

音高上下の3つの音高表現を用い、小節単位で

楽曲を構成する音型パターンを分類した。異

なる音高表現を用いることによって、抽象度

の異なるレベルでの分析が可能となる。

3.1 音高表現

半音階とは、ビアノ鍵盤の白鍵・黒鍵を合

わせた 1オクターブ12半音すべてを用いた音

階である。全音階は長調・短調の音階音から

なり、ハ長調ならば鍵盤上の白鍵のみからな

る音階である。本分析では、半音階の音高表

現にMIDIノート番号、全音階の音高表現に、

MIDIノート番号を変換して生成される音階

番号を用いた。音高上下の音高表現には、連

続した 2音の音程を調べ、 1音目よりも 2音

目が高音であれば U、低音であればD、同音

であれば Rという 3種類の記号を用いた。

3.2 結果

半音階・全音階・音高上下のそれぞれのレ

ベルにおける音型パターンの分類結果（抜粋）
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を、表 2.1-3に示す。半音階および全音階の

音型パターンを比べると、半音階レベルで別

のパターンとして分類された a,bが、全音階

レベルではa+bというように同じパターンと

して分類される。全音階レベルと音高上下レ

ベルを比較した場合も、前者ではa+bおよび

cという異なる分類だったものが、後者では

a+b+cと、同じひとつの分類となっている。

このように、半音階、全音階、音高上下の

順に表現の抽象度が高くなっており、同一の

音型パターンに分類される小節はそれに応じ

て増減する。楽曲構造を大まかに捉えたい場

合は抽象度の高い音高上下レベル、楽曲構造

をより詳細に掴みたい場合は抽象度の低い全

音階や半音階のレベル、というように、目的

とする分析によって音高表現レベルを使い分

けることができる。

4 主題ー変奏間の類似性の分析

主題と変奏間で、対応する小節の音列同士

についてDPマッチングで類似度を算出し、実

際に主題と各変奏を聴取した場合の類似性と

比較した。

4.1 類似度の算出

楽曲にはトリルなどの短い装飾音が含まれ

ており、比較する音列同士で音の個数が大き

く異なる場合があるため、全ての音を 32分音

符単位に分割した。 DPマッチングの際に設定

するコストとして、置換コストを 1.0、欠落コ

ストを 1.5と設定した。

4.2 結果

本手法による主題との類似性は、変奏によっ

て大きく異なることが示された。各変奏の類

似度と、実際に主題と変奏を聞き比べて感じ

られる両者の類似性を比較すると、数曲の変

奏については、聴取した場合に類似性が強く

感じられるにも関わらず、算出された類似度

は低いという結果が出た。本分析に関しては、

変奏から主題的な楽曲要素を抽出して両者を

比較するための手法を今後考える必要がある。

5 まとめと今後の課題

主題・変奏間の類似性を分析するために 2

つの楽曲構造解析を行い、また前処理として

ストリーム分離のアルゴリズムを考案した。

今後、本研究で行った 2つの構造解析を基

に、より詳細な分析を行っていく必要がある。

課題として、変奏内の分析で分類された装飾

パターンから装飾部分を取り除く手法の開発

と、それにより得られた主題的な楽曲要素と

主題との類似性を調べるための比較基準を設

定するなどの分析を行っていく。
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表 1 きらきら星変奏曲の

ストリーム分離結果のF値
高音域 低音域

ストリーム ストリーム

第 1変奏 1.000 1.000 

第2変奏 1.000 1.000 

第3変奏 0.986 0.976 

第 10変奏 0.931 0.800 

第 11変奏 0.985 0.978 

第 12変奏 0.987 0.988 

表 2.1 半音階レベルでの音型パターン

音型パターン 小節番号

a -2 -1 1 9 -4 -3 -2 21 37 

b -2 -1 -1 9 -3 -4 -2 22 38 

C -1 -1 1 8 -5 -2 -1 23 39 

a□□戸 8
表2.3 音高上下レベルでの音型パターン

＇ 音型パターン I 小節番号
a+b+c DDUUDDD 21 22 23 37 38 39 
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P2PVoDにおける集中管理方式改良の提案と評価＊

1 . はじめに

近年，一般家庭へのブロードバンド回線の普及

が進み，映像配信のインフラ環境が整ったといえる．

その中でも，任意のタイミングで映像を視聴できる

VoD (Video on Demand)の需要が非常に大きい

VoD配信は， CDN(Content Delivery Network)[!] 

を用いるのが主流である.CDNは，ネットワークに

多数のミラーサーバを配置する必要があり，大きな

設備コストがかかるこの問題を解決すべく，映像

配信にも P2P(Peer to Peer)[2]を利用する動きがあ

る.P2PによるVoD実現方法としては， P2Pライブス

トリーミング型や BitTorrent(3]型がある前者では，

サーバからトリー状にヒ°アを接続し，映像をバケツリ

レー式に下流ヒ°アに渡す．この方式は，最下辺に

あるヒ°アが配信に貢献せず，また，ヒ°アが離脱する

とトリーの再構築が必要である．後者は，ファイルを

ピースと呼ばれる断片に分割，ピア間でヒ゜ースを交

換することで効率的に映像を共有できるが，映像

再生点を意識し，なおかつ効率のよいピース交換

が必要で，これが最大の課題となっている後者を

用いた商用システムに PPLiveVoD[4]があるが，サ

ーバや特定ヒ°アに負担が集中し，ヒ°アの回線も有

効活用できていない．そこで，本研究では，負担バ

ランスを改善し VoD配信効率を高めるため，ネット

ワーク全体を管理するトラッカーが各ピアの情報を

元に連携すべきピアを判断，各ヒ°アに提示する方

式を提案するこれを BitTorrentSimulator[5]に実

装して評価を行い， BitTorrent型の欠点であるサー

バや特定ヒ゜アヘの負荷集中を軽減し，配信効率を

高められることを示す．

2. 提案方式

BitTorrentではトラッカーが各ヒ°アに周期的にヒ°

アリストを送信するが，掲載されるヒ゜アはランダムに

* "A Study on Enhanced Central Tracking Method 

in P2P VoD" by Kei SUZUKI 

鈴木慧（学籍番号 200921738)

研究指導教員：川原崎雅敏

決定され，トラッカーを有効活用できていない．ま

た，各ヒ゜アは上限一杯に接続があれば，ヒ°アリスト

は無視しているこのため，最適ヒ°アリストを配信し

ても正しく使用されない．これを改善するため，トラ

ッカーに情報を集約，この情報に基づきヒ°アリスト

を作成・配信し，各ヒ°アには，その適用を強制する

以下に考案した 3つピアリスト生成方式を示す．

2.1 Method 1 保持ピース考慮方式

Method 1では，参加ヒ゜アがヒ°ースの保持状況を報

告，トラッカーがネットワーク全体のピースマップを

把握，最適なヒ°アを選定する保持しているヒ゜アの

数が少ないヒ°ースを減らし，これを持つヒ゜アヘの負

担集中を回避する．

2.2 Method 2 回線速度考慮方式

Method 2では，リクエスト頻度が高い時に，高速

ピアが接続されやすくすることで，高速ヒ゜ア同士の

負担均等化を目指す．ヒ°ア p;がリストに載る確率

P(p;)は，式(I),(2)によって計算する.Nはピア数， t

はピアリスト生成時刻である.Up; は，各ピ アがトラッ

カーに申告する回線種別により，高速ヒ゜アは 3,中

速ピアは2,低速ピアは 1のように設定する．

P(p;) = 
S(pa 

別~1S(pj) 
(1) 

S(p;) =UP,+ 1/il(t) (2) 

2.3 Method 3 参加時刻考慮方式

Method 3では，トラッカーはヒ°アリスト生成の際，

直前・直後に参加したヒ゜アのみ載せる．但し，初回

のピアリストには，当該ヒ°アより後に参加したピ アが

いないため，直前に参加したヒ°アのみを載せる．

3. 評価指標

提案方式の目標は， (A)ダウンロードが再生に間

に合う， (B)サーバの負担をできる限り軽減する，

(C)各ヒ°アの上り回線を有効に利用し，アップロー

ド負担を公平にする，の 3点であるこれらの評価

指標として，再生成功率，サーバアップロード量，

そしてピア負担率の分散を用いた
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4. シミュレーション条件

新規ヒ°アが 30分間ポアソン分布に従い参加す

る．ファイル，回線の設定は表 1の条件による．

表 1共通シミュレーション条件

ファイル設定 173MB, l.lMbps 

回線
ADSL, 低速 下り 8Mbps,上り 0.5Mbps32% 

CATV, 中速 下り 30Mbps,上り 3Mbps 13% 
速度
FTTH, 高速 下り 50Mbps,上り 25Mbps55% 

サーバ回線速度 上り 25Mbps

再生前待ち時間 15sec 

シミュレーション結果

4.1 再生前待ち時間と再生成功率の関係

図lは，毎分平均60ヒ°アが参加した時の再生前

待ち時間（横軸）と再生成功率（縦軸）のグラフであ

る.Method 1の低さが目立つが，これは低速ヒ゜アと

の連携が盛んに行われるためである.Method 1以

外は PPLiveとほぼ同等の結果である

5. 
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図 1再生成功率と再生前待ち時間の関係
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4.2 サーバアップロード量

図2はリクエスト頻度（横軸）に対するサーバアッ

プロード量（縦軸）の変化を表したグラフである．

PPLiveではサーバがアップロードし続けるのに対

し，提案方式では大幅に軽減されることが分かる．

4.3 ピア負担率の分散

図3はリクエスト頻度（横軸）に対するピア負担率

の分散（縦軸）を表したグラフである.PPLiveではリ

クエスト頻度が上がるほど分散も大きくなったが，

Method I, 2では毎分5ピア以上の領域で軽減され

た.Method 3では分散が一定で，非常に高い公平

性が実現された
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まとめ

本研究では， BitTorrent型P2P-VoDにおいて，ト

ラッカーが定期的に最適ネットワークの構築をヒ°ア

に指示することで，ピア間で負担が適正化され，

VoD配信の効率化が図れることを示した．提案した

方式はいずれも PPLiveに比して改善効果がある

が，中でも，特性が優れ，実装も容易な Method3 

が最有力な方法であると考えられる．
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日常風景を用いた超高速分類課題によるシーン認知の検討＊

1. はじめに

我々が普段目にしている光景は複雑に特徴が

組み合わさったシーンであり [l]、我々はこのシ

ーンの中から特に意識すること無しに必要な情

報を抜き出すことができる。シーンを対象とし

た研究の中で、ヒトは僅か 20ミリ秒提示され

たシーンの画像の中から注意を向けることなし

に、かなりの素早さと正確さで指定された人や

動物などのターゲットを検出できることが明ら

かにされた[2]。本研究ではこの課題を超高速分

類課題、その現象を Ultra-Rapid Visual 

Categorization(URVC)と呼び、 URVCにおけるシ

ーン認知のメカニズムについて検討するために

2つの課題を合わせた実験を行った。

2 実験

2つの課題は同一の実験参加者に対して連続し

て行った。

2.1課題1 超高速分類課題

まず課題 lでは超高速分類課題を行い、実験参

加者に33ミリ秒提示した日常風景画像の中にター

ゲットを発見した場合にキー押し反応をするように

求めた。ターゲットは人とした。このとき半数の画像

を倒立させて提示することにより、 URVCに関る情

報処理における向きの処理について検討する。同

じく URVCにおける向きの影響を調べた先行研

究[3]ではターゲットが目に飛び込む位置にある刺

激が使用された。しかし本研究では URVCがシー

ン認知の問題であることを意識し、ターゲットが刺

激中に不自然に位置していない、日常的に目にし

ている光景を刺激画像として用いた。

*"The Mechanism of Human Scene Recognition 

Underlying Ultra-Rapid Visual Categorization" 

by Mayu TOSAKA 

登坂繭（学籍番号 200921741)

研究指導教員：西岡貞一

副研究指導教員：森田ひろみ

2.2課題 2再認課題

次に注意を必要としないとされる URVCに

おいて物体認知を行っているかを検討するため

に、課題 2では課題 1で使用した刺激画像の再

認課題を行った。従来の視覚情報処理の研究に

基づけば、物体認知は視野内の物体の一つ一つ

に注意を向けることでなされると考えられる。

そうだとするならば URVCにおいてもターゲ

ット発見後にそこに注意を向けて物体認知をし

ていると考えられる。そこで、物体認知が行わ

れるならば課題 1においてターゲットを発見し

た画像の記憶痕跡が残ると考え、 2肢強制選択

の再認課題を行った。課題に使用した刺激は課

題 1と2の提示向きによって 4つの提示条件が

ある。提示時間は各 500ミリ秒である。

3. 結果

3.1課題1

正答率は正立提示で HIT82.79%、

CORRECT-REJECTION93. 77%、倒立提示

HIT77.78%、CORRECT-REJECTION84.57%とな

った。倒立提示による正答率の悪化は統計的に

有意であった HIT[t(23)=2.75, p<.01]・ 

CORRECT-REJECTION [t(23)=5.67, p<.001]。

特に、 CORRECT-REJECTIONでは正立提示と倒

立提示の場合の正答率の差が9.2%と強い影響が

見られた。

平均反応時間は正立提示 457ミリ秒、倒立提示

で476ミリ秒となり、倒立提示条件の反応時間は正

立提示条件より有意に長かった[t(23)= 4.044, 

p<.001]。しかし、平均最速反応時間は正立提示

325ミリ秒・倒立提示 322ミリ秒となり、提示条件に

よる差は見られなかった。
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Figure I. 課題 1刺激提示方向別の再認正答率

3.2課題 2

正答率は全提示条件で 60%以下と低く再認が

可能とはいえない結果となったが、厳しい提示方

法にも関らず幾つかの条件において正答率がチャ

ンスレベルより有意に高くなったため詳細な分析を

行った。全体の傾向としてターゲットを含む刺激よ

りもターゲットを含まない刺激の方が良い成績にな

った。この結果を［課題 1の提示方向］［課題2の提

示方向］［刺激中のターゲットの有無］の 3要因の

分散分析を行ったところ、［課題 1の提示方向］

と［刺激中のターゲットの有無］の 2要因につい

て主効果が見られ、 [F(l,23)=6.605,p<.05 ; 

F(l,23)= 4.313, p<.05]、また課題 2の提示方向

の主効果は境界値であつた [F(l,'23)=3.022, 

p<.1)。しかしこれらの要因の交互作用に有意差

は認められなかった。 (Figurel)

4 結論

4.1考察

まず課題 lの結果、成績の悪化は見られるが視

野全体からターゲットを検出する必要のある刺激で

あっても倒立提示条件での URVCが可能であった。

平均反応時間は提示条件により差が見られたもの

の、平均最速反応時間においては見られなかった。

これら結果から、 URVCにおいて向きの標準化処

理が行われずにカテゴリー判断がなされていると考

えられる。標準化処理を必要としないカテゴリー判

断を説明するために「ニューロングループ応答モ

デル」を仮定した。このモデルでは、ターゲットの検

出に関わる限られた種類のニューロンによって構

成されているグ）レープの存在を仮定する。そしてそ

のグループ内のニューロンの応答が閾値まで達す

ればカテゴリー判断が行われると考える。刺激の提

示後、ニューロンの応答は提示方向によらず、同

時に開始されるが、カテゴリー判断に必要な応答

数の集積は倒立提示の方が遅くなる。そのため全

体的に提示向きによる反応時間の差が生まれる。

しかし倒立提示された場合の集積の遅れは刺激ご

とに異なるため、最速反応時間において提示方向

の差は見られなかった。

次に課題 2の成績がターゲットを含まない刺激

においてより好成績であるという結果から、 URVC

においてターゲットが検出された場合でも物体認

知は行われないことが示唆された。物体認知を行

われないとすれば、僅かに可能であった再認はタ

ーゲットの記憶ではなく、情景の記憶痕跡によるも

のと考えられる。情景の記憶痕跡によって再認が

できたと仮定すると、ターゲットを発見した瞬間に視

野を走査する必要が無くなり、さらにキー押し反応

が求められるターゲット有りの刺激に比べ、ターゲ

ット無し刺激は多少なりとも情景文脈を取得する余

裕があると考えられる。そのため、課題 2の成績は

人無し刺激の方が高くなった。

4.2まとめ

日常に近い光景の刺激を使用した場合でも倒

立提示のURVCは可能であり、それは標準化処理

を必要とせずに行われていると考えられる。また、

ターゲットの検出は物体認知に結びついていない。

URVCにおいてターゲットど清景文脈の情報は等

しく取得される可能性があり、従来の視覚情報処理

メカニズムとは異なるメカニズムで URVCが実現さ

れている可能性が示唆された。
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音声生成モデルに基づく柔軟な声質変換の研究＊

1. はじめに

合成音声の話者性を変化させる声質変換や話

者間音声モーフィング技術の研究が注目を集め

ている。声質変換手法として従来研究ではケプ

ストラム特徴量を使用し、少量学習データから得

られた話者ごとの特徴量分布の GMM(Gaussian

Mixture Model)近似を用いて話者間の線形写像関

数を決定する統計的変換手法が用いられている

[1][2]。この手法を話者間モーフィングに発展させ

た時、特徴量空間上の移動と声質の変化との間に

対応性がなく、その結果として声質の主要素である

ホルマント周波数の位置が変化せず音質が劣化

するという問題点があった。本研究では声質の差

が音声器官の形態差に由来することに着目する。

従来法を拡張した音声生成モデルによる物理的に

自然な話者間モーフィング法の提案と評価を行う。

2 提案手法

入力音声を音声器官を構成する声道、声帯由来

の特性に分離し従来法に基づき独立に処理を行う。

さらに声道特徴量に声道断面積関数を用いる。

2.1特徴量抽出

まず、声道特性と声帯特性を高精度に分離する

ためにAR-HMM(Auto-RegressiveHidden Markov 

Model)[3]による音声分析を行う。入力音声信号は

声道共振特性 ARフィルタ係数と声帯音源信号に

分離される。声道 AR係数からは音響管モデルに

基づき声道形状の近似である声道断面積関数を

導出することが出来る。提案法では声道特徴量と

して声道断面積関数を、声帯特徴量としてケプスト

ラム特徴量を用いる。さらに、声道断面積空間上で

話者間の声道長方向の差異に対応するために非

線形マッチングによる伸縮と補間を行う。

* "Flexible Voice Morphing based on a 

Speech Production Model" by Yoshiki NAMBU 

南部良季（学籍番号 200921742) 

研究指導教員：田中和世

副研究指導教員：三河正彦

2.2システム構成

従来法に基づき、少量のデータから話者分布

を推定し（学習フェーズ）、推定結果を利用して

声道、声帯特徴量を変換する（変換フェーズ）。

学習フェーズ(Fig.I): 

1) AR-HMM分析し声道、声帯特徴量を得る。

2) 各特徴量で別々に GMM学習を行う。

変換フェーズ(Fig.2): 

I) AR-HMM分析にて元話者の発話音声から

学習フェーズと同様に特徴量を得る。

2) 学習された GMMパラメータから算出され

た変換関数を用いて特徴量の変換を行う。

3) 入力特徴量と変換特徴量でモーフィング率

に合わせて補間を行う。声道断面積関数は

非線形マッチングによる伸縮と補間を適用

する。補間後の特徴量を元に音声の再合成

を行う。

声濃特怜の学•..................................................................................... 
--¥  

....__ -,•' 
声壽葎怜iii~盲..ヽ．．喩●●●........、,................... 鴫●●●....................... . 

Fig.l学習フェーズ

ー・ピ~.....ミ：竺．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．↓ ・・・・・・・・・・・・・・・ 

声Ill特件のモーフィング督珊
声帯特性

モーフィング寧

Fig.2変換フェーズ

モーフィング
奮声
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3 評価実験

提案手法について従来法との比較を行った。

3.1客観評価尺度による声質変換精度の確認

声質変換によって、どの程度目的話者の声質に

近づけたかを類似評価尺度を用いて検討した。目

的話者正解音声と声質変換音声との間でスペクト

ル歪み(SpectoralDistortion:SD)を用いて比較した。

結果をFig.3に示す。提案法が最もSDが小さくなり

目的話者音声との差が小さくなっている。

3.2モーフィング率に伴うホルマント変化の観察

発話時におけるモーフィング率を 0%から 100%へ

変化させた時のパワースペクトル変化を観察した。

結果をFig.4に示す。提案法ではホルマント周波数

位置が連続的に移動していくことが分かる。

3.3聴取者による音質評価

MOS(Meaning Opinion Score)による評価を行っ

た。モーフィング音声の音質に対して被験者 8名

による 5段階が行われた。結果を Fig.5に示す。モ

ーフィング率 70%時の比較では提案法が従来法を

上回り有意な差が認められた。

4 考察

3.1節の SDによる評価結果から提案法は従来法

より目的話者声質に近づき変換精度は従来法と比

較して同等以上であることが分かった。音声信号を

声道、声帯特性に分離したことにより個々の特徴

量空間上の話者分布が単純になり GMM推定の精

度が向上したためと考えられる。 3.2節のホルマント

変化の観察から、提案法ではモーフィング率にとも

ないホルマント周波数が変化し、そのため声質も連

続的に変化するといえる。 3.3節の音質評価結果

では提案法のモーフィング音声が従来法に比べ優

れていることが分かった。従来法におけるケプスト

ラムによる補間ではホルマント周波数位置が変化し

ないことで音質が劣化したためと考えられる。

5 結論

音声生成モデルによる話者間モーフィング法に

ついて検討を行い、声質変換精度は従来法と同等

以上であり、モーフィング時にホルマント周波数が

連続的に変化することで音質の劣化が抑えられる

ことが分かった。提案法の有効性を確認した。
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ウェブ上への書き込み行動に関する意識の調査ーTwitter 利用者に着目して—*

1. 研究動機

本研究では 2006年に米国で開発され， 2009

年4月以降，日本でも利用者が急増している，マ

イクロブログのつである Twitterに着目をした

Twitterとはインターネットを通じ， 140字以内の

「つぶやき」を不特定多数にリアルタイムに発信

し，自分で選択した他人の「つぶやき」を受信す

るサービスである

利用者の中には 1日に何度も書き込みをする

人がいる．しかし，その書き込みに対し，毎回読

者からコメントなどの反応がもらえる訳ではなく，

読者から書き込みを見逃される可能性もある．ソ

ーシャルネットワーキングサイト (SNS) の•つであ

る mixiと異なり，自分のページヘの訪問履歴機

能が無いため，自分の書き込みが誰に読まれて

いるかの確認や，読まれている実感を得ることが

できない.Twitter利用者はどのような面白さを感

じ書き込みを継続しているのかと疑問を感じた．

Twitterへ書き込む内容は，利用者によって異

なるが，本研究では，自分の状況，考え，感情な

ど，「自分について書き込む」という行動に注目し

た．そして，本研究の目的は，①Twitterに頻繁

に書き込みをする人の特徴，②書き込み継続動

機と読者からの反応の関係，③不特定多数の場

で自分について書こうとする意識，④Twitterに

は個人日記のような要素があると感じ，自分につ

いての書き込みをしているのか，以上の4点を明

らかにすることとした．

2 仮説

2.1主要仮説

•本研究では，主要仮説を「どのような人が

Twitterに書き込みをし，なぜTwitterに書き込み

を続けるのか」と設定した．“どのような人が”にあ

たる部分を独立変数とし，“なぜTwitterに書き込

＊ヽ9
A Consciousness Investigation of Writing 

Act on the Web-Focusing on Twitter User-" 

by Yumi HASHIMOTO 

橋本佑美（学籍番号 200921743) 

研究指導教員：後藤嘉宏

みを続けるのか”にあたる部分を従属変数とし

た

2.2作業仮説

作業仮説では， Twitler利用者の特徴に注目

をし，日々の行動や発言の仕方，性格的な特徴

を挙げ， Twitterを利用する人の特徴を検討する

ことにした

3. 調査方法

3.1調査対象

第 1回調壷として，筑波大学清報学群知識情

報・図書館学類に在籍する学生4名に対し，イン

タビュー調査を行い，第2回調査として，

同じく筑波大学情報学群知識情報・図書館学

類，および図書館情報メディア研究科に所属す

る学生4名にインタビュー調査を実施した．

表1第 1回調査の被調査者

Twitter利用状況

被調査者① 2010年 2月から利用

被調査者② 2010年 5月から利用

被調査者③ 利用していない

被調査者④ 利用していない

表2 第2回調査の被調査者

Twitter利用状況

被調査者A 2009年 9月から利用

被調査者 B 2007年8月から利用

被調査者 C 2009年 11月から利用

被調蒼者 D 2010年4月から利用

4. 調査結果

4.1第 1回調査結果

被調査者①，②は Twitterを積極的に利用し

ていなかった自分の内面などに関わることは

Twitter上には書かないと語っており，自分につ

いて書ぐソールとしては利用していなかった被

調査者①は研究内容に関する情報収集，被調

査者②は自己管理を目的として利用していた．
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被調査者③，④は共にTwitterを利用しておら

ず，その他，ブログやSNSの利用経験も無かった

その理由としてはインターネットという，不特定

多数の読者がいる場所で，文章を書くことに面白

さを見出せない，と語っていた．

第 1回調査では，質問項目が確定していない

段階でインタビュー協力者を募集したため，仮説

検証の前提となる Twitter利用者だけを被調査

者とすることができなかった．

4.2第 2回調査結果

第2回調査では頻繁にTwitterを利用している

被調査者に限って協力者を募集した．

被調査者 Aは，組織の代表に自ら名乗り出る

活発な性格であり， Twitterには自分のことを知

ってほしい，という思いを持ち書き込みをしている

ことから，日常， Twitterへの書き込みの仕方と共

に，自己顕示の強さが見られた

被調査者 Bは，日常では一歩引いて状況を観

察し発言をしていること， Twitterへの書き込みは

他者の目を意識していることから，日常， Twitter

上，共に常に冷静な意識を持って行動している

ことが分かった．

被調査者 Cは，日常， Twitter共に，発言の仕

方に気を遣っているところがあり，人目を意識し，

自分の内面を直接的に表現することはあまりない．

しかし，内面を吐露したいという思いが強くなると，

Twitter上に，自分だけが理解できる文章で，内

面を吐露する書き込みすることがあると分かっ

た

被調査者 Dは，友人と軽い雑談をするように，

現実の延長として当たり障りのない範囲で

Twitterを利用していた

4. 3補足的な分析

今後 Twitter利用者に対し，量的調査を行うた

めのプレ調査として，第 2回調査のインタビュー

のデータを元に，以下のような補足的な分析を

行った．

I .Twitterに書き込む人の共通の性格：第 2回調

査では，和用者間で共通の性格は見られなかっ

た．

2. 自分の書き込みに対する読者からの注目につ

いて：自分の書き込みに対し，あまり注目は期待

していない，という回答が多かった

3. 読者からの反応に対する意識：読者からの反

応はあまり気にしておらず， Twitter継続に大きな

影響は与えていなかったしかし，フォロー数が

多い人の方が，少ない人よりも読者からの反応を

気にしている傾向は示唆された

4自分のことについて書く手段としてTwitterを選

ぶ理由：好きな時に書く事ができ，管理が簡単で

ある．、また人の目を気にせずに気楽に利用でき

る，という理由から Twitterを利用していることが

わかった．

5. 出来事をメールで特定の人に伝えることと，

Twitter上に書き込むことの違い：メールほど重要

度が高くない，連絡ツールや情報発信ツールと

して Twitterを利用していた

5 結論

Twitterには訪問履歴がないため，紙媒体と同

じく自分に向けた日記機能を果たすと予想して

いたが， Twitterはそのように禾I」用されていなかっ

たそして，書き込みは個人日記的な要素はなく，

何らかの意味で他人に読まれている可能性を意

識して書いているが，その『他人』のレベルは，不

特定多数，フォロワー／実際の友人など，利用者

によって異なっていたまた，フォロワーと，書き

込みが読まれることへの期待は相関するのでは

ないか，という可能性が示唆された
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デンマークにおける移民を対象とした公共図書館サービス・

ーイスラーム系移民の図書館利用に焦点をあてて一

1. 研究背景と目的

デンマークでは、労働力を補うために 1960年代

から 1970年代にかけて受け入れてきた移民とデン

マーク人との「統合」が課題となっている。デンマー

クの公共図書館は、この「統合」を進める拠点の l

つになっており、移民に向けたサービスやプログラ

ムを提供している。

本研究は、デンマーク社会への適応に課題が多

いイスラーム系移民に焦点をあて、移民を対象とし

た公共図書館サービスを、図書館から提供される

サービスと移民利用者の利用状況の両側面から明

らかにすることを目的とする。

2. 研究方法

研究方法は文献調査に加え、参与銀察とインタ

ビュー調査を採用し、質的調査法により調査をおこ

なった。定量調査を中心とする先行研究では明ら

かにされてこなかった移民や難民の図書館の利用

状況や図書館に対する意識を、イスラーム系移民

の母語での自発的な語りの中から引き出すために、

アラビア語話者に対してはアラビア語を用いてイン

タビューを行った。被調査者から得られたインタビ

ュー・データはコーディングの作業を通して、複数

の被調査者を横断的に取り上げ、共通のコードが

付与されたデータ間にどのような関係性が見られる

かを分析した。

3. 研究結果

3.1. 文献調査の結果

文献調査では、移民がデンマークに流入して来

た経緯や、デンマークのイスラーム系移民を取り巻

く環境の変化、デンマーク政府の移民統合政策、

デンマークの移民に対する公共図書館サービスの

*'、Publiclibrary services for immigrants in 

Denmark: focusing on Islamic immigrants'library 

uses" by Naomi WAKE 

和気尚美（学籍番号 200921748)

研究指導教員：吉田右子

全体像と体系を整理した。

その結果、デンマークの公共図書館は、人種や

学歴、職業、年齢等を限定することなく移民の様々

なライフステージにおける学びを支援していること

が明らかになった。

また、統合図書館センター(BiblioteksCenter for 

Integration)を中央センターとして設置し、各地域

の公共図書館で提供される移民に対するサービス

を支援していることが示された。図 lは移民に対す

る図書館サービスを提供する体制を図式化したも

のである。

図1.移民に対する図書館サービスを支える体制

公共図書館は移民の統合を専門に扱っている

難民・移民・統合省との連携によって移民に対する

情報提供に取り組んでいる。

3.2. 参与観察の結果

コペンハーゲンにあるナアアブロー図書館にお

いて移民を対象に行われている活動に参加し、活

動を実施している様子や集まる参加者の顔ぶれ、

参加者同士のコミュニケーションの取り方等を観察

した。銀察した活動は「街角お母さんプロジェクト」

「トーク・クラプ」「コンピュータ講習」の 3つである。

「街角お母さんプロジェクト」では、主体的に活勤

する 14名のイスラーム系移民女性が共通して青年

期から成人期の間にデンマークヘ移住しており、

自身の母国からデンマーク社会へと適応する体験

を交えて相談に応じていることが明らかになった。

「トーク・クラブ」では、女性の参加率の低さが確
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認できた。また移民女性の発言量の少なさも明ら

かで、男女別の活動の実施を検討する必要性が

示された。

「コンピュータ講習」では、アラビア語とク）レド語

以外の話者は単発の参加にとどまり、継続的な参

加にはなっていないという課題が明らかになった。

3.3. インタビュー調査の結果

ナアアブロー図書館を和用している利用者のう

ち、 11名のイスラーム系移民に対してインタビュー

を実施した。インタビュー・データはコーディング作

業を通して、①基本属性、②移住のタイプ、③デン

マーク社会に対する意識、④母国の図書館、⑤居

住地と公共図書館の刹用頻度、⑥多言語資料の

コレクション、⑦言語の獲得と図書館、⑧コンピュー

タ機器の利用、⑨イベント・講習会、⑩児童サービ

ス、⑪統合担当員、⑫出会いの場としての図書館、

の 12の観点から分析を行った。

調査の結果、イスラーム系移民の中にはデンマ

ーク社会での人々の交流の取り方や会話量の少な

さに孤独感を感じている者がおり、疎外感や閉塞

感を癒す場として図書館を利用していることが明ら

かになった。

インタビュー調査を通じて、イスラーム系移民の

移民経験やデンマークで置かれている状況との繋

がりの中で、被調査者の多様な人生における図書

館利用が示された。

4. 結論

4.1. 移民に対するサービスを提供する体制

デンマークの公共図書館は移民を対象とした多

くのプロジェクト期間を2"-3年の短期に設定してい

るが、プロジェクトによっては第 2段階を設けて継

続的に経過を見守るべきものがある。また移民経

験を持つ医書館職員による、図書館サービスを通

じた移民支援は成果をあげているものの、そうした

職員の雇用体制の確立が今後の課題として示され

た。

4.2. 資料コレクション

インタビューでは資料が古すぎることや、アラビ

ア語やトルコ語にコレクションが偏重していることが

指摘された。今後は多言語資料の継続的な管理、

更新とマイノリティ言語に配慮したコレクションの形

成が求められる。

4.3. イスラーム系移民のエンパワーメントの支援

デンマークの公共図書館は「新聞クラプ」、「コン

ピュータ講習」、「街角お母さんプロジェクト」等の活

動を通して移民女性が自身の力でデンマーク社会

に積極的に参与していけるように支援している。

4.4. 固書館に対する認識の変化

イスラーム系移民の母国での図書館利用は学歴

と密接に関係しており、高学歴な者ほど図書館を

利用している傾向が見られた。しかし、デンマーク

では学歴とは無関係に図書館を利用していること

から、デンマークヘの移住を通して図書館に対す

る認識が変化していることが明らかになった。

4.5. 場としての固書館

デンマークの公共図書館は「安息の場」や「異文

化理解の場」として機能している。しかしながら、デ

ンマーク人との接点が少ないことが課題で、今後は

公共図書館がデンマーク人と移民との接点を穣極

的に生み出す場として機能していくことが求められ

る。

5. 今後の課題

本研究での被調査者は主に 1世移民であった

ため、 2世以降の移民も含めて移民の屈書館利用

を検討していくことが今後の課題である。
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歴史公文書ディジタルアーカイブのためのアクセス支援＊

1. はじめに

近年、情報技術とインターネットの普及により、

ネットワーク上には多様なリソースが提供されるよ

うになった。ディジタルアーカイブも様々な機関

によって構築され、インターネットを通じて公開さ

れている。

本研究では、アジア歴史資料センター[l]が持

つ近現代における日本とアジア近隣諸国との関

係にかかわる重要な歴史公文書のディジタルア

ーカイブを対象に、ディジタルアーカイブのコン

テンツヘのアクセスを支援するシステムに関する

研究を進めた。アジア歴史資料センターのディジ

タルアーカイブは、国立公文書館、外務省外交

史料館、防衛省防衛研究所が保有する明治期よ

り第二次世界大戦終結までの資料を格納し、メタ

データを利用した検索機能を提供している。しか

しながら、歴史用語索引等からの資料へのアク

セスは十分ではない。本論文では、このディジタ

ルアーカイブに用意された資料の階層分類と

NDC、NDLSH、Wikipedia等に含まれる歴史用

語とを関連付けることにより、歴史公文書のディ

ジタルアーカイブヘのアクセス性を高める方法を

中心としてコンテンツヘのアクセスを支援するシ

ステムについて述べる。

2. 日本のディジタルアーカイブについて

アーカイブのもともとの機能は持続的保存と利

用（閲覧・鑑賞）と考えられる。しかし、近年、イン

ターネットの普及によって、デジタル化されたア

ーカイブの伝播力と検索能力は圧倒的に高めら

れた。資料を精緻に電子化することにより、オリジ

*"Access support for digital archives of history 
records" by Shengnan CHUAl 

描盛楠（学籍番号 200921752)

研究指導教員：杉本重雄
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ナル資料へのアクセスの必要性を減らすことが

できるため、将来的にも資料の傷みを最小限に

することが可能になる。歴史公文書や歴史的映

像遺産（写真・ビデオ）などのディジタルアーカイ

ブは様々な機関により構築され、ネットワークを

通じて公開されている。

3. 歴史学領域における文書分類のための

メタデータ

本研究では、史料の記述、内容による分類の

観点からメタデータを検討した。本研究では、

The Historical Event Markup and Linking 

(HEML) project[2]のメタデータ、国立国会図書

館件名標目表(NDLSH)[3]他を参考にして、アジ

ア歴史資料センターのメタデータ、特に資料階

層分類との対応付けに関して研究を進めた。

4. アジア歴史資料センターにおけるメタデ

ータ

アジア歴史資料センターのデータベースには以

下の項目を持つメタデータが用いられている。

title : 件名標題

tree : 階層

reference code : レファレンスコード

language: 言語

author: 作成者名称

time: 資料作成年月日

date: 記述単位の年代域

size: 規模

record : 組織歴／履歴

description : 範囲と内容／要約
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歴史公文書の分類基準は、階層化されており、 グラフで表すと以下のものを得ることができ

たとえば、資料群＞簿冊＞件名となる。 る。こうした関係を利用することで、資料の

5. 歴史公文書ディジタルアーカイブヘのア

クセス支援のための分類語彙の構造化

本研究では、アジア歴史資料センターの階

層分類を分析し、以下のような内容を記述す

ることで、分類で用いられる用語の意味的定

義（オントロジ一定義）を行った。

本研究では、階層分類の内容を分析し、以

下の表に示すような記述項目を設けることを

提案した。

表： オントロジーを決めるための記述項目

項目名 内容

1 ID 付与している固有の番号。

2 見出し語 階層のなかに現れた語。

3 関連資料 語の形が同じでも館によって意味が

群 違う時。

4 関連語 NDCでの分類番号、 NDLSHにある

同じ語のURL、Wikipediaにある同

じ語のURL.

5 上位階層 現階層の見出し語の上位語をここに

おさめる。

6 下位階層 現階層の見出し語の下位語をここに

おさめる。

これを基礎として、国立公文書館の例を

Resource Description Frameworkno 

階層分類と意味内容を結びつけることができ

ると考えている。

ex: 見出し提.. 
'ヽ -. ‘ ＇ 

ex: 関連絹
, nON4軍事 ¥ .. -

I ヽ
ヽ...・--・ ・・ベ . ., 関遥詣

ヽ

. --， 
i 軍事，I 
L. --・J 
.-・、
"¥ ndc此390)
. . .•·、

9 、 ~•: 間違蒻 --● ----一..今 ---------ヽ・--ex:'F位階眉 . . http://id.ndl.go.jp/auth/ndl>h/00562 "・ ヽ
: 、ex:上涵層(.__. .. 619 —- . ~ 

-~ ヽ .. -----・、・'............-------、／そへ、ヽ．、一・-----・--:---.、
，鈴'.イ--I nりN3公分類緊 ） '( http://jo.wlkipedio.org/wlki/軍事 う

"・-'-.. ---・.. ------べ·-、•一-----・・一——‘

6. おわりに

本研究は、今までの語彙を分類する形式で

はなく、分類語を定義するためのエレメント

と相互利用のための linkeddata化を提案し

たものである。こうした研究を進めることに

より、アジア歴史資料センターのディジタル

アーカイブに用意された資料の階層分類を他

の語彙に含まれる用語とを関連付けることに

より、歴史公文書のディジタルアーカイブへ

のアクセス性を高めることができると期待し

ている。
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メタデータ横断利用のための語彙マッピング方式と検索手法

ー異なる語彙で表現された歴史リソースの統合的利用環境の実現ー＊

1 . はじめに

Semantic Webの研究分野では、LinkedData 

が注目を集めている。 LinkedDataとは、 RDF

データを Web上で公開し、関連のあるデータ同

士を結びつけ、共有する活動のことである。そ

のような背景の中、様々な分野の機関で作成さ

れたメタデータが、 Web上に公開され、利用で

きるようになることが予想される。しかしウェ

プ上にあるメタデータを横断的に用いるのは容

易ではない。その理由は、機関ごとに用いてい

るメタデータスキーマが異なるためである。メ

タデータスキーマが異なると、メタデータの語

彙や構造に違いが生じてくるため、処理や検索

のアルゴリズムが異なるという問題が起きる。

本研究では、異なるメタデータスキーマで書

き表されたメタデータの語彙や構造の違いを吸

収するための手法を提案し、メタデータの横断

的な利用が行える環境の構築を行った。具体的

には、同じ意味を持つ用語同士を機械が利用で

きるように、メタデータの語彙や構造をマッヒ°

ングし、マッヒ゜ングデータを用いて、メタデー

タを横断的な検索の手法を考案した。また、そ

の手法を基礎として、メタデータ横断的検索シ

ステムの構築を行った。

* "A Vocabulary Mapping Framework and Searching 

Methods for Metadata Crosswalking・Development of a 

System for Using Metadata about Historic Events in 

Multiple Metadata Schemas・" by Yuko BABA 

馬場裕子（学生番号 200821671) 

研究指導教員：杉本重雄

副研究指導教員：永森光晴

2 メタデータ横断利用における問題点

まず、メタデータ横断利用における問題点の

分析を行った。その結果、 1)語彙の違い、 2)メ

タデータの構造（要素の組み合わせ方）の違い、

3)メタデータに記述された値の表記の違い、な

どの問題点があることがわかった。本研究では

それぞれの問題点に対する解決方法として、 1)

同じ意味をもつ語彙のマッピング、 2)メタデー

タを構成する要素の組み合わせ方を記述し、そ

の中で同じ意味をもつ要素のマッヒ°ング、 3)メ

タデータに記述された値の自動変換を行うこと

に決めた。

3 語彙のマッピングフレームワーク

メタデータスキーマの語彙のマッヒ゜ングは、

メタデータ語彙のオントロジー構築フレーム

ワークである VMF[l]を用いて行った。またこ

れに加えて、本研究ではメタデータの構造の違

いの問題点を解決するためのマッピングフレー

ムワーク SVTmatrixの考案を行った。本研究

で考案したマッヒ°ングフレームワークは、メタ

データの要素の組み合わせ方を記述し、同じ意

味をもつ組み合わせ同士で、等しい要素をマッ

ピングするものである。表 1にSVTmatrixで

定義されている主な要素を示し、固 1に SVT

matrixの記述例を示す。 SVTmatrixでは、あ

る記述単位に対する、メタデータの要素の組み

合わせ方を、 rdf.Statementを用いた 1つ以上
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表1 SVT matrixで定義されている用語一覧（一部） これに加えて、クエリに含まれている語彙に関

svt:Pattern 

svt:Variable 

グラフパターンを表現するクラス

グラフパターンにおいて、URIをもった

ノード、リテラルのいずれかにマッピ

ングするリソースを表現するクラス

svt: hasPattern グラフパターンを構成するトリプルの

情報を参照するプロパティ

----------------------------------------, 
, ex:patternl a svt:Pattern; 

svt: hasPattern [ 
a rdf:Statement; 
rdf:object ex:var2; 
rdf:predicate ex:hasAuthor; 
rdf:subject ex:varl ] . 

ex:varl a bm:Variable . 
ex:var2 a bm:Variable . 
ex:patternl owl:sameAs ex:pattern2. 
ex:varl owl:sameAs ex:var3. 
-------------------------------------
図1 SVT matrixの記述例（一部）

のトリプルのパターンを用いて表現する。組み

合わせが記述されたリソース間で、同じ意味を

持つもののマッピングを行う。本研究ではこれ

らのフレームワークを用いて、 10種類のスキー

マを対象にマッヒ°ングデータを作成した。

4. クエリ生成手法

本研究で提案するクエリ生成手法では、任意

のクエリから、それぞれのメタデータスキーマ

に対応したクエリを複数生成する。クエリ生成

は次の手順で行う。 (1)変換対象のクエリの構文

解析を行い、クエリの検索条件に含まれる語彙

（クラスやプロパティ）や、グラフパターンの情

報を取得する。 (2)取得した情報に関して、マッ

ピングデータで表現された同義語、上位語、下

位語の関係を類似語彙として検索する。また、

変換対象のクエリのグラフパターンを示した

svt:Patternのインスタンスを調べ、それと同じ

意味をもつインスタンスの情報を、クエリと類

似した構造の情報として得る。 (3)検索して得ら

れた結果を、変換対象のクエリの語彙や構造と、

置き換えたクエリを生成する。また本研究では

する OWLの論理表現を用いて、推論を行い検

索するクエリ手法の考案も併せて行った。

5 メタデータ横断利用システムの構築

本研究で提案した語彙マッピング方式と検索

手法の実現例として、歴史に関するメタデータ

の統合的利用環境の実現をおこなった。歴史に

関するメタデータスキーマには、一昨年度本研

究室で開発した V-HAWKS[2]や、人物情報に関

するスキーマである FOAFなど、 10種類のス

キーマを対象としている。スキーマを分析し、

3章に示したマッピング方式に従い、マッピン

グデータの作成を行った。また、それを基に、

4 章で示したクエリ生成手法に基づいて

SPARQLクエリを複数生成し、歴史のメタデー

タを横断的に検索できるシステムの構築を行っ

た。その結果、複数のスキーマに対応したクエ

リが生成され、より多く関連情報の結果が得ら

れたことから、本研究で提案する手法で、メタ

データ横断利用が行えることが確認できた。

6 まとめ

本研究で提案したマッピング方式と検索手法

を用いて生成されたクエリにより、 V-HAWKS

や DBpediaなど複数のコミュニティのメタ

データから、横断的にデータを取得することが

可能になった。今後の課題は、マッピングデー

タの作成支援や、用語の類似度を算出し、クエ

リの質を向上されること、などが考えられる。

文献

[1] CDLR. Vocabulary Mapping Framework 

(VMF) project. <http://cdlr.strath.ac. uk/ 

VMF/>. (参照：2011-02-04) 

(2]馬場裕子，永森光晴，杉本重雄.RDF/OWL 

を利用した歴史情報閲覧システムの構築．

情報処理学会研究報告人文科学とコン

ピュータ.2008-CH-79, 2008年， pp.49-56.
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ファイルアクセス権の管理支援のためのルール言語の提案螂

1. はじめに

情報漏洩事故の被害の大きさが目立つ近年，

情報システムのセキュリティ強化が急務であるフ

ァイルサーバのセキュリティ管理において不正アク

セスを防止するために，ファイルアクセス権の管理

が重要な問題となっているしかし，ファイルアクセ

ス権の管理はファイルアクセス権の設定・確認・監

視・復元・削除などを含む煩雑な管理仕事であり，

効率的な管理手法がなければ大変である．

例えば， Windows系のNTFSファイルシステムに

は，ファイルアクセス権の管理方法として GUIとコ

マンドがある．これらの方法を用いて，サーバ管理

者がアクセス権の管理をする時には，次のような問

題点がある．

(1)ファイルアクセス権の設定は，ファイルまたは

フォルダを個々で設定するため，管理者は設定し

ているアクセス権の確認・監視においてミスをする

可能性が高く，現実的に不可能．

(2)設定したいアクセス権と現在設定しているア

クセス権の間にある矛盾を判断することが困難．

ファイルアクセス権の管理作業を効率よく行うた

めには，明示的な管理情報（例えば，管理ためのメ

タデータ，ファイルまたはフォルダ情報システムユ

ーザーまたはグループ情報，有効期間具体的な

ファイルアクセス権情報など）を扱う手段が存在し

なければならない．しかし，現在，そのような明示的

な管理情報を扱う手段は存在しない．

本研究では，複数人が利用するファイルサーバ

のファイルアクセス権の効率的な管理を支援する

手法を提案する．具体的には， (1)明示的にファイ

ルアクセス権の管理情報を扱う記述方法としてル

ール言語を提案し， (2)(1)のルール言語で記述

* "A Rule Lan郡age for Supporting the 

Management of.File Access Rights" By Song Min 

宋敏（学籍番号 200821684)

研究指導教員：森嶋厚行

副研究指導教員：永森光晴

されたファイルアクセス権の設定・監視・一貫性管

理などを行う処理系を開発する．

2. ルール言語の提案

本研究で提案した］レール言語は，次の特徴があ

る．

(1)ユーザーまたはグループ，有効期間，対象

となるフォルダまたはファイルを簡単かつ，柔軟に

指定できる

(2)処理系を用いて，ルールの矛盾などのチェ

ックが可能である．

2.1アクセス権の基本要素

本）レール言語におけるファイルアクセス権の記

述は 5つの基本要素を含む．この 5つの要素を

1M4W (Metadata・Where・Who・When・What)と呼

ぶ

(1) Metadata: 管理のためのメタデータである．

(2) Where: ファイルサーバのどこにファイルアク

セス権を設定するか．この要素に記述されたものは

具体的なファイルまたはフォルダである．

(3) Who: 誰にファイルアクセス権を設定するか．

この要素に記述されたものはファイルサーバのシス

テムユーザー・グループである．

(4) When: いつでファイルアクセス権を設定する

か．この要素に記述されたものは今回の設定の有

効期間である．

(5) What: どんなファイルアクセス権を設定する

か．この要素に記述されたものはアクセス権の具体

的なタイプである．

2.2ルール言語の構文

図 1は本研究で提案したルール言語を用いて，

ファイ）レアクセス権に関する清報を記述したルール

の例である．アクセス権の基本要素はXML要素を

利用して記述する．図 2は2.1節で示したアクセス

権の基本要素と XML要素の対応関係を示す．
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<?xml version="l.0" encoding="utf-8"?> 
<Rule> 
<RuJeName>営業部のアクセス権管理</RuleName>
<Metadala></Metadata> 
<Rule Creator>管理者</RuleCreator>
<RulecCreateT1me>2010年10月10日<IRulecCreateTime>
<AccessRule> 
<Access Object> 
<Folder>E:¥salesやプロジェクトA</Folder>
</AccessObject> 
<Access User> 
<Users> 
<User>Aclm.in</User> 
く/Users>
<Groups> 
<Group>Sales</Group> 
<Group>Development</Group> 
</Groups> 
</AccessUser> 
<AccessDatetime> 
<BeginDatetime>2010-10-10 00:00:00</BeginDatetime> 
<EndDatetime>2010-12-3 l 23:59:59</EndDatetime> 
</ AccessDatetime> 
<AccessRight> 
<ACL>F</ACL> 
</AceeぶRight>
</ AcoessR ule> 
</Rule> 

図1ルールの例

アクセス権基本要素 XML要素

Metadata RuleName 
Metadata 
RuleCreator 
RuleCreateTime 

Where AccessObject 

Who Access User 

When AccessDatetime 

What AccessRight 

図2アクセス権の基本要素とXML要素の対応関係

3. ルール言語処理系の設計と実装

本処理系は，主に次の 4つのモジュールから構

成される.(1)妥当性チェックモジュール， (2)一

貫性チェックモジュール， (3)アクセス権を設定す

るモジュール， (4)アクセス権を監視するモジュー

ル．以下では，本処理系のポイントであるルールフ

ァイルを処理するためのモジュール(1)(2)について

説明する．

3.1妥当性チェックモジュール

サーバ管理者はルールファイルを編集する時に，

誤った内容を記述する可能性があるため，ルール

ファイルの妥当性をチェックする必要がある本モ

ジュールは， Jレールファイルの構文と各要素の制

約に基づいてチェックする．

3.2一貫性チェックモジュール

本モジュールは次に説明する一貫性チェックの

原則に基づいてJレールの間の矛盾をチェックす

る．

本手法における一貫性チェックの原則：設定対象

となるファイル・フォルダは，包含関係にある異なる

複数の期間で，同一のユーザーに異なるファイル

アクセス権を設定できるこの場合には，短い期間

を持ってアクセス権を優先に設定し，それ以外のア

クセス権を設定しない期間に包含関係がなけれ

ば，矛盾があるとみなす．

4. 実験

本システムを用いたアクセス権設定の効率向上

を確認するため，次の実験を行った．実験環境は

OS(Windows 7 Home Premium), CPU(Intel・Core2 

T8100 2.1GHz), メモリ(2GB)である．

実験内容ファイルサーバでファイルアクセス権を

設定したいフォルダの数が 10,20, 30, 40, 50個

の場合において，次の作業にかかった時間を比較

する.(1) GUIを用いて，フォルダはユーザー

Yamatoにフルコントロールを設定する.(2)本研究

の提案手法を用いて，フォルダはユーザーYamato

にフルコントロールを設定する

実験結果図3に実験結果を示す．本研究の提案

手法は GUIを用いた場合に比べて，かかる時間を

大幅に減らせることが確認できた．
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図3実験結果

5. おわりに

本研究では，ファイルアクセス権の効率的な管

理を支援するための仕組みとして， Jレール言語と

その処理系を提案したまた，実験により，提案手

法によるアクセス権設定の効率向上を確認した．

文献

[1]. Tathagata Das , Ranjita Bhagwan , Prasad 

Naldurg. Baaz: A System for Detecting Access 

Control Misconfigurations. P. 3-4, 2010. 
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Windows Access Control Demystified. 
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韓国と日本の市民メディアにおける絶望感、失望感の表現の違い＊

-OhmyNewsとJanJanを中心に一

1 . 本研究の背景と目的

本研究では、日本と韓国において、インター

ネット空間における市民メディアの発展に違い

があるのはなぜかに注目する。この違いの理由

として、韓国における既存メディア史を概観し

たところ、韓国の既存メディアは政府の権力と

密接な関係を持ち、政府による言論統制の歴史

の中で市民が不利に圧迫・抑制されてきたとい

う特徴がみられた。また、この市民への抑圧は

近代化以降のみならず、韓国の歴史でもみられ

ていて、そのような状況から韓国の代表的文化

である「ハン」が形成されることが論じられた。

そこで本研究では、ハンに含まれる「絶望感」

「失望感」「怒り」「諦め」という感情的要素を

用いて、本研究では、韓国と日本における市民

メディアの発展の違いを明らかにするために、

両市民メディアに投稿された BSE問題を題材

とした記事の内容分析を行った。

2 方法

韓国の市民メディア OhmyNewsは「狂牛病」

で、日本の市民メディア JanJanは「BSE

AND 狂牛病」で検索し、「BSE」「狂牛病」と

いう単語が 2回以上出現する記事に絞り、最終

的に、 OhmyNews、JanJanそれぞれ 51件の

記事を分析対象とした。分析対象として選択し

た各記事を段落に分け、その各段落を分析単位

とし、分析単位の総数は、 OhmyNewsでは853

段落、 JanJanでは824段落であった。

コードは、対象となる国（韓国、日本、アメ

リカ）と、対象となる集団や組織（政府、政策、

マスコミ、報道、国民、国民の行動）対象と、

河アラン （学籍番号200821686)

研究指導教員：後藤嘉宏

感情（絶望感・失望感・怒り・諦め）を組合せ、

計72種設けた。

第1コーダーは、韓国出身で3年間日本に留

学している大学院生男性で、第2コーダーは、

韓国出身で7年間日本に留学している大学院生

女性であった。両コーダーが OhmyNewsと

JanJanの両方の分析をそれぞれ行った。

3. 結果と考察

第1コーダーと第2コーダーの評定の一致率

は、 OhmyNewsで98.4%、JanJanで99.3%

と高かったことから、第1コーダーの評定をも

とに分析を行った。

3.1自国該当コードに対する感情表現

OhmyNewsにおける韓国該当コードに対す

る感情表現をみると（表 1)、怒りや失望感が多

表1 オーマイニュースにみられる韓国該当コード

に対する感情表現

』

l 注）表中の網掛けは、上位5位を示す。

％

％

％

％

％

％

％
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数表現されていた。一方、 JanJanにおける日

本該当コードに対する感情表現をみると、いず

れの感情も低率であった。 OhmyNewsにおい

てのみ失望感や怒りが強く表現されていること

は、韓国の文化的特徴であるハンが市民メディ

ア上に表現されていたと解釈された。また、日

本の市民メディアに本研究で取り上げた感情が

表れていなかったことは、 JanJanの市民記者

の募集や情報発信の方l去が従来の新聞の慣習を

破壊しきっていなかったためと解釈された。

3.2時期別にみた感情表現

ESE問題の変化をもとに記事が書かれた時

期を4つに分け、記事中における感情表現の変

化を分析した。第 1期は 2003年 12月25日ま

で、 第 2期は 2003年 12月 26日'"'-'2006年 1

月 30日、第3期は 2006年 1月 31日,.._____,2007

4月2日、第4期は 2007年4月3日以降の

時期である。その結果、 JanJanについては大

きな変化がみられなかったが、 OhmyNewsに

関しては量的・質的な変化がみられた（図 1)。

3000 - --

2500 

一-議---一 一
ー噛

1500 

1000 +・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・....

.0500 

.0000 

-2003.12.25 2006.1.31 -2007.4.2 2007.4.3-

一誓ー韓絶望感ー-韓失望感一覧ー米失望感

一疇一韓怒り ・・置・・米怒り —----韓諦め

図 1 オーマイニュースにおける時期別にみた各国該当コ

ードに対する感情表現（チェック数が0であったコードを除く）

韓米FTA交渉中から締結までの第3期では、

「アメリカ該当コードに対する怒り」が高まり

「韓国該当コードに対する絶望感」は低かった。

これらの記事中には、狂牛病に対して緩い姿勢

である「アメリカの政府・政策に対する怒り」

が表現され、アメリカの政府が韓国政府に FTA

の妥結を強要しているのではないかという声も

上がっていた。一方、韓米FTA妥結後の第4期

では、「アメリカ該当コードに対する怒り」が低

下し、「韓国該当コードに対する絶望感」が上昇

していた。また、第3期では「韓国政府・政策

に対する怒り」を表す段落だけが多く見られた

のに対し、第4期では第3期に加えて、「韓国マ

スコミや報道に対する怒り」を表す段落が多く

みられた。

これらの結果は、条約交渉中のアメリカヘの

怒りは妥結後に落胆となり、これに代わって、

韓米FTAを承認してしまった韓国政府や、政府

に対して対抗しない無力な韓国の報道やマスコ

ミに怒りや失望感、さらには絶望感として転化

したり分散したりしたためと考察された。また、

第 4期を境に感情が向けられる対象が、「韓国

の政府」から「韓国のマスコミ」や「韓国の国

民」などへと「増加」あるいは「変化」したと

解釈される。これらの結果は、それぞれの市民

が抱く間題意識の対象が拡大し強まったと解釈

できる。さらに、内容を質的に分析した結果、

韓米FTA交渉中から妥結後にかけて、韓国該当

コードに対して、感清弛度が増し、感清が表現

される対象が増加していた。

市民メディアを通じてハンの要素を検討した

ことで、韓国の文化「ハン」の対象が韓国の既

存メディアや政策に対するもののであることが

明らかになった。そして、自分たちに直接な影

響を及ぼす対象に対してはより強いハンが見ら

れた。また、そのようなハンが市民メディアに

表出されていたことは、市民の意思表示を促進

し、社会に関与する新たな力を生み出す種にな

る可能性が示唆される。
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CyLog言語の拡張とその処理系の開発＊

l はじめに

近年， Wikipedia[1]や Twitter{2]など，人か

らの入力を集めて価値を生み出すデータ指向アプリ

ケーションの開発が活発に行われており，これらの

開発効率向上は重要な問題となっている．一般に，

アプリケーショ．ン開発効率向上のアプローチの一つ

は適切なプログラミング言語を用意することである

が，現在，そのようなデータ指向アプリケーション

の開発での利用を念頭に設計されたプログラミング

言語は存在しない

我々の研究プロジェクトでは，データベース言語

が大量のデータ処理に適していることから，データ

ベース言語が，人からの入力を集めて価値を生み出

すデータ指向アプリケーション開発のための適切な

プログラミング言語となる可能性に着目し，論理型

データベース言語である Datalog{3]をベースとし

たプログラミング言語 CyLog[4]の研究を進めてき

た.CyLogの特徴は，通常のデータベース言語で採

用されている閉世界仮説 [5]の対象を，人を情報源

として含めだ情報空間に広げてプログラミングを行

うことである.CyLogでは，人を情報源として適切

に扱うための仕組みとして，ゲーム理論 [6]を利用

した仕組みを提供する．

しかし，これまでに提案されてきた CyLogは実

用的なアプリケーションの開発を行うためには不十

分な点があった本研究の目的は，実用的なアプリ

ケーションを開発するために必要な機能のいくつか

を実現するために CyLogを拡張し，その処理系を

開発することである．具体的には，本研究では次の

2点の拡張を行った (1)Web構造の生成に関する

拡張．人を情報源とする実用的なデータ指向アプリ

ケーションでは.Webがインターフェースとして

使われることが多いしかし，これまでの CyLog

では， Webページ自体を生成することはできたが，

Webページ間のリンクを作ることはできなかった．

したがって， Web構造を容易に生成できる仕組み

を開発し，追加した (2)より多様なゲームの実現

に関する拡張以前の CyLogでは，人によるデー

タ入力を制御する仕組みとしてゲームがサポートさ

• "Extensions of the CyLog Language and 
Development of its Processor" by Shoji 
MOCHIZUKI 

望月祥司（学籍番号 200621339)

研究指導教員：森嶋厚行

副研究指導教員：杉本重雄

れていたが，少数の組み込みゲームに限定されてい

た． したがって，プログラマが，より多様なゲーム

を実現できる仕組みを開発し，追加した

2. Cylogの基本

CyLog処理系のアーキテクチャを図 1を使って

説明する (1)コンダクタは， CyLogのプログラム

を記述する. (2)処理系は，プログラムを入力とし，

その内容を解析・実行する．その際，必要に応じて

DBに問合せを行う. (3)処理系は，必要に応じて

プレイヤヘ問合せを行うための Webフォームを作

る. (4)プレイヤは， Webフォームにアクセスし，

データの入力を行う.(5)処理系は，プレイヤが入

力したデータを取得し， DBへ反映する．プレイヤ

が入力したデータは，ゲームによって集約すること

ができ，適切なデータを入力したプレイヤにはポイ

ントが与えられる．

ヤ＆―凹
ぃ＆＇マ
プ＆

図1 CyLogプログラムと処理系の動作

3. 本研究で行った拡張

図2は．本研究で拡張を行った CyLogのプログラ

ムの全体的な構造を表している．本拡張では， Data

パート， Webパート， Gameパートの3つのパート

を設けた.Webパートは (l)Web構造の生成に関

する拡張のため,Gameパートは (2)複雑なゲーム

に関する拡張のために行なったものである．これま

でのCyLogでは,Dataパートに対応する記述だけ

を行っていた．以下では．本研究で行った 2つの拡

張である Webパートと Gameパートについて説明

する．

Web構造の生成に関する拡張 (Webパート）：本
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1 ProgramName by Conductor; { 
2 Data: 

3'!.'!.'!.'!.'!.%'!.'/.。(A)%'!.'!.'!.'!.'!.。%'!.。
4 Web: 
5 ½Web 構造の生成に関する記述
6 Game: 
7 'I.。ゲームの処理に関する記述
8 } 

図2 本論文で提案する拡張を行った CyLog

のプログラムの全体的な構造

1 Web: 
2 Root() [ "Member一覧］｛
3 → Member(Name)[Name +"のページ"]{ 
4 : Paper()["論文リスト"]{ 
5 : Paper(Ti tle) 
6 } 

7 } 

8 } 

9 for 

10 Member(Name), Paper(Name, Title, Date) 

図3 vVebパートに記述するプログラムの例

図4 Webパートで生成される ¥"'veb構造の例

拡張により， CyLogでWebページ間のリンクを作

ることが可能となる例えば，図 3は¥!¥/ebパート

に記述するプログラムの例である．この記述に従う

と，図 4の¥!¥/eb構造が生成される ¥Vebパートの

記述は， forを境にして左辺と右辺に別れる例え

ば，図 3では， 2行目から 8行目が左辺で， 10行目

が右辺である．左辺には，生成する Web構造 (¥¥leb

ページの内容やリンク構造）を記述する．左辺では，

1つの Webページオブジェクトを「オブジェクト

のスコーレム関数［ページタイトル］｛コンテンツ｝」

という形式で表し，コンテンツには他のオブジェク

トを記述することができる右辺には，左辺に記述

した Web構造を生成するための条件を記述する．

Webパートでは，リレーションが右辺に記述した条

件を満たすとき，左辺に記述した ¥!¥/eb構造が生成

される．

よリ多様なゲームの実現に関する拡張 (Gameパー

ト）：これまでの CyLogで扱えたゲームは，一部の

組み込みのものに限定されていたが，本拡張により，

組み込みではないユーザ定義のゲームを記述するこ

とが可能となる．例えば，図 5は本拡張を用いて

記述した ESPGameの簡易版である. 5,6行目の

Gameパートには ESPGameの定義が記述されて

いる．

1 Data 

2 Input(file_name, keyword)/open <-File(file_name) 
3 FileKeyword(file_name, keyword) <-
Input(file_name, g(file_name):keyword) 

4 

5 Game 
6 g(hle_name)ctime(600): {Input}, duplicate 

図5 ESP Gameの簡易版プログラムの例

ムラ
「
1
'
,
1ー
一

グ一丸
"2"

叫`

tOR

戸ロト

Play,•,; 
・ヽ●

wぐ"ヘーン
--、.---.、~．

疇：ロ
'----------

図6 拡張した CyLog処理系のアーキテクチャ

4. 処理系の実装

拡張した CyLog言語の処理系の実装を行った

実装には， Ruby1.8.7とMySQL5.1.36を用いた

図6に拡張した CyLog処理系のアーキテクチャを

示す．パーサはプログラムを入力として中間データ

を出力する. CyLogコントローラは中間データを

入力として，各パートの処理を担当するモジュール

を呼び出す．

5. まとめ

本研究では， CyLogで実用的なアプリケーショ

ンを開発する上での問題に取り組み，問題を解決

するために CyLogの拡張を行った具体的には，

(l)Web構造の生成に関する問題， (2)より多様な

ゲームの実現に関する問題，の 2つに取り組み，そ

れぞれを解決するために CyLogを拡張したまた，

拡張した CyLog言語の処理系の実装を行った
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図書館機能からみた図書館における複製のあり方＊

1 序論

図書館において図書館資料はほとんどが著作

物であり、図書館サービスのほとんどに著作権

が関わる。著作権の中でも複製権は基本的な権

利であり、医書館における複製も著作権保護の

ため適正な運用が求められるが、著作権法の目

的である文化の発展に期するためには利用者の

要請にも充分応えていくべきである。

このため、本論文では図書館における複製の

あり方について考察し適切な形を提案したい。

2 グーグルブックサーチ問題

出発点としてまずグーグルブックサーチ問題

を採り上げる。

現代的問題として投げかけられた米国グーグ

ルプックサーチ問題は、グーグルによる図書館

資料デジタル化とウェブ上の提供サービスにつ

いて是非を問うものであるが、本来、図書館資

料に対して著国潅に配慮しつつ利用者の便宜を

充分はかっていくべきことは、図書館の取り組

むべき課題である。

3 図書館機能からみた図書館における複製

考察の始めに、これからの図書館機能からみ

た図書館における複製のあり方を導出しておく。

これからの図書館の機能は、公共図書館では

地域を支える情報拠点として地域の問題解決の

ために充分な情報提供のできる情報センターと

*、'Visionof the Copying on Suitable Service in 

the Library " by Kazuo HAYASHI 

林和生（学籍番号 200921744) 

研究指導教員：松縄正登

副研究指導教員：村井麻衣子

しての機能が求められる。大学屈書館では電子

化環境の進展の中で本来の教育支援・研究支援

を充分後押しできる機関としての機能が求めら

れる。国会図書館では文化の保存や提供のため

の基盤センターとしての機能が求められる。

これからの図書館機能から囮書館における複

製のあり方として、充分な情報提作共が可能とな

る複製の便宜、充分な教育・研究支援が可能と

なる複製の便宜、広く文化を保存し提供できる

複製の便宜が導出される。

しかし、これらが実現されるために著作権法

上で問題点がある。

4. 固書館における複製に関する法規定

そこで、現行法を見てみると、我が国の固書

館における複製に関する著作権法 31条におい

ては、図書館における複製についての制約を設

けている。著作物の一部分しか複製できないと

いう制約があり、著作物の全部が複製できる定

期刊行物においても発効後相当期間経過後とい

う条件がある。31条に関わる裁判例においても

事典の一項目に渡る複写が認められなかった。

これでは、図書館において調査・研究を目的

とする複製において、調査・研究が十分保障さ

れないことも生じうる。

なお、通常、図書館におけるセルフコヒ°ーは

31条を根拠とする。他方で、 30条の私的使用

複製の適用を主張する学説や 30条を根拠とし

て運用する図書館もあるが、31条を明示的に規

定している趣旨から 30条の適用は難しいと考

える。
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5 図書館の運用

図書館における複写サービス調査報告書から

は、複写枚数の大半は大学図書館における学術

雑誌からの複写とされ、図書館における複製の

多くはほとんど調査・研究のためになされてい

る。利用者からの複製に関する苦情では、著作

物の一部分しか複写ができないことや、雑詰の

最新号の複写が制限されていることなどがあげ

られている。

今回、独自に行った調査によると、セルフ方

式の複写サービスでは図書館による複製の管理

が完全ではないこと、雑誌最新号複写の可否に

ついて図書館による運用の違いがあることがわ

かった。

現場での、一部分や相当期間の要件を満たし

ているかの管理などは難しい状況であると考え

られ、適切に運用ができる法規定が望ましいと

考える。

6 海外の著作権法

海外の著作権法と比較すると、図書館資料保

存のための複製を認める規定は各国とも備えて

いたが、利用者のための複製の規定がない国が

あり、私的使用複製が適用されていると考える。

利用者のための複製においても分量の制限は

定められているが、我が国の定期刊行物の複製

における期間要件などは特異な条件であるとも

いえる。

7. 集中処理機構と図書館における複製

著作物の複製に関する集中処理校急構は、本来、

許諾の作業負担を軽減する有効な手段であるが、

我が国の現行ではすべての著作権処理が可能と

なっているわけではない状況にある。

固書館における複製に集中処理機構を有効に

組み込むシステムも提案されるが、図書館無料

原則からの課金の可否や公的補償による場合の

公平性、公正性も検討する必要がある。
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8 電子資料および電子図書館における複製

グーグルにより電子図書館機能が提示されて

いるともいえ、また法制化された国会図書館に

おける資料デジタル化も利用方法についてはJレ

ーJレ策定が検討されている。

図書館における電子資料のプリントアウト、

ファイルダウンロード、電子図書館へのリモー

トアクセスによる電子資料利用の可否は重要な

論点であるが、間題提起までにして今後の課題

とする。

9 図書館における複製のあり方と実現方法

図書館における複製の主目的は実態として調

査・研究にあり、権利者への経済的不利益にな

る影響は少ないと考える。

この図書館における複製は、利用者の知る権

利・学ぶ権利を公平に保障する文化民主主義の

視点から、また、調査・研究に供することによ

り教育・研究を通して社会全体として厚生が増

大する外部性が生じることからも、研究目的で

必要な範囲であれば広範な複製が許容されるこ

とが要請される。

これらから、利用者のための複製は著作物の

複製を一人1部とするが全部の範囲までの複製

を可能とするように複製可能な範囲を拡大する

ことを提案する。定期刊行物についても期間の

定めなく同じ扱いにする。また、図書館が他の

図書館からの借用資料も含めて事業の実施にお

いて必要な複製を可能とすることを提案する。

提案の実現方法として日本版フェア・ユース

規定導入による場合、米国型フェア・ユースの

ような包括的な規定の導入が望まれる。 31条の

改正では1項1号と 2号の改正を考える。図書

館ガイドラインによる解決は、本提案が 31条

の現在の文言での解釈可能な範囲を明らかに超

えるため適当ではないと考える。

その他の方法も含めた実現可能性の検討につ

いては、今後の研究課題としたい。



宮沢賢治の作品に見る法華経の影響＊

サニナ・ヴィクトリヤ（学籍番号 200921751) 

研究指導教員：黒古一

副研究指導教員：試者小路怠子

1 はじめに

日本で有名な詩人・童詰作家である官仄貰治

(1896-)933)は、岩手県花巻に生まね、幼いころ

から仏教（浄土真宗）の信仰に厚い寡で育てられ

た。しかし、冑年時代に翌恰は法華経に惹かれ、

『岡無炒法蓮華経』の経典か彼の座右の書になる。

生前の苫治は、読人・単話作家だけではなく、股

業技術者（科学者）、仏教者（法華経信者）として

盛んに活動した。そして、賢沿の活動の基底を支

える法箪経の教え（息想）、特に官沢賛治の文学

に現れた法華経の影誓に興味を持った。つまり、

督治の根奉思想に法華抒の考え方があり、そ九が

彼の菫括作品や詩に強く反映されて、彼の又学世

界を杉成しているところに興床を持ったということで

ある。

賢治の革話・詩に触れているうちに、 1皮の「宗教

心」（仏教だけではなくキリスト教などにも通じる）に

関わるi自己犠牲」や「衆生済度」、「まことの幸福」、

「不殺生戒」などの思想か、彼の作品に反映されて

いることに気づいたのである。そして、｛去華経思想

の影蒻を受けた賢冶0)文学に現九た「死後の世

界」、「宇出0)エネルギー」、牛き物に対する「大慈

悲の心」などをと｀う読み敗るか、が重要だと巴った

0)である。

2 序章宮沢賢治の文学とその宗教観

賢｛合は、法華経の教えに従って、自分の創作と

生涯を通して「エコイズムを否定ずる」という考えに

至っていた。

'"The thought about influence of Lotus 
Sutra in Ken.ii Miyazawa's works" by 

Viktoriya SANINA 

賢治の文学什品には、法華怪に関わる言菱やメ

タファ的な表現、オノマトペ（板芦語・擬態語）など

よく使用されており、作晶の登場人物が特に自然

の擬人化（ネI—11様としての罪手山、風の神様としての

又三郎など）という形で記述さ汎てし＼ることがある。

つまり、賢治はそのような）11で法華経（仏教）に祠

かれている自然との調和を考えていたということで

ある3

3 第一章浄土真宗から法華経ヘ

賢治は、子供の頃から靡土真宗の祝閉気に即ま

九百~_)たが、しいし、 18 歳頃に初めて島地大等編

『漢和対開妙法蓮華経』(l9 J 4年）を院み、感銘を

受け、それかきっかけで伝叩経へ帰依することにな

った。そして彼は、浄土真宗が白分の一人の政い

や死後の「極楽浄土］での救いを説く教えである

のに対して、法華経が自分より他人（衆庁）の救い、

「あの1止」より「この世」て「仏国土ーの世界を実現

すべきであるという教えであることを知り、 1920

10月には日蓮宗の宗教団休「国柱会］に入会する。

そごで賢治は、高知尾智耀巳「法華文学」の創作を

励められ、法華経の教えを基にした創作や活動な

どを進んで行うようになった。

4 第二章「自己犠牲」と「衆生済度」

賢治の七つの菫話『よだかの星』(l921年）、『蜘

蛛となめくじと狸』(1918&i=)、『オッベルと象』(1926

年）、『グスコープドリの伝記』(1932年）、『銀河鉄

追の夜』(1924年）、『双子の星』(1918年）、と『カイ

ロ□長』（生前未発表）を取りtけ、作品の分析を
行った。そして、これらの作品には法箪経の「法華

七喩」の中で最も有名な「三市火宅」に現れている
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「衆生済度」思想を見出すことができ、生き物に対

する「大慈悲の心」も存在していた。さらに、法華経

の薬王菩薩の行動（仏様に供養するために自分の

身を焼いて命を捧げる）に現れている「自己犠牲」

が、深く反映されていることもわかった。

5 第三章「まことの幸福」の達成

「まことの幸福」の達成ということに着目し、『ひか

りの素足』(1920年）、『四又の百合』(1923)と『貝の

火』(1920)を取り上げ、考察を行った。これらの童

話には、「まことの幸福」に近づくためにどんな行動

をすればいいのか、幸せになるためにどのような

「道」を選べばいいのか、ということが描かれている。

ここには、仏様の「命の永遠性」と「仏様の出現」、

法華経の「如来寿量品第十六」、「死後の世界」な

どの精神が反映されており、悪行を行えば「罪」は

必ず来るという教も記述されているとわかった。

6 第四章「不殺生戒」の意味

「不殺生戒」の考えを一番反映している童話は、

賢治の生前には未発表であった『ビヂテリアン大

祭』、『なめとこ山の熊』と『フランドン農学校の豚』

である。ここには、全ての生き物に対する「大慈悲

の心」、また同情•愛情や仏教の「輪廻転生」の精

神などが反映されている。これらの童話で、「肉食」

は「罪」として考えられており、生き物を殺してはい

けないという「不殺生戒」を守るべきという賢治のメ

ッセージが込められている。

7. 第五章『農民芸術概論綱要』論

『農民芸術概論綱要』に現れている「宇宙のエネ

Jレギー」、あるいは「宇宙意志」と「宇宙感情」をどう

読み取ればいいのか、という分析を行った。この

「宇宙のエネルギー」の意味について、簡潔に以

下のようにまとめていた。

● 各々の人は、「宇宙（自然）との調和」を自分

の中に感じられる。

● 各々の人は、自分の心中に宇宙との「相互

依存」・「共存」（不可分性・心の中に深い宇

宙との関連）を十分に認識する。

● 宇宙と溶け込むのような「力」（エネルギー）

を感じることによって、現世に生きているうち

に自力で「正しい」（純潔な、公正な、誠実な、

献身的な等）行動をし、「まことの幸福」（最

高の幸せ）まで至ることができる。

8 第六章『雨ニモマケズ』論

賢治は、自分の死の二年前に書いた『雨ニモマ

ケズ』(1931年）の中に「デクノボー」思想を盛り込

んでいた。この「デクノボー」の行動の特徴は、法華

経の「常不軽菩薩行」のイメージと重なる、と言われ

ている。「常不軽菩薩」は、法華経の「常不軽菩薩

品第二十」の観音様（仏様）で、この菩薩は他人に

対して「礼拝行」を行っており、「人間礼拝」、つまり

人間、また仏様に対する尊敬•愛情・専心の気持ち

を強く持った菩薩であった。「デクノボー」は、まさに

「常不軽菩薩」そのものだったのである。

参考文献（主なもの）

[1]先行研究『宮沢賢治の文学と法華経』分銅惇

作著、水書坊出版 1993年

[2]『宮沢賢治研究資料集成』続橋達雄編、日本

図書センター 1990,,..__,1992年

[3]『魂の救済を求めて一文学と宗教との共振』黒

古一夫、佼成出版 2006年

[4]『はじめて読む法華経』立松和平、水書房

2002年

[5]『法華経入門』菅野博史、岩波新書（新赤版）

2001年

[6] A.N.Ignatovich『Cyrpa o 且BeTKe nm,oca 

q蜘 CHOH八xapMbl(原作『妙法蓮華経』）ロシア

語翻訳 S.Peterburg出版 1962年

[7]『兄のトランク』宮沢清六、筑摩書房 1987年

[8]『まことの世界の追求』西田良子、「日本児童文

学」1968年 2月号

[9]『宮沢賢治全集』（全 13巻）筑摩書房 1968年

[10]『宮沢賢治の手紙』米田利昭、大修館書店

1995年
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原爆文学研究

一体験を表現することに着目して＊

1. はじめに

「原爆文学」は広島に原爆が投下された時点か

ら始まる。初期の原爆文学作品は、広島で被爆し

た小説家の原民喜や大田洋子、詩人の峠三吉や

栗原貞子、及び歌人の正田篠枝らによって書かれ

た。彼らの作品は直接的な被爆体験に基づいて書

かれており、作品の中で「原爆の悲惨さ」や「平和

の尊さ」が強く訴えられている。以後、原爆文学と

いう名称は、「ヒロシマ・ナガサキ」と呼ばれるように

なる未曾有の悲惨な出来事や原爆（核）について

書かれた文学の総称として用いられるようになっ

た。

私がそのような原爆の現実について初めて知っ

たのは、小学校の時にトルコ人の詩人であるナー

ズム・ヒキメット(1901~63年）によって書かれた

『K1zCocugu (死んだ少女）』(1956年）を読んだか

らである。『KtzCocugu』は、広島で被爆死した女の

子の気持ちになって書かれたものであるが、それま

でにも反戦・平和を求める作品を書いてきたヒキメ

ットは、この詩のほか、拡大し続ける原水爆実験ヘ

の抗議を内に秘めた詩をいくつか作っている。外

国人（トルコ人）でも人間の生命を尊重する考え方

を基底にして「反原爆」の意思を伝える表現が可能

であることを、私はヒキメットから学んだ。そのことが、

「原爆文学」について研究しようと思った最大の理

由でもある。

本研究の対象作家は、小説家の原民喜、大田

洋子、林京子と詩人の峠三吉、栗原貞子及び歌人

の正田篠枝である。彼らを選んだ理由は、この作

家たちが被爆者作家であり、原爆投下直後から被

爆体験を表現し始め（林京子を除く）、戦後すぐに

*"A Research on the Atomic Bomb 

Literature-Focusing on the Hibakusha 
Writers'Expressions of the Atomic Bomb 
Experiences-" by Filiz YILMAZ 

フィリズ・ユルマズ（学籍番号 200921753) 

研究指導教員：黒古一夫

副研究指導教員：武者小路澄子

自らの「被爆体験」を小説や詩などの「表現」によっ

て人々に伝えようとした文学者たちだからである。

外国人として今や世界共通の問題となっている「原

爆・核」について、その本質とは何かを考えながら、

「体験を表現へ」と努力した原民喜以下の作家が、

「原爆」をどう受け止め、表現したのかを本研究に

おいて考えようとした。

2 論文の構成

本論は、「はじめに」から「おわりに」まで 1600字

詰めA4判で約枚70枚、本文の部分を5章で構成

している。「はじめに」で研究動機と目的、研究意

義の概略を示し、「おわりに」では、第一章から第

五章まで考察したそれぞれの作家の原爆表現の

特徴について反省を含めてまとめた。本文の 1~5

章までの概略は以下のとおりである。

3. 研究の経過とまとめ

小説家・詩人の原民喜の場合、被爆体験を表現

することで最も重要なのは「書き残さなければなら

ない」という意識であった。彼は、作家は「書き残

す」責任があるという意識を常に持って、体験した

ことを『夏の花』(1947年）などの作品で冷静に表

現し続けた。

大田洋子も、原民喜と似たような点から被爆体

験を書き始める。それは「書くことを急ぐ」ということ

であるが、これは被爆による原爆症にかかって死

ぬという恐怖があったためで、目撃したことをいち

早く記録（表現）しようとした。大田洋子は、被爆後、

原爆だけをテーマとした作品を書くようになる。被

爆体験を基に最初に書いた『屍の街』(1948年）は、

疎開先で一枚の紙、一本の鉛筆をさえ買えない状

況の中で、作家としての衿持を頼りに書いた作品

であった。
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峠三吉は、その短い生涯において被爆体験を

詩の形で表現しただけでなく、積極的に原水爆禁

止・反戦平和運動に参加した詩人である。そして、

彼は作品の中で被爆体験を表現すると同時に

人々を反戦・反核運動へと呼びかけた。というのも、

彼にとって人々に原爆（被爆）の真実を知らせるこ

とだけでは十分でなく、被爆者以外の人々も原爆

の真実を理解して欲しい、そして反原爆の意識を

持ってもらいたいと熱心に思ったからであった。そ

れ故に、彼は世界に向かって「永遠の平和」のため

に戦おう、と呼びかけたのである。

詩人栗原貞子も、「世界の終わりを思わせる情

景」を体験（目撃）して、被爆体験を基にした表現を

中心にいち早く文化活動を始めた人間である。そ

の中でも印象深い作品は、日本の「戦争」責任とい

う考えを含んだ作品「ヒロシマというとき」 (1972年）

である。彼女は、被爆者（日本人）が実はアジアや

中国大陸•朝鮮半島などにおいて加害者であり、

広島の原爆はその帰結であることを指摘したが、こ

れは他の被爆者作家と違って大変ラジカルなもの

であった。

また、原爆症による乳癌で亡くなった正田篠枝

は、広島の被爆体験を短歌の形で表現し、冷戦時

代の核軍拡競争下の全世界が危険な状況にある

ことなどを訴えた。占領軍のプレス・コードをかいく

ぐって刊行した歌集『さんげ』(1947年）は、特筆す

べき彼女の表現であった。

林京子の場合、他の被爆者作家と違って被爆す

る前は15歳の少女であり、当然作家活動をしてい

なかったが、被爆から30年後に被爆体験を基にし

た『祭りの場』(1975年）でデビューしたという特徴

を持っている。それに、林京子は生まれたときから

約14年間海外（中国・上海）で生活するという経験

を持ち、日中戦争を少女期に経験していたこと、そ

して1985年から3年間「敵国」アメリカで生活したこ

とから、他の被爆者作家と異なる視点を持って表現

してきた。

以上のように、「原爆（被爆）」体験は、それぞれ

の作家によって様々な形であったが、それはまた、

それら作家の被爆体験の受け止め方、表現する方

法も異なっているということを意味し、その結果「原

爆文学」は多様性を持った「体験の表現」になった。

しかし、表現の仕方は異なっていても彼らの表現に

は共通点がある。それは、全員が最終的には「核

のない世界」の実現、「世界平和」を訴えているとい

うことである。つまり、彼らは表現を通して、彼らの

共通の希望であった「核の無い世界」の実現を目

指していた、ということである。

4 課題

6人以外の被爆体験を持つ文学者について十

分な研究が出来なかったので、今後研究を進めて

行く必要がある、と考えている。 また、原爆文学は

被爆者作家の表現だけでなく、非被爆者作家の表

現をも含む幅広い文学である。修士論文において

時間的な制約や資料収集不足のため非被爆者作

家の表現に触れることができなかったが、博士課程

への進学後、「原爆文学」をより総合的に論じるた

めに6人以外の被爆者作家の表現に加えて非被

爆者作家の表現にも言及したいと考えている。さら

に、戦後文学史における原爆文学の位置について

はほとんど触れることができなかったが、この点も今

後の課題の一つである。
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